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令和８年第１回新十津川町議会定例会 

 

                           令和８年３月10日（火曜日） 

                           午前10時開会 

 

◎議事日程（第１号） 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 議会運営委員長報告 

 第３ 会期の決定 

 第４ 諸般の報告 

    １）事務報告 

    ２）閉会中における委員会所管事務調査（審査）報告 

    ３）例月現金出納検査結果報告 

    ４）常任委員会政務調査報告 

    ５）議員研修報告 

    ６）一部事務組合議会報告 

 第５ 委員会への付託の報告 

 第６ 行政報告 

 第７ 教育行政報告 

 第８ 議案第５号 新十津川町職員等の旅費に関する条例の一部改正について 

          （内容説明まで） 

 第９ 議案第６号 令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第８号） 

（内容説明まで） 

 第10 議案第７号 令和７年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

（内容説明まで） 

 第11 議案第８号 令和７年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

（内容説明まで） 

 第12 議案第９号 令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算（第４号） 

          （内容説明まで） 

 

 

◎出席議員（10名） 

   １番 村 上 敏 晃 君    ２番 工 藤   健 君 

   ３番 深 瀬 美奈子 君    ４番 三 師 優 美 君 

   ５番 大 畠 光 敬 君    ７番 杉 本 初 美 君 

   ８番 鈴 井 康 裕 君    ９番 樋 坂 里 子 君 

   10番 西 内 陽 美 君    11番 小 玉 博 崇 君 

 

 

◎欠席議員（０名） 
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◎地方自治法第121条により出席した者の職氏名 

   町長         谷 口 秀 樹 君 

副町長        寺 田 佳 正 君 

   教育長        久保田 純 史 君 

   代表監査委員     岩 井 良 道 君 

   監査委員       奥 芝 理 郎 君 

   総務課長       久保田 篤 司 君 

   住民課長       佐 藤 武 久 君 

保健福祉課長     窪 田 謙 治 君 

   産業振興課長兼 

   農業委員会事務局長  鎌 田 章 宏 君 

   建設課長       千 石 哲 也 君 

   会計管理者      平 川 宏 之 君 

   教育委員会事務局長  小 松 敬 典 君 

 

 

◎職務のために出席した者の職氏名 

   議会事務局長     坂 下 佳 則 君 
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     ◎町民憲章朗誦 

○議長（小玉博崇君） 皆さん、おはようございます。 

 開会に先立ち、町民憲章を朗誦いたします。 

 皆さん、ご起立ください。 

〔全員起立〕 

〇議長（小玉博崇君） 私が町民憲章と申し上げますので、引き続き、朗誦してください。 

 町民憲章。 

〔町民憲章朗誦〕 

〇議長（小玉博崇君） ご着席ください。 

                                       

     ◎開会の宣告 

○議長（小玉博崇君） ただいまから、令和８年第１回新十津川町議会定例会を開会いた

します。 

（午前10時00分） 

                                       

     ◎開議の宣告 

○議長（小玉博崇君） ただいま出席している議員は、10名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

                                       

     ◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、

順を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、８番、鈴井康裕議

員。９番、樋坂里子議員。両議員を指名いたします。 

                                       

     ◎議会運営委員長報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、議会運営委員長報告を行います。 

 報告を求めます。 

 鈴井議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 鈴井康裕君登壇〕 

○議会運営委員長（鈴井康裕君） 皆さん、おはようございます。それでは、議会運営委

員会からの報告をいたします。 

 委員会の日時、場所、出席者については、記載のとおりでございます。説明員として、

当日、寺田副町長、久保田総務課長にお越しを願っております。 

 協議結果でございます。 

 （１）令和８年第１回町議会定例会の会期は、３月10日火曜日から３月18日水曜日まで



- 4 - 

 

の９日間とする。 

 （２）日程については、裏面に記載のとおり執り進める。 

 （３）付議案件は、令和７年度に係る条例の一部改正１件、令和７年度会計補正予算４

件、令和８年度に係る条例の制定２件、条例の全部改正１件、条例の一部改正３件、令和

８年度会計予算４件、計画の策定１件の計16件である旨、総務課長から説明を受けており

ます。 

 （４）一般質問の通告は、３人から３件を受理しております。 

 （５）令和８年度予算に関連する条例案及び令和８年度各会計予算案の審議については、

議長を除く議員９名による予算審査特別委員会を設置して行うこととしました。 

 （６）請願、陳情等の受理状況については、３月５日現在、請願１件を受理している旨、

議会事務局長から報告を受けております。請願１件を所管の委員会に付託することにいた

しました。 

 以上で、議会運営委員会からの報告を終わります。 

○議長（小玉博崇君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

                                       

     ◎会期の決定 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今定例会の会期は、先ほどの議会運営委員長報告のとおり、本日から３月18日までの９

日間としたいと思いますが、これに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から３月18日までの９日間に決定いたしました。 

                                       

     ◎諸般の報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

 １番の事務報告、２番の閉会中における委員会所管事務調査報告、３番の例月現金出納

検査結果報告につきましては、お手元に配付のとおりでございます。 

 次に、４番の常任委員会政務調査報告をお願いいたします。 

 経済文教常任委員会政務調査報告を、村上委員長よりお願いいたします。 

〔経済文教常任委員長 村上敏晃議員登壇〕 

○経済文教常任委員長（村上敏晃君） 皆さんおはようございます。議長の指示がござい

ましたので、２月10日に実施した経済文教常任委員会政務調査について報告いたします。 

 調査対象は、浦臼町のジビエ処理加工センターです。 

 当町の猟友会員もよく利用している施設であることから、施設の概要や利用状況を把握

するため、また、北海道で初のジビエ利用モデル地区であることから、ジビエビジネスの

取組を学ぶためとしました。 

 調査した内容を申し上げます。 

 当該施設は、食肉加工施設が一棟と積載クラス２トン級の移動処理車が２台、そして、

鉄骨造の減量化施設２基で構成されています。 
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 着工は、平成31年３月20日。 

 稼働開始は、令和元年10月１日。 

 総事業費は２億3,624万４千円で、このうち国庫補助金が7,000万円、過疎対策事業債が

１億5,300万円充当されていました。 

 食肉加工施設は、ハンターが捕獲したエゾシカを買い取り、食肉として加工し、出荷す

る施設で、株式会社アイマトンが指定管理として運営しています。指定管理料は発生して

いません。 

 この食肉加工施設には、ジビエ施設では珍しく金属検出器とＸ線装置のハイブリッド機

を備え、安全性の高い加工体制と捕獲から加工までを確認できるトレーサビリティが確保

されています。 

 当初は、年間800頭の処理を想定しておりましたが、近年は年間1,700頭程度と、計画を

大きく上回る実績となっており、持ち込まれた個体の９割以上が食肉として活用されてい

ます。 

 登録ハンターは、約240人に上り広域で利用されている一方、施設の人手不足や処理能

力の限界といった課題についても説明を受けました。 

 次に、減量化施設は、食肉加工に伴って発生する残さや食肉加工施設を経由しない捕獲

個体を適正に処理するための施設で、コンクリート床を備えたＤ型ハウス２棟で構成され

ています。 

 施設は用途別に区分されており、処理能力はエゾシカ約800頭分となっております。 

 処理方法は、自然界由来の微生物を活用した好気性発酵による減量化処理で、骨以外は

おおむね数日で分解され、最終的にはおがくず状の菌床のみが残る仕組みです。 

 ただし、近年の食肉加工施設の処理実績が当初計画を大きく上回っていることから、減

量化施設についても、処理能力を超える状況が続いています。 

 そのため、年に数回残さを町外の産業廃棄物処理施設へ搬出し、処理費用が発生してい

ることが課題となっていました。 

 次に、視察の効果についてです。 

 今回の視察により、浦臼町ジビエ処理加工センターの施設構造や運営状況について、現

地で直接説明を受けながら確認することができました。特にエゾシカの半身の解体から加

工、真空包装までの工程を実際に見ることで、加工体制や衛生管理の実態を具体的に把握

することができました。また、減量化施設の内部も視察し、処理能力を超えた残さの状況

や、運用上の課題を実感を持って理解することができました。 

 加えて、町内飲食店でジビエ料理を実際に試食したことで、捕獲から加工、消費までが

連動した取組であることを確認でき、地域振興や消費促進の観点からも有意義な視察とな

りました。 

 調査意見を申し上げます。 

 浦臼町ジビエ処理加工センターは、指定管理料を要しない先進的な取組である一方、視

察を通じて人手不足や施設能力の限界といった課題も確認されました。 

 しかし、捕獲したエゾシカを処理費用の負担なく買い取ってもらえる施設が近隣にある

ことは、農業被害の軽減やハンターの意欲向上に大きく寄与していると考えます。 

 令和６年度実績によると、当該施設に持ち込まれたエゾシカの14.34パーセントが新十
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津川町で捕獲されたものであるため、新十津川町の宣伝にも活用できるのではないかと考

えております。 

 また、生産から消費までを一体的に進める浦臼町の取組は、地域振興の観点からも大い

に参考になると考えております。 

 以上で、経済文教常任委員会の政務調査の報告を終わります。 

〇議長（小玉博崇君） 経済文教常任委員会政務調査報告を終わります。 

 これで、常任委員会政務調査報告を終わります。 

 次に、５番の議員研修報告を行います。 

 工藤健議員より報告をお願いいたします。 

〔２番 工藤健議員登壇〕 

○２番（工藤健君） 皆さんおはようございます。議長のご指示がございましたので、本

年１月19日、20日に行われた、滋賀県大津市の全国市町村国際文化研究所で行われた、令

和７年度第３回市町村長等議会議員特別セミナーの報告をいたします。 

 この研修は、大学名誉教授の広井氏、こども食堂の公共政策アドバイザーの湯浅氏、山

形県庄内地方の企業家社長の山中氏、香川県の県庁所在地高松市の首長の大西氏の４氏の

講演を受講いたしました。 

 これらの講演を通じて、現代社会の現状を多角的に捉え直すとともに、本町の未来に向

けた施策提案や今後の地方行政に求められる役割について知見を得ました。 

 また、少子高齢化や人口減少を衰退として捉えるのではなく、そこにチャンスを見出す

ことや、人と人、人と地域、地域と世界をつなぐ、住民誰もが主役になれるまちづくりを

作っていくことの大切さを学びました。 

 この学びを今後の私の議員活動、議会活動に生かしてまいります。 

 以上で、議員研修の報告を終わります。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議員研修報告を終わります。 

 次に、６番の一部事務組合議会報告をお願いいたします。 

 はじめに、私が関係しております石狩川流域下水道組合議会の報告をいたします。 

 去る令和８年２月16日午後２時より、滝川市役所10階の議場にて開催されております。 

 内容ですが、議案第１号として、令和８年度石狩川流域下水道組合一般会計予算につい

て審議されております。歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ６億8,710万円とするもので、

原案可決されてございます。なお、本町の負担金合計額が2,972万９千円で、前年度より

263万７千円の増額となってございます。 

 次に、議案第２号、石狩川流域下水道組合議会個人情報保護条例の一部を改正する条例

につきましては、デジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う改正であ

り、原案可決となってございます。 

 以上で、令和８年第１回石狩川流域下水道組合議会の報告を終わります。 

〇議長（小玉博崇君） 続いて、西空知広域水道企業団議会の報告を大畠光敬議員よりお

願いいたします。 

〔５番 大畠光敬議員登壇〕 

○５番（大畠光敬君） 議長のご指示がございましたので、令和８年第１回西空知広域水

道企業団議会定例会についてご報告いたします。 
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 主な審議内容と結果を申し上げます。 

 日時は、令和８年２月26日午後３時30分より開催いたしました。 

 審議内容につきましては、主なものについてご報告いたします。 

 議案第４号、令和８年度西空知広域水道事業会計予算についてですが、業務予定量、月

平均給水件数4,231件、年間配水量98万6,000立方メートル、１日平均配水量2,701立方

メートル。 

 収益的収入及び支出でございますが、水道事業収益３億9,206万４千円、水道事業費用

３億9,446万１千円。 

 資本的収入及び支出でございますが、資本的収入２億4,005万３千円、資本的支出３億

6,242万円。 

 債務負担行為ですが、膜モジュール賃貸借業務、期間、令和８年度から令和13年度まで、

限度額5,799万６千円と定める。 

 ほかにつきましては、議案別紙を参照していただくことになります。 

 結果につきましては、原案どおり可決となりました。 

 議案第５号、西空知広域水道企業団監査委員の選任についてですが、地方公営企業法第

39条の２第５項の規定により同意を求め、令和４年より監査委員を務める木村幸一氏の再

任を求めるもので、同意いたしました。 

 なお、議案等関係書類は、規定に沿って保管してございますので、後ほどお目通しいた

だきますようお願い申し上げます。 

 以上で、令和８年第１回西空知広域水道企業団議会定例会の報告を終わります。 

〇議長（小玉博崇君） 西空知広域水道企業団議会の報告を終わります。 

 続いて、中空知広域市町村圏組合議会の報告を西内陽美議員よりお願いいたします。 

〔10番 西内陽美議員登壇〕 

○10番（西内陽美君） おはようございます。議長のご指示がございましたので、令和８

年第１回中空知広域市町村圏組合議会定例会の報告をいたします。 

 会議の出席者、日時、場所、審議内容と結果につきましては、記載のとおりでございま

す。 

 この中から議案第５号、ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算について、１件、口頭

にてご報告申し上げます。 

 ここでは、中空知ふるさと市町村圏基金の４億円を運用し、産業、観光振興事業、教育

文化振興事業、コミュニティ活動推進事業、広域連携事業を実施しておりますが、このう

ち観光振興事業といたしまして実施しております、札幌市の地下歩行空間への出店ＰＲ事

業につきましては、空知振興局や構成各市町で行っている事業と重複する部分が増えてき

ましたことから、令和７年度をもって終了いたしましたことをご報告申し上げます。 

 以上で、令和８年第１回中空知広域市町村圏組合議会定例会の報告を終わります。 

〇議長（小玉博崇君） 中空知広域市町村圏組合議会の報告を終わります。 

 続いて、滝川地区広域消防事務組合議会の報告を深瀬美奈子議員よりお願いいたします。 

〔３番 深瀬美奈子議員登壇〕 

○３番（深瀬美奈子君） 議長からのご指示がございましたので、令和８年滝川地区広域

消防事務組合議会第１回臨時会についてご報告いたします。 
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 日時は、令和８年１月15日木曜日、午後２時から開催されました。 

 審議内容と結果について、主なものについてのみ報告いたします。 

 議案第２号、一般職の職員の給与に関する条例及び滝川地区広域消防事務組合会計年度

任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部の改正を求めるものであり、原案可決さ

れました。 

 以上、令和８年滝川地区広域消防事務組合議会第１回臨時会の報告を終わります。 

 続いて、令和８年滝川地区広域消防事務組合議会第１回定例会についてご報告いたしま

す。 

 令和８年２月27日金曜日、午前10時から開催されました。 

 主なものについてのみご報告いたします。 

 議案第３号、滝川地区広域消防事務組合火災予防条例の一部の改正について。近年のサ

ウナブームを背景に、簡易的なサウナの設備が増加していることから、関係省令の改正が

行われており、また、輪島市大規模火災を踏まえ、大規模地震時の電気火災対策が重要で

あるとされたことを踏まえ、所定の規定の整備及び文言整理を行うもので、原案可決され

ました。 

 議案第４号、令和８年度滝川地区広域消防事務組合一般会計予算は、歳入歳出予算の総

額は、歳入歳出それぞれ21億1,688万６千円と定めるもので、新十津川町の関連予算とい

たしましては、新十津川支署の運営費、デスクトップパソコンや空気呼吸器用ボンベの購

入経費を含み834万２千円、新十津川消防団の運営費2,785万２千円となります。こちらも

原案可決となりました。 

 以上、令和８年滝川地区広域消防事務組合議会第１回定例会の報告といたします。 

〇議長（小玉博崇君） 滝川地区広域消防事務組合議会の報告を終わります。 

 続いて、中空知衛生施設組合議会の報告を樋坂里子議員よりお願いいたします。 

〔９番 樋坂里子議員登壇〕 

○９番（樋坂里子君） おはようございます。議長の指示がございましたので、中空知衛

生施設組合議会の開催についてご報告いたします。 

 令和８年２月17日火曜日、午前10時より、滝川市役所議場におきまして、令和８年第１

回中空知衛生施設組合議会定例会が開催されました。 

 審議内容と結果について、主なものについて報告いたします。 

 まず、議案第１号、令和８年度中空知衛生施設組合一般会計予算について。歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ９億7,109万６千円と定める。対前年度比5,192万７千円の

増額でございます。増額となる主な内容は、火葬場費及びごみ処理施設費の委託料の増で

あります。高速メタン発酵処理施設の改修、管理棟ボイラーの改修など施設改修に要する

経費の増によるものであります。 

 構成市町負担金８億6,467万４千円、このうち新十津川町の分は9,658万４千円でござい

ます。原案のとおり可決されております。 

 次に、議案第２号、令和７年度中空知衛生施設組合一般会計補正予算第２号について。

和６年度決算による繰越金の精算や、令和７年年度火葬場の運営に係る費用の精算の調整

に伴う、本年度の構成市町負担金の減額が主な内容でございます。 

 構成市町負担金の減額6,545万４千円、そのうち新十津川町の分は810万９千円でござい



- 9 - 

 

ます。原案のとおり可決されております。 

 報告第１号、報告第２号、議案第３号につきましては、別紙のとおりでございます。 

 以上、令和８年第１回中空知衛生施設組合議会定例会の報告を終わります。 

〇議長（小玉博崇君） 中空知衛生施設組合議会の報告を終わります。 

 続いて、空知教育センター組合議会の報告を鈴井康裕議員よりお願いいたします。 

〔８番 鈴井康裕議員登壇〕 

○８番（鈴井康裕君） 議長の指示がございましたので、令和８年空知教育センター組合

議会第１回定例会の報告をいたしたいと思います。 

 日時は、令和８年２月16日、午後１時から開始されております。 

 主な議案結果でございます。 

 議案第２号、令和８年度空知教育センター組合一般会計予算について。歳入歳出の予算

の総額は1,285万円と定める。原案可決されております。 

 議案第３号、令和８年度空知教育センター組合研修事業特別会計予算について。歳入歳

出予算の総額は544万５千円と定める。原案可決でございます。 

 議案第４号、令和８年度空知教育センター組合研究事業特別会計予算について。歳入歳

出予算の総額は407万２千円と定める。原案可決でございます。 

 議案第５号、教育委員会委員の任命について。浦臼の河本浩昭氏を選任する。同意をし

ております。 

 以上で、令和８年空知教育センター組合議会第１回定例会の報告を終わります。 

〇議長（小玉博崇君） 空知教育センター組合議会の報告を終わります。 

 引き続き、空知中部広域連合議会の報告を三師優美議員よりお願いいたします。 

〔４番 三師優美議員登壇〕 

○４番（三師優美君） それでは議長の指示がございましたので、令和８年空知中部広域

連合議会第１回定例会について報告させていただきます。 

 出席者、日時、開催場所については記載のとおりです。 

 本定例会では、報告書のとおり、すべての議案について原案可決となりました。 

 審議内容と結果について、主なものについてのみ報告いたします。 

 今回、当定例会では、当町の小玉博崇議長より一般質問がございましたので、ここでご

紹介させていただきます。 

 高齢化による介護ニーズの増加や介護給付費が増額していることに伴い、介護保険料の

高騰化が全国的に見られております。空知中部広域連合においても、被保険者には大変大

きな負担となっております。空知中部広域連合では、公平性の確保や低所得者の負担を軽

減するなどの介護保険料の負担軽減に向けた取組を行っております。令和８年度は、介護

保険事業計画10期の策定年度となり、令和９年度からの介護保険料算定に向けて検討して

いくこととなることから、次の２点について質問がございました。 

 一つ目、空知中部広域連合の介護保険料の水準について。そして二つ目、介護予防事業

の充実についてでございます。 

 三本広域連合長より、介護福祉事業者や保険者との情報共有、そして、各市町村の良い

取組みなどを共有し、社会参加や健康寿命の延伸、介護予防などを一体的に事業を進めて

いくこと、そして、制度の持続可能性を追求していくことの内容で答弁がございました。 



- 10 - 

 

 続いて、議案第９号、空知中部広域連合介護保険総合条例の一部を改正する条例につい

てです。こちらは、介護保険法施行令等の改正に伴い、令和８年度における第１号被保険

者の介護保険料額の率の算定に関する所得の額の算定方法に特例が設けられたことから、

本条例の一部を改正するものであり、原案可決されました。 

 以上、令和８年空知中部広域連合第１回定例会についての報告を終わります。 

〇議長（小玉博崇君） 空知中部広域連合議会の報告を終わります。 

 続いて、中・北空知廃棄物処理広域連合議会の報告を杉本初美議員よりお願いいたしま

す。 

〔７番 杉本初美議員登壇〕 

○７番（杉本初美君） それでは議長からご指示がありましたので、令和８年第１回中・

北空知廃棄物処理広域連合議会定例会の報告をさせていただきます。 

 日時は、令和８年２月17日火曜日、午前11時です。場所は、滝川市役所10階議場でござ

いました。 

 審議内容と結果を報告いたします。 

 選挙第１号、中・北空知廃棄物処理広域連合選挙管理委員会委員及び補充員の選挙につ

いてでございまして、これは指名推選でございます。書面にて報告がありました委員、補

充員それぞれ４名づつは、記載のとおりでございます。すべて当選されております。 

 議案第１号、令和８年中・北空知廃棄物処理広域連合一般会計予算でございますが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億4,202万９千円として、原案どおり可決され

ております。なお、本町負担は3,240万８千円となっております。 

 議案第２号、令和７年度中・北空知廃棄物処理広域連合一般会計補正予算第１号につい

てでございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ106万７千円を増額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億3,527万９千円とするとし、原案どおり可決されて

おります。市町負担金の減額540万３千円のうち、本町は22万９千円減額し、3,180万２千

円となっております。 

 続きまして、議案第３号、中・北空知廃棄物処理広域連合議会個人情報保護条例の一部

を改正する条例です。これは、一括手続きをするために一部を改正するものでございまし

た。原案どおり可決されております。なお、この条例は、公布の日から施行するものとし

ております。 

 報告第１号、例月現金出納検査報告についてでございますが、これは書面にて報告があ

りました。記載のとおりでございまして、報告済みになっております。 

 以上、令和８年第１回中・北空知廃棄物処理広域連合議会報告とさせていただきます。 

〇議長（小玉博崇君） 中・北空知廃棄物処理広域連合議会の報告を終わります。 

 以上で、一部事務組合議会の報告を終わります。 

 以上で、諸般の報告を終わり、すべて報告済みといたします。 

                                       

     ◎委員会への付託の報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第５、委員会への付託の報告を行います。 

 請願の委員会付託について、私から報告いたします。 

 本日までに受領した請願につきましては、お手元に配付した請願文書表のとおり、所管
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の委員会に付託しましたので報告いたします。 

 ここで、10時55分まで休憩といたします。 

（午前10時43分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午前10時55分） 

                                       

     ◎行政報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第６、行政報告を行います。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 議長のお許しをいただきましたので、令和７年第４回議会定例会

以降における行政報告を申し上げます。 

 まずはじめに、総務課関係から申し上げます。 

 叙勲及び叙位。 

 学校教育の振興に長年ご尽力された、元新十津川中学校校長故高瀬裕二様が、令和７年

８月12日付けで瑞宝双光章並びに正六位の位記を授与され、１月13日に、ご遺族への伝達

を行なったところでございます。 

 続きまして、表彰。 

 12月22日、第31回日本管楽合奏コンテスト全国大会において、最優秀賞という輝かしい

成績を収められました、新十津川中学校吹奏楽部様に町長賞を贈呈いたしました。 

 次のページをお開きください。 

 企業版ふるさと納税。 

 12月25日に株式会社セイコーマート様からドローンのまちづくり事業への支援を目的に、

２月16日にホクレン農業協同組合連合会様からスマート農業推進支援事業への支援を目的

に多額のご寄附をいただきました。 

 続きまして、防災研修の実施です。 

 ２月12日に総進区自主防災会で、マイ・タイムライン作成や、避難所開設訓練をする防

災研修が開催され、11人が参加したところでございます。 

 続きまして、災害協定。 

 １月13日に、災害時における応急生活物資の調達と供給を目的にした協定を、ＤＣＭニ

コット株式会社と締結をしました。 

 また、２月25日に防災・減災に関する人材育成をすることで大規模災害時の被害軽減を

目的にした連携協力協定を北海道大学と締結したところです。 

 続きまして、３ページ、住民課関係でございます。 

 人口動態。 

 ２月28日現在の人口動態は、人口が6,127人で、前年同期と比べ89人減少し、世帯数は

2,948戸で、前年同期と比べ７世帯の減少となりました。 

 65歳以上の高齢者数をみますと、2,444人と前年同期と比べ６人減少し、高齢化率は

39.89パーセントで、前年同期と比べ0.48ポイントの上昇となりました。 
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 また、12月１日から２月28日までの間の出生数は、３人でした。 

 令和７年１月から12月までの１年間の人口動態は、自然動態としては出生数34人、死亡

者数96人で62人の減少となり、社会動態としては転入者147人、転出者175人で28人の減少

となりました。令和７年全体では90人の減少となりました。 

 続きまして、５ページをお開きください。 

 環境衛生・塵芥処理でございます。下段でございます。 

 ４月１日から１月31日までの間における一般廃棄物の処理量は、可燃ごみ787トン、不

燃ごみ59トン、生ごみ311トン、粗大ごみ124トン、資源ごみ309トンで、前年同期と比べ、

不燃ごみ以外の４品目すべてで増加しております。 

 続きまして、町税等。 

 町税等の２月28日現在の収納状況は、現年度分町税５税合計の収納率は93.62パーセン

トで、前年同期と比べ1.49ポイントの増加、滞納繰越分では19.42パーセントで、前年同

期と比べ８ポイントの減少となっております。 

 後段です。 

 国民健康保険税は87.63パーセントで、前年同期と比べ0.63ポイントの減少、後期高齢

者医療保険料は85.35パーセントで、前年同期と比べ1.33ポイントの増加となっておりま

す。 

 次に、保健福祉課関係でございます。６ページをお開きください。 

 保育園。 

 ２月28日現在の新十津川保育園の入園児童数は、０歳児５人、１歳児12人、２歳児17人、

３歳児23人、４歳児27人、５歳児26人の計110人でございます。 

 12月１日から２月28日までの間において、一時保育の利用は児童１人で、14日の利用が

ありました。また、延長保育は８人で、64日の利用がありました。広域入所は１人の利用

がありました。広域入所の委託先は、上砂川町となっております。 

 次に、放課後児童クラブです。 

 12月１日から２月28日までにおける放課後児童クラブの利用状況は、開館日数が68日、

延べ利用者数は1,527人で、１日平均利用者数は約22.5人でした。２月28日現在の登録児

童数は64人となっております。 

 次に、７ページをお開きください。 

 子ども生活応援事業です。 

 ２月28日現在の得きっずカードの交付世帯数は509世帯で、得きっずカードを持ってい

る方には、２か月に１度、買い物累計額に応じて、割増ポイントを付与しており、12月に

105万7,662ポイント、２月に160万5,042ポイントを付与いたしました。 

 次に、冬期生活支援事業です。 

 灯油価格の高騰を踏まえ、高齢者世帯等の経済的負担軽減を図るため、当該世帯に対し

冬期間の暖房費用の一部を助成いたしました。 

 ２月28日現在における助成実績は、高齢者世帯73世帯、障がい者世帯21世帯、ひとり親

世帯７世帯の計101世帯、計121万2,000ポイントとなっております。 

 続いて、８ページでございます。 

 高齢者除雪サービス。 
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 ２月28日現在、除雪困難世帯生活通路等除雪支援事業の登録世帯数は45世帯、高齢者世

帯等除雪費助成事業の利用申請は174世帯となっております。 

 続いて、10ページをお開きください。 

 食育推進事業でございます。 

 12月16日に新十津川中学校において、食生活改善推進員協議会が「朝ごはんパワーで元

気になろう」をテーマに、中学校１年生43人に対して中学校食育教室を開催いたしました。 

 １月14日から１月29日まで食生活改善推進員協議会30周年記念事業として、みらいえ町

民ギャラリーで食生活改善普及啓発パネル展を開催しました。初日には記念イベントとし

て、会員がパネルの解説を行ったところでございます。 

 次に、11ページをお開きください。 

 産業振興課関係でございます。 

 令和８年産米生産の目安。 

 米の生産は、需給状況等に対応した安定供給、作付面積の維持・確保を図るため、地域

ごとの生産の目安が設定され、これに基づいて作付けを行っております。 

 本町に示された令和８年産主食用米の生産の目安は、数量が約２万468トン、面積換算

値が約3,457ヘクタールであり、令和７年産と比較すると、数量は約487トンの増加、面積

換算値は約30ヘクタールの増加となっております。 

 次に、12ページをお開きください。 

 有害鳥獣駆除対策でございます。 

 ヒグマ対策として、捕獲用箱ワナを４月から11月までの８か月間、町内に４基設置し、

また、クマよけ装置を２基設置して、ヒグマの市街地への出没防止の措置を行っておりま

す。今年度は、全国的にクマによる被害が増加しましたが、本町での出没件数は11件にと

どまりました。２月28日現在のヒグマ駆除実績につきましては12頭で、うち箱ワナでの駆

除は11頭となっております。 

 続いて、地元消費拡大事業でございます。 

 町内の消費拡大と商業の活性化を図るため、商工会が主催するスタンプラリー抽選会事

業を支援いたしました。12月20日から１月17日までの期間、ふれあい商品券加盟店を利用

する形で行われ、１月18日に抽選会が開催されました。抽選会には、813人が来場し、抽

選回数は1,536回でした。 

 また、しんとつかわポイントカード会が昨年度に引き続き企画した、お買い物の際にと

くとっぷカードのポイントが自動抽選により付与されるイベントが２月13日から３月４日

までの期間で実施され、当選された方々に合計100万ポイントが付与されたところでござ

います。 

 続いて、14ページ、建設課関係でございます。 

 冬期除排雪等。 

 今シーズンの降雪状況につきましては、２月28日現在における本町の除雪センターで計

測した降雪量は688センチメートルで、過去５年間の平均値より117センチメートル少なく、

また、積雪深は45センチメートルで、平均より57センチメートル少なくなっております。 

 除雪作業は、12月５日に今シーズン初めての一斉出動以降35回出動しています。特に、

暖気による道路状況の悪化を解消するため、出動基準に達しない降雪量での出動が多く
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なったことから、過去５年間の平均と同数の出動回数となっております。 

 排雪作業につきましては、４年ぶりに年明け後の作業となり、１月13日から２月６日ま

での期間で実施したところでございます。 

 以上をもちまして、行政報告とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、行政報告を終わります。 

                                       

     ◎教育行政報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第７、教育行政報告を行います。 

 教育長。 

〔教育長 久保田純史君登壇〕 

○教育長（久保田純史君） 議長のお許しをいただきましたので、令和７年第４回定例会

以降における主な教育行政報告を申し上げます。 

 最初に教育委員会関係ですが、12月の町議会定例会以降、定例会を３回開催いたしまし

た。 

 12月18日の報告第40号の令和７年度新十津川町児童生徒就学援助費受給者の認定取消し

についてですが、２人の児童生徒のいる１世帯が、生活保護法による保護措置が決定した

ため、令和７年11月18日に町の就学援助費受給者の認定を取り消した旨、報告いたしまし

た。 

 １月21日の報告第２号、いじめの状況等に関する調査結果についてですが、この調査は、

昨年度まで児童生徒を対象に６月と10月まで年２回行っておりましたが、今年度から２月

にも行い年３回実施することになり、今回は10月に行った調査結果について報告いたしま

した。病欠などで回答できなかった児童、生徒を除いて、小学生は333人、中学生は140人

が回答し、「４月から今日までで友達に嫌なことをされたことがある」と回答した児童、

生徒は、小学生が21人で6.3パーセント、中学生は７人で５パーセントであり、学校では

調査を踏まえ、被害、加害児童生徒に個別確認と指導等を行いました。 

 ２月４日の報告第４号、令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について、

教育委員に報告いたしました。 

 また、同日、町長主宰の総合教育会議が開催され、令和８年度における重点施策案につ

いて、及び町立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画について説明

を受け、承認されました。 

 さらに、同日、教育委員が中学校に臨時視察を行い、全国学力・学習状況調査結果を踏

まえた、学力向上の取組の学習・生活習慣の改善、それから、家庭学習習慣の定着、放課

後学習の３つの重点取組について調査いたしました。 

 学校の取組により生徒の意識は徐々に改善されており、新年度も宿題を出し、家庭学習

習慣を定着するなど、３点の重点取組を継続することを確認いたしました。 

 小中学校関係ですが、令和８年度小・中学校学級編成見込でございます。普通学級は、

小・中学校とも今年度同様１学年２クラスの小学校12学級、中学校は６学級となり、特別

支援学級につきましては、小学校は、知的２学級、情緒２学級、病弱・身体虚弱１学級、

肢体不自由１学級、言語１学級の７学級を、中学校は、知的１学級、情緒１学級の２学級

を予定しております。 
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 ２ページをお開きいただき、臨時休業等ですが、２月６日は、日中大雪のため通学路や

スクールバス運行の安全面を考慮し、小中学校とも午前授業とし、給食を食べたのち下校

する繰上げ措置をとりました。 

 また、各種感染症まん延に係る臨時休業についてですが、新小の３年２組が、３月５日

の午後から８日までインフルエンザ罹患者拡大のため閉鎖といたしました。さらに、罹患

者が減少しないことから、９日から11日まで学級閉鎖期間を延長しております。 

 小学校関係ですが、１月29日に新１年生の１日入学説明会を行いました。入学予定者は

現在のところ44人を予定しており、前年対比７人減となります。 

 ２月６日と９日の両日、３年生の総合学習で町内なこたこ店主の深瀬美奈子氏の講義が

行われ、９日に教育委員とともに授業を参観いたしました。児童は深瀬氏から、祖先の

ルーツが十津川村であることや地域おこし協力隊の活動と新十津川に定住した理由、また、

町の魅力やまちづくりへの想いなどについて学ぶとともに、たこ焼きづくり体験実習を行

いました。 

 次に、中学校ですが、２月17日に今年５月に修学旅行で来町される十津川村中学２年生

と新中２年生による学校生活の紹介などについてオンライン交流を行いました。また、２

月19日には、３年生が野村証券株式会社の方からアドバイスをもらい、金融経済教育につ

いて学びました。 

 次に、進路ですが、受験した高校につきましては、３ページの表のとおりでありますが、

空知北学区内の受験校につきましては、新十津川農業５人、滝川８人、滝川西24人、砂川

９人の46人、この他私立高校含めて道内の高校への進学が７人となっております。 

 学校教育関係で、３月５日に第３回学校運営協議会を開催し、新小、新中校長から委員

に令和８年度新小、新中の学校経営計画案を説明し、承認されました。 

 ４ページをお開きいただき、学力向上、長期休業中学習サポート事業冬のやまびこにつ

いてですが、12月25日と26日の両日、ゆめりあで小学１年生から６年生まで計118人が参

加いたしました。また、コロナ前以来となる、滝川市國學院短期大学学生３人による学習

サポートをしていただきました。 

 次に、農業高等学校関係ですが、２月20日に奈良県五條市と本町が交流都市連携を締結

している取組の一つとして、互いの市町に農業高校が設置されているため、教育の交流を

行うこととして、五條市立西吉野農業高校と新十津川農業高校の交流に加え、今年度は、

鹿児島県立市来農芸高校を加えた３校で、オンラインによる市町及び学校の紹介、特色あ

る学習内容などについて発表を行い、交流いたしました。 

 ３月１日に第74回卒業証書授与式が行われ、24人が卒業し、そのうち本町出身者は２人

でありました。 

 また、卒業生の進路の状況でありますが、進学が６人、就職が18人で、就職のうち、公

務員が２人でございまして、歌志内市役所と雨竜町役場に内定しております。 

 ６ページをお開きいただき、社会教育関係でございますけれども、３月４日に第３回社

会教育委員の会を開催し、今年度実施いたしました社会教育事業の実績と反省及び令和８

年度の重点施策案を説明いたしました。 

 子ども会かるた大会ですが、１月17日開催の空知地区予選会で優勝し、２月８日に千歳

市で開催された令和７年度北海道子どもかるた大会で、中学生チームの魁が中学生の部で



- 16 - 

 

初優勝いたしました。 

 次に、とっぷ子どもゆめクラブですが、２月７日にスポーツセンターで開催されたキッ

ズ体験事業と共催のチャレンジスポーツ大会に15人が初めて参加し、玉転がしなどを行い、

スポーツの楽しさを体験いたしました。 

 ８ページをお開きいただき、母村交流事業ですが、初めての事業として、12月24日から

27日までの間、母村の小学６年生10人、引率３人の計13人が来町し、スキー連盟の講師か

ら指導を受け、スキー研修を実施いたしました。 

 また、悪天候で１日短くなりましたが、２月20日から21日まで青年５人と引率１人の６

人が来町し、開拓記念館などを見学し、本町の青年と交流いたしました。 

 はたちを祝う会ですが、１月11日に43人が参加し、はたちの節目を迎え、ふるさとを想

い、友人と旧交を温めました。また、外国出身で本町に就職されている１名の方も参加い

たしました。 

 そっち岳スキー場ですが、昨年の12月の積雪不足によりオープンが遅れ、また、雨によ

るクローズもあり、２月28日現在のリフト乗車人数は20万3,414人で前年対比１万2,200人

の減となり、リフト利用料金も1,113万2,260円で、前年対比20万6,140円の減となってお

ります。 

 11ページをお開きいただき、高齢者生きがい活動で、ふるさと学園大学ですが、３月３

日に修了式を行い、85人が参加いたしました。また、10回以上講義を受講した47人の方に

修了証書を授与いたしました。 

 なお、修了証書を４回授与された方が対象となる学士の新規取得者は10人となり、合計

で31人となりました。 

 12ページをお開きいただき、図書館の利用状況ですが、２月末現在で貸出冊数５万

2,053冊で、前年対比3,099冊の減、貸出人数は8,296人で、前年対比872人の減となってい

ます。 

 続きまして、施設訪問ですが、小学５、６年生児童６人が、12月19日の学校の２時間目

の休みに図書室で１、２年生に人形劇を披露し、さらに１月８日には新十津川保育園と

ハーブガーデン新十津川で出張公演を行いました。 

 以上をもちまして、令和７年第４回定例会以降における教育行政報告とさせていただき

ます。 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、教育行政報告を終わります。 

                                       

     ◎議案第５号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第８、議案第５号、新十津川町職員等の旅費に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 議長のお許しをいただきましたので、議案の提案理由と内容の説

明を申し上げます。 

 ただいま上程をいただきました議案第５号、新十津川町職員等の旅費に関する条例の一
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部改正について。 

 新十津川町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 提案理由でございます。 

 職員等に支給する旅費に係る鉄道賃及び宿泊料について所要の改正を行うため、この 

条例の一部改正について議決を求めるものでございます。 

 なお、内容の説明につきましては総務課長から申し上げますので、議決賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

〔総務課長 久保田篤司君登壇〕 

○総務課長（久保田篤司君） 議長よりご指示がございましたので、ただいま上程いただ

きました議案第５号、新十津川町職員等の旅費に関する条例の一部改正について、内容の

説明を申し上げます。 

 今回の条例改正は、職員等が出張の際に支給する旅費の鉄道賃において、ＪＲ北海道が

令和８年３月14日より特急列車の自由席の廃止、また、宿泊費高騰により現行の支給する

宿泊費では賄いきれない場合が予想されますことから、所要の改正を行うものでございま

す。 

 お手元に配付しております新旧対照表も合わせてご参照願います。新旧対照表の１ペー

ジをお開き願います。 

 第12条、鉄道賃は、現行片道40キロメートル以上は特別急行列車の自由席、100キロ

メートル以上は指定席での鉄道賃の支給となってございますが、自由席の廃止に伴い、片

道40キロメートル以上から指定席運賃とする改正でございます。 

 第２項第１号では、急行料金の支給要件を定めてございまして、要件の片道100キロ

メートル以上を40キロメートル以上に改め、Ｌ特急がない現状に合わせまして、同項中第

２号を削り、第３号を第２号に繰上げ、第３項中、100キロメートルを40キロメートルに

改め、40キロメートル以上から座席指定料金を支給する改正となります。 

 第18条、宿泊料については、現行、第３項で、定額で支給する宿泊料を超える場合、そ

の実費額を支給することを規定してございます。 

 その要件として規定してございます、「会議宿泊等あらかじめ指定された宿泊の場合で

当該宿泊に係る」とあるのを、「公務上の必要又は天災その他やむを得ない事情により」

に改め、道内10,400円、道外13,500円以内の宿泊施設が確保できない場合などの宿泊費に

対し、実費支給を可能とする改正でございます。 

 次に、議案にお戻りいただき、１ページ、附則でございます。 

 附則第１項は、条例の施行をＪＲ北海道の自由席廃止のダイヤ改正となる、令和８年３

月14日とするもので、第２項は、経過措置でございまして、この条例の施行の日以後に出

発する旅行及び施行日前に出発し、かつ、施行日以後に完了する旅行のうち施行日以後の

期間に対応する分について適用し、当該旅行のうち施行日前の期間に対応する分及び施行

日前に完了した旅行については、なお従前の例によるとするものでございます。 

 以上、職員等の旅費に関する条例の一部改正の内容説明とさせていただきます。よろし
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くご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第５号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

     ◎議案第６号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第９、議案第６号、令和７年度新十津川町一般会計補正予算

第８号を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第６号、令和７年度新十津川

町一般会計補正予算第８号。 

 令和７年度新十津川町一般会計補正予算第８号は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,566万７千円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ85億2,135万７千円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 継続費の補正。 

 第２条、継続費の変更は、第２表継続費補正による。 

 繰越明許費の補正。 

 第３条、繰越明許費の追加及び変更は、第３表繰越明許費補正による。 

 地方債の補正。 

 第４条、地方債の変更は、第４表地方債補正による。 

 ４ページから８ページが第１表歳入歳出予算補正でございますので、お目通しのほどを

よろしくお願いたします。 

 ９ページの第２表、継続費補正の変更は、総合健康福祉センター生きがいホール改修工

事の本年度分の契約金額の確定に伴い、各年度における年割額を整理したものでございま

す。 

 10ページの第３表、繰越明許費補正の追加の上段につきましては、公営住宅建設事業の

さくら団地解体工事に係る社会資本整備総合交付金の令和７年度の残額を令和８年度に繰

り越す年度間調整を行うものでございます。 

 同じく追加、下段につきましては、農業用排水施設管理事業の士寸島及び下徳富第１排

水機場の改修事業に係る農業水路等長寿命化防災減災事業交付金の追加内示があったこと

から、事業費を令和８年度に繰り越すものでございます。 

 同じく第３表、繰越明許費補正の変更は、物価高対応子育て応援手当支給事業の対象者

のうち、３月生まれのお子さまの申請が４月になることを想定し、令和７年度一般会計補

正予算第４号で20万円の繰越明許費補正を行ったところ、令和７年度の補助金交付決定額

を超えて支給する場合は、令和８年度に支給決定するよう国から通知があったことから、

補助金交付決定額を超える155人分の手当と、事務費の合計323万円を変更して設定するも
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のでございます。 

 11ページの第４表、地方債補正の変更18件につきましては、実績見込みに基づき限度額

を整理したものでございます。加えて、記載の方法、利率、償還の方法につきましては、

記載のとおり変更はございません。 

 なお、これ以降の内容につきましては副町長から申し上げますので、議決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

○副町長（寺田佳正君） ただいま上程いただきました議案第６号、令和７年度新十津川

町一般会計補正予算第８号の内容をご説明申し上げます。 

 はじめに、この度の補正の概要でございますが、令和７年度末が近づき、事業実績見込

み、あるいは収入の見込みが見えてまいりましたので、これらに合わせる形で予算を補正

し、財源の調整を図るというものが主な内容となります。 

 したがいまして、補正の項目が多岐にわたることとなりますので、別添として、議案第

６号関係資料、歳出及び歳入一般財源一覧表を配付させていただきました。 

 資料の右端の欄に補正理由を記載しておりますが、先程申し上げたとおり、この度の予

算補正は、実績見込みを踏まえた予算額や財源の整理が主な内容でございますので、これ

らの理由による補正事業につきましては、資料にお目通しいただくこととして、説明を割

愛させていただき、増額補正、あるいは大きな減額を行う項目を中心に説明をさせていた

だきます。  

 では、歳入歳出予算補正事項別明細書により、歳出からご説明いたします。 

 議案書の64ページをお開き願います。 

 ２款１項３目財産管理費。補正額１億3,885万５千円。財源内訳は、国道支出金16万８

千円、その他財源320万９千円、一般財源１億3,547万８千円で、その他財源の基金運用収

入は、預金、債券等での運用によるものとなります。 

 この後の科目にも、特定財源として基金運用収入の項目が出てまいりますが、すべて同

じ理由によるもので、収入額をそのまま基金に積み立てるという予算編成となってござい

ます。 

 物品売払収入95万円は、用途廃止した公用車２台の売払代金でございます。 

 内容を申し上げます。 

 ６番、電子機器管理事務1,992万６千円の減額は、ガバメントクラウド利用料約1,630万

円の減が主なもので、ガバメントクラウドの稼働が１年目であることから、予算額を最大

値で計上していたことによる執行残となります。 

 次に、67ページに移りまして、９番、公共施設整備基金積立金１億6,510万６千円は、

一般会計に剰余が見込まれることから、今後予定される公共施設の長寿命化を円滑に進め

るための原資として、１億6,100万円、運用収入410万６千円の積立てを行いたいとするも

のでございます。 

 また、関連でございますが、この後の科目の特定財源の内訳に公共施設整備基金繰入金
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の減、この項目が出てまいりますが、これは、一般会計全体の財源調整のため、今年度に

おいては、公共施設整備基金からの繰入を行わないこととしたことによるもので、すべて

同じ理由による予算補正となってございますので、予めご説明を申し上げます。 

 参考までに、補正後の公共施設整備基金の残高でございますが、約39億8,000万円とな

る見込みとなっております。 

 次に、９目行政区費でございます。補正額1,108万４千円の減額。財源内訳は、地方債

990万円の減、その他財源495万４千円の減、一般財源377万円です。 

 内容を申し上げます。69ページをご覧いただきまして、３番、行政区自治会館維持管理

事業917万４千円の減は、青葉区自治会館の大規模改修の事業費確定によるもので、特定

財源の地方債補正は、これに伴う財源の変更となります。 

 次に、10目諸費。補正額２億2,592万２千円の減額。財源は、すべてその他財源で、ふ

るさと応援寄附金制度に係る財源の調整が主なものとなっております。 

 補正の内容ですが、２番、ふるさと応援寄附金推進事業9,200万４千円の減、９番、ふ

るさと応援基金積立金１億3,576万５千円の減、ともに寄附見込額の減に伴い、返礼品送

付に係る経費、あるいは基金への積立を減額するものとなります。 

 寄附見込額ですが、当初予算では２億5,000万円を目標としておりましたが、現段階の

想定では、企業版の寄附金を含め約１億1,300万円と見込んでおります。 

 続きまして、72、73ページとなります。 

 ３款１項１目社会福祉総務費。補正額1,738万円の減額で、財源内訳は、国道支出金

2,150万３千円、地方債430万円の減、その他特定財源5,651万２千円の減、一般財源2,192

万９千円となります。 

 事業番号３番、総合健康福祉センター管理運営事務、こちらにおきまして、ゆめりあ

ホールの改修工事及びゆめりあ照明ＬＥＤ化工事の事業を行っておりましたが、事業費の

確定に伴い予算を整理しておりますが、財源の補正につきましては、これらの工事に係る

ものと、補助金や使用料等の実績を見込んでの補正が主なものとなっております。 

 財源内訳２番目の所に、地域づくり総合交付金2,090万円とありますが、これは、ゆめ

りあホール改修事業が事業採択となったものでございます。３番目の権利擁護人材育成事

業費補助金210万円は、中核機関の設置、運営に係る補助金となります。 

 次に、２目高齢者福祉費。補正額119万円の減額で、財源内訳は、国道支出金70万９千

円の減、その他財源332万１千円、一般財源380万２千円の減となります。 

 ３番目、４番目の包括的支援事業負担金と任意事業負担金につきましては、空知中部広

域連合からの負担金で、事業実績により組替えを行うものでございます。一番下、過年度

地域支援事業過払消費税返還金293万７千円につきましては、令和６年11月に議会全員協

議会の場でご説明いたしました、委託契約における消費税の取扱いに誤りがあったという

事案に対する事業者等からの返還金で、令和５年度分の精算事務が今年度に行われたこと

によるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 ５番、老人福祉施設入所措置事業74万４千円は、入所措置費の増額で、昨年11月に措置

開始となった方の入所区分が予定していた区分から変更となったことによるもの、もう一

点が、令和６年度から養護、盲人老人ホームに措置開始となっている方が、今年度より持
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病等の関係で病弱者加算の対象となったことなどにより措置費に不足が生じることとなっ

たものでございます。 

 次に、75ページ。 

 12番、介護予防通所サービス事業44万６千円は、通所サービスの利用回数増に伴う予算

補正となります。 

 次に、３目障害者福祉費。補正額1,091万１千円。財源内訳は、国道支出金525万１千円

の減、一般財源1,616万２千円です。国道補助金は、事業番号の２番、５番の特定財源で

実績見込みにより整理するものとなります。 

 内容を申し上げます。 

 １番、障害者自立支援事業1,870万５千円は、障害介護給付、障害児通所給付の利用人

数が想定よりも多かったことが主な補正の内容となります。 

 なお、これらの給付に係る国、北海道の負担分は、次年度に精算されることとなってお

ります。 

 次に、２項１目児童福祉費でございます。補正額3,160万円の減額。財源内訳は、国道

支出金2,157万９千円の減と地方債100万円の減、これらは、それぞれの事業実績見込みに

よる整理、その他財源は3,181万円の減、一般財源は2,278万９千円となります。 

 76ページの財源内訳欄の一番下、子ども夢基金繰入金の減につきましては、先ほどの公

共施設整備基金の繰入と同様、一般会計全体の財源調整のため、今年度については、育英

資金貸付金及び保育園児等の副食費補助以外の事業への基金充当を行わないこととしたこ

とによるもので、この後の科目においても同じ理由による予算補正となってございます。 

 内容を申し上げます。77ページをご覧ください。 

 ８番、幼児教育無償化事業2,361万１千円の減は、利用児童数が少なかったことによる

もので、予定利用人数1,116人に対し、実績見込み720人となっております。 

 ９番、新十津川保育園管理運営事業453万８千円は、国家公務員の給与改定を踏まえ、

人件費分の公定価格が大きく引き上げとなりましたので、これを踏まえた指定管理委託料

の増額が主な内容となります。 

 続きまして、78、79ページとなります。 

 ４款１項１目保健衛生総務費。補正額2,312万円の減額。財源内訳は、国道支出金が29

万３千円で、それぞれ国や北海道からの負担額が確定したことによるもの、一般財源は

2,341万３千円の減となります。 

 内容を申し上げます。 

 ４番、後期高齢者医療療養給付費負担1,961万５千円の減は、令和６年度の療養給付費

負担金額が確定したことによる精算額の補正となります。 

 続きまして、84、85ページとなります。 

 ６款１項２目農業振興費。補正額2,592万円の減額。財源内訳、国道支出金2,099万９千

円の減は、それぞれの事業実績見込みによる減額と、担い手確保・経営強化支援事業の新

規採択による増額、その他財源100万円は、企業版ふるさと納税がありましたので、ふる

さと応援基金繰入金として、使途指定のありましたスマート農業推進支援事業に充当する

もの、一般財源は592万１千円の減となります。 

 内容を申し上げます。 
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 ３番、スマート農業推進支援事業587万７千円については、昨年の第３回定例会におい

て、22台分の予算1,100万円の追加計上を行ったところでありますが、年度末に向かい予

算計上額を上回る申請がなされる見込みとなったことから、これを増額補正したいとする

ものでございます。 

 補正の内訳につきましては、農業者からの相談状況等を踏まえ15件分と想定し、不足す

る予算額を計上したところでございまして、最終の助成見込み件数は68件と想定してござ

います。 

 次に、16番、中山間地域等直接支払交付金3,806万６千円の減につきましては、今年度

が第６期対策の初年度であることから、対象農地の確定により面積が減少したこと、加算

措置の取組地区が想定よりも大きく下回ったことなどによる減額補正となります。 

 内訳につきましては、面積分といたしまして1,066万円の減、加算措置分として2,800万

円の減となります。 

 次に、22番、担い手確保・経営強化支援事業1,057万５千円は、経営の発展を図ろうと

する担い手等が、融資を活用して農業用機械を導入する際に、事業費の２分の１が補助さ

れるというもので、本年１月29日付けで農業者お一方が補助採択となったものでございま

す。 

 導入する農業機械は、無人ロボットコンバイン１台、あぜ塗り機１台で、町を経由して

補助金が農業者に交付される仕組みとなっております。 

 続きまして、88、89ページとなります。 

 ７款１項１目商工振興費。補正額944万４千円の減額。財源内訳は、国道支出金702万円

で、９番、プレミアムポイント事業の財源であります物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金と、補正の項目は表記されておりませんが、事業番号11番、消費生活対策事業の財

源として、消費者行政強化事業補助金の追加交付分を計上するものでございます。一般財

源は1,646万４千円の減となります。 

 内容を申し上げます。 

 ４番、国・北海道融資制度資金利子補給事業30万円は、新規の融資が想定より多かった

ことによる増額補正で、申請の全体数は、当初の見込み47件に対して、申請が53件となっ

ております。 

 続きまして、92、93ページになります。 

 ８款２項２目道路新設改良費。補正額2,948万４千円の減額。財源内訳は、国道支出金

526万５千円の減、地方債2,380万円の減、一般財源41万９千円の減となります。 

 補正内容につきましては、道路整備事業の実績に合わせての減額になりまして、これに

伴って、特定財源も減額補正となってございます。 

 続きまして、94、95ページとなります。 

 ３項１目河川総務費。補正額3,087万８千円の減額。財源内訳は、国道支出金2,190万円

の減、地方債150万円の減、その他特定財源５万２千円、一般財源753万円の減で、それぞ

れ説明欄記載の事業実績に合わせた増、減となりますが、事業番号２番、河川維持管理事

業に計上してあります墓地谷幹線排水路改良事業が、昨年４月の補助内示において要望事

業費3,600万円に対して800万円の内示となったことから、この未執行額について減額補正

するとともに、その財源であります農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金について
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2,190万円の減額補正を行うものとなっております。 

 次に、96、97ページ。 

 ５項２目住宅建設費です。補正額2,098万２千円の減額。財源内訳は、国道支出金377万

６千円、地方債2,720万円の減、一般財源244万２千円となります。 

 補正内容につきましては、さくら団地建設外構工事、旧さくら団地解体工事の実績に合

わせての減額と、これらの実績に合わせての特定財源補正となっております。 

 続きまして、98、99ページとなります。 

 ９款１項２目水防費。補正額355万円の減額。財源内訳は、国道支出金120万９千円、地

方債570万円、一般財源1,045万９千円の減となります。 

 内容を申し上げます。 

 ４番、農業用排水施設管理事業205万２千円の減は、先ほど河川総務費の所でご説明い

たしました、農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金を財源とする排水機場改修事業の

当初予算計上分と国の補正予算追加分、この増、減差引分を計上したものでございまして、

昨年４月の補助内示において要望事業費が大きく減少したことに伴う予算未執行額など約

2,030万円の減額と、国の令和７年度補正予算によって追加配分となった1,860万円との差

し引きとなってございます。 

 特定財源の農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金144万９千円についても同様に、

当初内示額の減と補正予算による追加分の差引となっております。 

 国の補正予算において追加となった事業は、志寸島排水機場と下徳富第１排水機場の改

修で、10ページ、第３表のとおり繰越明許費の設定により、財源となる補助金と排水機整

備事業債を伴いまして、令和８年度に繰り越しての執行となります。 

 続きまして、108、109ページとなります。 

 12款１項１目元金。補正額４億8,622万５千円。財源内訳は、その他財源が633万２千円

の減、一般財源が４億9,255万７千円です。公営住宅使用料の減額は、公営住宅使用料全

体額の減と、住宅管理費及び公債費の実績見込みに合わせての財源調整となっております。 

 補正の内容は、将来の財政負担を軽減するために４億9,751万５千円の繰上償還を行い

たいとするもので、令和６年度地方債の借り入れ条件変更に伴う執行残1,129万円を差し

引いた予算補正となってございます。 

 ２目の利子です。補正額11万４千円。財源内訳は、その他財源が423万４千円、一般財

源が412万円の減となります。 

 公営住宅使用料の増額は、先ほどの説明のとおり、住宅費と公債費における財源調整で

ございます。 

 補正の内容は、繰上償還を実施するに当たり、約定償還日と繰上償還実施日が同一にな

らない金融機関がございますので、この期間分の利子を計上するものとなります。 

 続きまして、110、111ページとなります。 

 13款１項１目職員費。補正額8,160万１千円の減額。財源内訳は、その他特定財源3,244

万１千円の減、一般財源4,916万円の減となります。基金の繰入金の減額は、財源調整に

よるものでございます。 

 補正の内容ですが、１番、職員人件費6,650万７千円の減額、２番、会計年度任用職員

人件費1,509万４千円の減額で、職員に関しては、早期退職希望者が複数人いたこと、採
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用を予定していた建築職が採用に至らなかったこと、部分休業や病気休暇による給与減額

による執行残の発生。会計年度任用職員の関係では、町費で配置する予定でありました会

計年度任用の教員が、北海道の予算において配置されたことなどによる不用額の発生など、

共通する関係では、共済費の掛金率が想定よりも低かったことなどによるものでございま

す。 

 以上が、歳出の説明となります。 

 次に、歳入でございますが、議案書の14ページから61ページとなりますが、歳入につき

ましては、その多くが歳出の特定財源となっておりまして、事業実績見込みを基に整理し

たものでございますので、ここでの説明は割愛させていただきまして、一般財源の主なも

のについてご説明いたします。 

 議案書、14ページから17ページ。 

 １款町税でございます。2,924万６千円で、実績見込みによるものとなりますが、主な

税目の増額理由を申し上げますと、町民税・個人、固定資産税につきましては、想定して

いた収納率98パーセントを上回る収納が見込まれることとなったもので、現在、両税目と

も、収納率99.8パーセントとなっております。 

 町民税・法人は、全体的な課税標準額が増加したことに加え、農業法人の法人税割が増

額となったことによるもの、たばこ税は、売上本数の増によるものとなっております。 

 18ページの２款地方譲与税から29ページ、11款地方交付税までは、実績見込みによる補

正となります。 

 46、47ページをご覧いただきまして、17款２項１目不動産売払収入のうち、土地売払収

入570万９千円は、橋本町有宅地、花月もみじ団地地先町有地、学園教員住宅跡地の販売

によるものでございます。 

 次に、48、49ページになります。 

 18款１項１目一般寄附金、430万８千円は、２月までのご寄附20件分で、うち30万円以

上のご寄附につきましては４件となってございます。 

 次に、52、53ページ。 

 20款繰越金、8,000万８千円は、令和６年度繰越金の予算未計上分を計上するものでご

ざいます。 

 以上、一般会計補正予算の内容説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますよ

うお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第６号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

ここで、13時15分まで休憩といたします。 

（午後０時03分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午後１時15分） 

                                       

     ◎訂正 

○議長（小玉博崇君） ここで、町長から発言が求められておりますので、これを許可い
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たします。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 議長のお許しをいただき、午前の行政報告で報告させていただい

た中で、１件訂正をさせていただきたい事項がございます。 

 行政報告冒頭に申し述べました叙勲及び叙位で、元新十津川中学校長、故高瀬裕二様と

申し述べるところを、新十津川小学校長と申し上げました。この場を借りて訂正させてい

ただきますとともに、深くお詫び申し上げます。 

 この度は、申し訳ございませんでした。 

                                       

     ◎議案第７号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第10、議案第７号、令和７年度新十津川町国民健康保険特別

会計補正予算第２号を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第７号、令和７年度新十津川

町国民健康保険特別会計補正予算第２号。 

 令和７年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算第２号は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ593万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２億5,074万円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 116ページから117ページが、第１表歳入歳出予算補正でございますので、お目通し願い

ます。 

 なお、これ以降の内容につきましては副町長から申し上げますので、議決賜りますよう

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

○副町長（寺田佳正君） それでは、ただいま上程いただきました議案第７号、令和７年

度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算第２号の内容をご説明申し上げます。 

 はじめに、この度の補正の概要についてでございますが、歳入、歳出とも実績見込み額

に合わせる形で予算を補正し、財源の調整を図りたいとするものでございます。 

 補正の内容は、議案書の118ページからの歳入歳出予算補正事項別明細書に記載のとお

りとなりますが、議案第７号関係資料として、歳出及び歳入一般財源一覧表を配付させて

いただきましたので、こちらで主なものについて説明をさせていただきます。 
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 別添、横長の資料16ページをお開き願います。 

 はじめに上段、歳出ですが、一番上の国保総務事務363万１千円の減額は、ガバメント

クラウド移行に伴う事業費の整理で、庁内システム環境の確定によるもの、国保連の機器

調達経費に執行残が生じたことなどによるものでございます。 

 財源は、国道支出金、デジタル基盤改革支援補助金353万５千円の減、一般財源９万６

千円の減となります。 

 ３段目、国民健康保険事業基金積立金23万円は、国保基金の運用利子収入の積立を行う

ものでございます。 

 次に、下段、歳入、一般財源分についてでございますが、１款の一般被保険者国民健康

保険税、５款一般会計繰入金、６款繰越金、７款広域連合支出金は、それぞれ実績に合わ

せての予算補正となりまして、５款国民健康保険事業基金繰入金1,956万６千円の減額は、

今ほどの歳入補正と、歳出一般財源の不用分に係る財源調整を行うものでございます。 

 以上、国民健康保険特別会計補正予算の内容説明とさせていただきます。よろしくご審

議賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第７号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

     ◎議案第８号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第11、議案第８号、令和７年度新十津川町後期高齢者医療特

別会計補正予算第２号を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第８号、令和７年度新十津川

町後期高齢者医療特別会計補正予算第２号。 

 令和７年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算第２号は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ902万４千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億4,681万９千円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 130ページから131ページが、第１表歳入歳出予算補正でございますので、お目通しお願

いいたします。 

 これ以降の内容につきましては副町長から申し上げますので、議決賜りますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 
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○副町長（寺田佳正君） ただいま上程いただきました議案第８号、令和７年度新十津川

町後期高齢者医療特別会計補正予算第２号の内容をご説明申し上げます。 

 はじめに、この度の補正の概要についてでございますが、歳入、歳出とも実績見込み額

に合わせる形で予算を補正いたしまして、財源の調整を図りたいとするものでございます。 

 補正の内容は、議案書132ページからの歳入歳出予算補正事項別明細書に記載のとおり

となりますが、議案第８号関係資料として、歳出及び歳入一般財源一覧表を配付させてい

ただきましたので、こちらで主なものについて説明をさせていただきます。 

 資料の先ほどの続きの部分、17ページをお開き願います。 

 はじめに上段、歳出。 

 後期高齢者医療広域連合負担金902万４千円は、被保険者の所得増により保険料が当初

の見込みより増額となったことなどによるものでございます。 

 次に、下段、歳入、一般財源分ですが、１款後期高齢者医療保険料1,210万２千円は、

被保険者の所得増によるもの。 

 ３款一般会計繰入金309万８千円の減額は、保険基盤安定負担金、過年度の連合事務費

負担金が減額となったことによるものでございます。 

 以上、後期高齢者医療特別会計補正予算の内容説明とさせていただきます。よろしくご

審議賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第８号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

     ◎議案第９号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第12、議案第９号、令和７年度新十津川町下水道事業会計補

正予算第４号を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第９号、令和７年度新十津川

町下水道事業会計補正予算第４号。 

 令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算第４号は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量の補正。 

 第１条、業務の予定量の変更は、第１表業務の予定量補正による。 

 予定収入及び予定支出の補正。 

 第２条、既定の収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予定額を第２表予定収

入及び予定支出補正のとおりとする。 

 企業債の補正。 

 第３条、企業債の変更は、第３表企業債補正による。 

 他会計からの補助金の補正。 

 第４条、下水道事業の運営経費に充てるために、一般会計からこの会計へ補助を受ける

額は、既決予定額から570万６千円減額し、１億640万４千円とする。 

 143ページが第１表、業務の予定量の補正の変更で、今回補正する項目と補正前後の金
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額を示しておりますので、お目通し願います。 

 これ以降につきましては副町長からご説明申し上げますので、議決賜りますようよろし

くお願いをいたします。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

○副町長（寺田佳正君） それでは、ただいま上程いただきました議案第９号、令和７年

度新十津川町下水道事業会計補正予算第４号の内容をご説明申し上げます。 

 補正の内容は、議案書、144、145ページの予定収入及び予定支出補正に記載のとおりと

なりますが、議案第９号関係資料として、歳入、歳出の一覧表を配付させていただきまし

たので、こちらで補正額の大きなものを中心に説明をさせていただきます。 

 資料の先ほどの続きでございます、18、19ページをご覧いただきたいと思います。 

 まず、款の番号の欄に記されております記号でございますが、Ａと付されているものは、

収益的収入及び支出、Ｂと付されているものにつきましては、資本的収入及び支出を表し

ております。 

 はじめに、18ページ、歳出ですが、３段目、Ｂ１款１項１目管渠建設改良費1,015万４

千円の減額は、上徳富丘陵堤移設工事の事業費確定が主な要因で、事業費の減額に合わせ

て、国からの移設補償金、地方債が減額となります。 

 同じく、２目ポンプ場建設改良費の財源補正でございますが、昨年６月の第２回定例会

の予算補正におきまして、当初予算で計上しておりました社会資本整備総合交付金が、予

定額を大きく下回って内示されたことから、下水道事業債との財源更正を行ったところで

ございますが、最終の補助内示におきまして増額内示となりましたので、再度、財源の組

み替えを行うものでございます。 

 同じく、３目処理場建設改良費3,906万５千円は、令和８年度に予定しておりまし大和

地区農業集落排水事業の機械設備更新事業が、国の令和７年度補正予算の対象となったこ

とから、今年度において予算計上を行った上で次年度に繰越して執行するもので、財源は、

国支出金及び地方債となります。 

 次に、19ページ、歳入でございます。 

 事業の特定財源となるものつきましては、今ほどの歳出の説明のとおりとなります。 

 一番上段、下水道使用料、上から２段目と下から３段目の他会計補助金につきましては、

実績見込みによる予算補正となります。 

 次に、議案書の方に一度お戻りいただきまして、最後のページです。146ページをご覧

ください。 

 第３表、企業債補正、変更は、事業費や補助金の確定、国の補正予算事業の追加により

まして、下水道事業債の起債限度額を6,850万円から7,410万円に増額したいとするもので、

起債の方法、利率、償還の方法についての変更はございません。 

 以上、下水道事業会計補正予算の内容の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜

りますようお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第９号について、提案理由並びに内容の説明を終わり
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ます。 

                                       

◎散会の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 なお、明日11日は、午前10時から開会しますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の本会議はこれにて散会いたします。 

 皆さん、大変お疲れさまでした。 

（午後１時34分） 
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令和８年第１回新十津川町議会定例会 

 

令和８年３月11日（水曜日） 

午前10時開会 

 

◎議事日程（第２号） 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 例月現金出納検査結果報告 

 第３ 町政執行方針 

 第４ 教育行政執行方針 

 第５ 議案第10号 新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条 

          例の制定について 

          （内容説明まで） 

 第６ 議案第11号 新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定に 

          ついて 

          （内容説明まで） 

 第７ 議案第12号 新十津川町空家等対策の推進に関する条例の制定について 

          （内容説明まで） 

 第８ 議案第13号 新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一 

          部改正について 

          （内容説明まで） 

 第９ 議案第14号 新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正 

          について 

          （内容説明まで） 
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◎開議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいま、出席している議員は10名であります。定足数に達しておりますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

（午前10時00分） 

                                       

     ◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、

順を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、10番、西内陽美議

員。１番、村上敏晃議員。両議員を指名いたします。 

                                       

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、例月現金出納検査結果報告を行います。 

 例月現金出納検査結果報告につきましては、お手元に配付のとおりでございます。 

 以上で報告を終わり、報告済みといたします。 

                                       

◎町政執行方針演説 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、町政執行方針演説を行います。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 改めまして、皆さん、おはようございます。議長のお許しをいた

だきましたので、令和８年度における、私の町政執行方針を述べさせていただきたいと思

います。 

 まず、はじめに。 

 令和８年第１回定例会において、予算をはじめ関連議案を審議いただくにあたり、町民

の皆さま並びに町議会の皆さまに、町政執行への私の所信と主要施策の一端を申し上げま

す。 

 私が町政を担う立場となりました令和５年は、世界情勢の影響による石油高騰が、電気、

流通といった分野に波及し、物価の上昇が表面化してきた時期でありました。 

 日本においては、これに円安の要因も加わることで、物価高騰が高止まりの状態になっ

ており、これまで国は、国民生活向けに度重なる経済対策としての交付金制度を打ち出し

てきており、本町におきましても都度、国の制度に対応してまいりました。 

 令和８年度におきましても、現在の国の重点支援交付金を活用した町民の生活支援策と

しまして、買い物ポイントの進呈事業や水道の基本料金分を免除する支援事業のほか、社

会福祉施設等の事業運営に対する支援に取り組んでまいります。 
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 さて、国政の方に目を向けますと、先の衆議院議員選挙におきまして、政権与党の自由

民主党が実に３分の２以上という圧倒的な議席数を確保したところであり、このことが、

国の今後の意思決定に良い意味でスピード感をもたらし、国民生活向上のための政策が早

期に実現されることになれば何よりと期待を寄せるところでございます。 

 その一方で、国際情勢では、イスラエルとアメリカ合衆国によるイラン各地への攻撃が

報じられたところであり、世界平和への危惧はもちろんのこと、これに起因する燃料価格

上昇リスクなど、国政にも余談を許さない懸念材料も表れています。 

 このような状況の下、本町といたしましては、国内外の情勢が今後どのように展開され

ていく場合であっても、町が取り組むべき課題に対し、着実かつ真摯に対応をしてまいり

ます。 

 令和８年度は、私がこの任期において政策的な予算を提案する最終年でありますことか

ら、私のこれまでの公約の仕上げの意味合いには意識を払いつつも、町の第６次総合計画

に掲げるまちの将来像である、「新たな未来へ ともに歩もう つながる絆 かわらぬ自然と

笑顔のまち」を実現できるよう、新年度における町政執行の重点といたしまして、子育て

支援の充実、教育の充実、持続可能な農業・商工業の支援、交流人口の拡大、ゼロカーボ

ンへの着実な取組、外部人材を活用した施策展開。 

 以上の６点を掲げ、これらの要素を施策に横断的に盛り込んだ中で、令和８年度の各事

務事業に取り組んでまいる所存でございます。 

 令和８年度の主な施策。 

 令和８年度の施策について、新十津川町第６次総合計画の６つの目標に沿って、重点事

項を中心にご説明いたします。 

 １、住みやすい暮らしがある。 

 環境の保全。 

 環境の保全については、二つの施策を柱として取り組んでまいります。 

 一つ目の柱は、環境の保全と美化の取組についてです。 

 環境保全は、誰もが大切だと認識してはいながらも、普段の生活においては環境行動の

実行には繋げられていないものと思われることから、行動のきっかけや後押しになる取組

を進めてまいります。 

 まず、ハード面については、公共施設におけるゼロカーボン推進の取組としまして、公

共施設の照明のＬＥＤ化を計画的に進めており、令和８年度は、サンヒルズ・サライ、

ヴィラトップの各棟、そっち岳スキー場、吉野地区活性化センター及び学校給食センター

の照明器具を更新いたします。 

 次に、ソフト面での取組といたしまして、北海道地球温暖化防止推進員を講師に迎え、

町内団体等を対象として開催する環境啓発に関する学習会や、ゼロカーボン関連の環境イ

ベントなどの取組に対する環境啓発実行委員会への支援等を通じ、環境保全の意識を高め

られるよう努めてまいります。 

 二つ目の柱としましては、令和７年度から始めた「ごみ減量大作戦」について、子ども

向けの「古紙ストックボックスの工作教室」、町内団体向けの出前講座の開催のほか、新

たな啓発策としてYouTube動画の作成を行い、毎日発生するごみの適正分別の推進を図り、

ごみ減量化を目指してまいります。 
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 生活基盤の充実。 

 定住促進対策事業では、従前から取り組んでいる住宅取得費に対する助成のほか、道外

からの移住者を呼び込むため、東京で開催される北海道移住フェアに参加して本町のＰＲ

を行うほか、移住を検討されている方に３日間の滞在スケジュールで来町いただき、本町

の魅力を体感していただくお試し移住を企画してまいります。 

 町道につきましては、本町の観光拠点であるふるさと公園にアクセスする路線を改修す

る３か年計画の最終年として、文京西４線の舗装改修工事を行います。 

 また、新十津川小学校グラウンド南側のシラカバの街路樹につきましては、朽ちかけて

倒木の恐れがある危険な状態の木が毎年発生していることから、全て伐採することといた

します。 

 このほか、経年により傷んでいる警戒標識板やガードケーブルについて、優先度の高い

ものの修繕を行い、道路環境の維持改善を図ることで交通安全の推進に繋げてまいります。 

 公営住宅につきましては、さくら団地４棟20戸の建て替え工事が無事終わりましたので、

令和８年度は、残っている旧さくら団地４棟の解体工事のほか、文京団地の屋上防水及び

外壁改修工事などを行ってまいります。 

 公園・緑地の充実といたしましては、ヒグマ出没への対策を兼ね、令和７年度から２か

年計画で進めております、石狩徳富河川緑地自然観察広場の一部について間伐を実施する

ほか、経年による繁茂で見通しを悪くしている中央公園内の樹木や、秋に周辺地域への落

ち葉の飛散が課題となっている花月農村公園の樹木について、必要な剪定や伐採を行って

まいります。 

 これらのほか、生活基盤として欠かすことのできない上下水道につきましては、下水道

事業における今後の収支を見定めるための投資財政計画を策定し、収支の過不足等を確認

の上で、使用料の改定を含む、下水道事業会計の適正化に向けた検討をしてまいります。 

 交通環境の充実。 

 地域公共交通につきましては、現在の運行体系となってから４年が経過し、利用の定着

も一定程度図られているものと捉えております。今後におきましても、生活に必要な交通

インフラとして地域公共交通が持続していけるよう、運行に対する支援を行っていくとと

もに、現状に即した運行について地域公共交通活性化協議会を中心とした検討や協議を続

けてまいります。 

 除排雪の充実につきましては、除雪機械の計画的な更新としまして、平成23年度に購入

した除雪トラックの更新を行います。また、除雪連絡協議会の場での検討を経まして、市

街地にある空き地を冬期間の堆雪場所として活用させていただくことで、交差点の見通し

の確保やオペレーターの作業負担の軽減に繋げられるかといった実証に引き続き取り組ん

でまいります。 

 ２、笑顔がつづく健康がある。 

 地域福祉の推進。 

 子育て支援の充実につきましては、得きっずカードへのポイント上乗せ事業をはじめ、

小中学校の給食費及び高校生までの医療費の無償化などを軸とした、子育て世帯の生活応

援に引き続き取り組んでまいります。 

 出生時に贈呈している母村十津川産木材で作られた誕生記念品には、新たに木琴を加え
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選べる品目を充実いたします。 

 また、新規の事業といたしまして、産前産後特有の大変さの緩和に繋げられるよう、妊

婦世帯と０歳児がいる世帯に対し、家事支援サービスに利用できる助成券を交付いたしま

す。 

 このほか、令和８年度からは本町におきましても、こども誰でも通園制度に取り組むこ

ととし、受入れ施設となる認定こども園新十津川幼稚園との連携の下、就労条件に関わら

ず保育施設を利用できる環境を整えまして、子どもの健やかな育ちを支援してまいります。 

 次に、子育て関連施設におきましては、より安全安心な環境を目指し、児童館内の防犯

カメラを増設するほか、子育て支援センターでは、屋内遊具の購入による遊び場の充実、

また、利用ができる日として土曜日の午前中を加えまして、施設利用機会の拡充も図って

まいります。 

 保育園には、幼児用滑り台を新設するほか、旧さくら団地の解体跡地を活用し、約50台

分の駐車場を整備いたします。 

 また、すべての市区町村での設置が目標とされている、こども家庭センターにつきまし

ては、令和８年度から開設することとし、母子保健と児童福祉の両分野の連携体制の一層

の強化を図ってまいります。 

 高齢者福祉につきましては、ニーズが高い除雪費用に対する支援のほか、すまいるあっ

ぷ事業による介護予防活動、老人クラブの活動に対する支援などに引き続き取り組んでま

いります。 

 このほか、在宅生活支援用品の購入助成、緊急通報システムの設置、見守り配食サービ

ス提供の支援、地域包括支援センターにおける相談受付や支援など各種事業を通じ、高齢

者の安心で元気な暮らしに繋がるような事業を継続してまいります。これらに加え、住宅

の分電盤にセンサーを設置することで得られる電力の使用量や使用パターンといったデー

タが、高齢世帯等に対する見守り体制や健康管理の充実などに繋げられないか調査研究す

るためのモデル事業にも取り組んでまいります。 

 健康づくりの推進。 

 母子保健といたしましては、安心して出産できる環境の向上のために令和７年度から助

成回数を拡充しました妊婦健診及び妊婦超音波検査と、陣痛の際に砂川市立病院まで行く

ことができる陣痛タクシーの利用に対する支援を継続して実施いたします。 

 感染症予防対策につきましては、妊婦及び高校生相当年齢までのインフルエンザ予防接

種費用の全額助成の継続、高齢者向けに助成している肺炎球菌、帯状疱疹、新型コロナ予

防接種などへの助成に加え、インフルエンザの予防接種を受ける75歳以上の方は、標準ワ

クチンの４倍の量の抗原を含む高用量ワクチンの接種も選択できるようにし、感染症予防

対策の充実を図ってまいります。 

 なお、予防接種については、町内医療機関と連携した関連事務のデジタル化に取り組む

こととし、デジタル予診票などを導入し、利便性の向上を図ってまいります。 

 健康の維持増進に向けた取組としては、成人基本健診無料、その他の健診項目や各がん

検診が500円の自己負担で受けられる事業などに引き続き取り組んでまいります。また、

健康行動の継続支援のための健康ポイント事業では、参加スタンプを町の公式ＬＩＮＥ上

でも集めることができるようデジタルの手法も取り入れまして、参加のしやすさに繋げて
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まいります。 

 ３、活気あふれる産業がある。 

 農林業の振興。 

 基幹産業である農業の振興につきましては、スマート農業を推進するための普及活動支

援のほか、スマート農業機械の導入支援を令和７年度までの時限の制度として進めてまい

りましたが、これからも農地の大規模化は進めていく必要があることから、制度を２か年

延長し、機械の普及に努めてまいります。 

 また、農業者が農地の大規模化を進めるためのほ場整備に対しまして、町独自の助成制

度を整備し、安定した農業経営が継続できる環境づくりを強化してまいります。 

 次に、令和７年度中に新十津川町有機農業推進協議会により有機農業実施計画が策定さ

れることを受けまして、本町としましても令和８年度におきまして、「オーガニックビ

レッジ宣言」を行い、計画に沿った活動に対しまして、必要な支援をしてまいりたいと考

えております。 

 このほか、新規就農者技術修得センターや地域農業者の下での研修を経て、将来的にミ

ニトマト栽培で新規就農を目指す方を想定した地域おこし協力隊員２名を募集いたします。 

 有害鳥獣駆除対策につきましては、ヒグマなどの駆除に携わる方の処遇や駆除実績に応

じた報奨金の見直しを行うとともに、箱ワナ１基を増強します。さらに、エゾシカ駆除な

どの担い手の不足が課題になっていることから、有害鳥獣駆除員として、地域おこし協力

隊員２名を採用し、被害防止のための体制強化を図ります。 

 森林の整備と保全につきまして、広大な面積を持つ本町の森林は、ＣＯ２の吸収に大き

な役割を果たし、脱炭素の推進に寄与する重要な資源でありますことから、造林や林道の

維持補修など森林資源の保全に繋がる着実な取組を森林環境譲与税の活用を図りながら実

施していくこととし、令和８年度は、幌加の町有林の伐採とクリーンラーチの植栽を行う

など、計画的な整備による森林環境の保全に努めてまいります。 

 商工業の振興。 

 商工業の振興では、昨年、中小企業者応援事業について、店舗や事業所の環境整備に係

る修繕に対しても支援を行えるよう制度の拡充をしましたので、これも含めまして応援制

度の積極的な活用をいただくことで、商店街の環境整備や事業の継続、拡大による町内経

済の発展を図ってまいります。 

 また、冒頭に触れました水道基本料金の免除の対象に、店舗や企業施設も含めることで、

個々の町内事業所支援も図ってまいります。 

 観光の振興。 

 観光の振興については、ふるさと公園を核とした賑わいづくりを観光協会と連携して取

り組んでまいりますとともに、これまで公園内に無かった幼児向けの遊具として、コンビ

ネーション遊具とドーム型遊具を設置し、公園機能の充実を図ってまいります。 

 観光情報の発信につきましては、昨年、新たな発信ツールとして活用を始めたモンベル

ブランドによるＰＲを継続し、さらに令和８年度においては、町の魅力や情報の発信力の

強化による交流人口の拡大を図るため、地域おこし協力隊員１名を募集するほか、生成Ａ

Ｉによる動画の作成・配信といったデジタル技術を取り入れたＰＲ手法にも取り組んでま

いります。 
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 また、公共交通機関でお越しの町外の方に、開拓記念館やかぜのびなど、魅力ある施設

を知っていただき利用の促進に繋げるべく、交通事業者や宿泊施設との連携の下、観光タ

クシーによる周遊事業を行い、町内施設への誘客を図ってまいります。 

 ４、心やすらぐ備えがある。 

 消防・救急体制の充実。 

 消防と救急体制については、消防団第三分団及び第四分団の合同の詰所の新築と、第五

分団車庫を建設するための調査・実施設計に着手してまいります。また、第五分団のタン

ク車の更新のほか、消防団員の防寒衣も更新し、体制の維持と充実に努めてまいります。 

 防災体制の強化。 

 河川環境の整備及び防災力の強化のため、樺戸川及び樺戸境川の災害防止対策の調査設

計のほか、墓地谷幹線排水路の改良工事を実施いたします。加えて、河川浚渫事業も引き

続き実施するとともに、河川愛護組合の皆さまの活動支援として昨年実施しましたラジコ

ン草刈り機の貸し出しについては、利用した組合からの好評を得ましたことから、リース

期間を長く設定することで、より多くの組合の利用に繋げ、作業負担の軽減を図ってまい

ります。 

 また、排水施設の適正な維持管理として、各排水機場について長寿命化等の計画に沿っ

た設備の保守、更新等を行います。 

 自然災害などに対する備えにつきまして、他の被災地での報道などを目にしますと、行

政による公助には限界がありますことから、すべての皆さまが、自助や共助の大切さをあ

らためて認識し、その力の底上げが図られていくことがとても重要だと考えております。

このことから、令和８年度は、先月連携協定を締結した北海道大学から防災専門の講師を

招き、町民向けの講義や研修の機会を設け、防災意識の向上や防災行動の実践に繋げてい

けるような取組を進めてまいります。 

 なお、ご自身やご家族の防災行動計画であるマイ・タイムラインについては、昨年全町

的な研修会を開催いたしました。令和８年度につきましては、各地域の自主防災会や町内

各団体における防災研修を通じ、多くの方に作成してもらえるよう地域の皆さまと連携し

て取り組んでまいります。 

 生活安全体制の充実。 

 安全安心な日常生活は、決して当たり前のものではなく、地域防犯パトロールや交通安

全立哨など、数々の地道な努力や活動の積み重ねの上に成り立っております。それらの活

動を日々実践している交通安全指導員会や、安全・安心推進協会との連携の下、防犯並び

に交通安全の取組を着実に進めてまいります。 

 また、運転に不安を持つ方が運転免許証を返納するきっかけづくりとして、令和６年度

に開始しました自主返納奨励事業は一定の実績があり、町内の交通安全推進に繋がってお

りますことから、返納奨励品の選択肢に買い物代行利用券を加えた上で事業を継続し、引

き続き安全安心の推進を図ってまいります。 

 ５、未来を叶える学びがある。 

 教育分野の主要な施策につきましては、教育行政執行方針におきまして、学校教育の充

実及び生涯学習の充実の具体的な施策内容が表明されますが、私の立場といたしましても、

教育委員会との協調を大切にし、「未来を叶える学びがあるまちづくり」の推進のため、
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総合教育会議の場などを通じて連携を深めていくことで、教育の充実が図られるよう努め

てまいります。 

 ６、助け合う絆がある。 

 住民協働の推進。 

 地域コミュニティの活性化のためには、地域における主体的な活動、集いの機会や行事

の盛り上がりが重要であると考えておりますことから、地域で催される世代間交流行事や

コミュニティ農園の取組、区民レクの開催など、交流の機会づくりに引き続き支援をして

まいります。また、地域コミュニティ活動の拠点である行政区自治会館の改修事業としま

して、令和８年度は中央区自治会館の屋根や外壁、内部のトイレスペースなどの大規模改

修を行います。 

 また、広聴の場といたしまして、毎年、地域にお邪魔して皆さま方からの貴重なご意見

やご要望を伺う「まちづくり懇談会」を引き続き開催いたしますので、ぜひ参加の上、町

民の皆さまの生のご意見をお聴かせいただきたいと考えております。 

 健全財政の堅持。 

 これまで掲げてまいりました施策や事務事業の執行には、多くの財源を要し、令和８年

度予算は過去２番目の規模となりますが、本町のアイデンティティーともいえる健全財政

の堅持をもって持続可能なまちづくりを進めていくため、投資以上の効果を目指して事業

に取組む姿勢を日々大切にしながら予算の執行に当たってまいります。 

 また、多岐にわたる行政サービスを展開していく中で、デジタル技術によって町民の利

便性の向上や行政事務の効率化に繋がるものは、費用対効果を見定めた上で導入を図って

いきたいと考えております。これまでも、住民票や印鑑証明のコンビニ交付などを導入し、

令和８年度予算におきましても、いくつかの事務事業でデジタル技術を活用するものを述

べましたが、この分野は日進月歩で技術革新が続いていることから、今後も情報の収集や

検討を続けてまいります。 

 次に、歳入確保の視点にあっては、公共施設の使用料等につきまして、昨年提案しまし

た改定案は、残念ながら否決との結果になりました。 

 しかしながら、使用料等の改定につきましては、人件費や光熱水費、運営委託などの維

持管理にかかる経費を、公費と利用者の負担割合によって決定することが公平な行政サー

ビスの提供に必要であると考えておりますことから、前回の反省も踏まえ、町民の皆さま

に対する説明会を４月に開催をさせていただくほか、まちづくり懇談会の場におきまして

も説明をさせていただくなど、より丁寧な説明と現下の物価高についても加味をしました

上で、令和９年度からの料金改定を目指してまいりたいと考えております。 

 おわりに。 

 以上、令和８年度の町政執行に向け、私の所信を述べさせていただきました。 

 行政運営に大正解というものはございませんが、昨年11月の新聞記事では、５年前との

出生数の比較におきまして、増加をした町村が北海道内に16ございまして、その中に新十

津川町も含まれておりました。 

 このことは、私も含め、先の代からと脈々と取り組まれてきた、「子育て支援」と「教

育の充実」に軸足を置いた施策が、一つの実績として数字に表れたものであり、これまで

の行政運営は大筋として誤っていなかったものと捉えております。 
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 しかしながら、この過去の実績だけを見て楽観することなく、これからの未来に向け、

新十津川町がより住みよく、より元気で、より明るいまちとなるよう取り組んでまいる所

存でございます。 

 結びに、これまで述べさせていただいた施策や事務事業の執行による町の課題解決は、

町民の皆さま並びに町議会議員の皆さまのご理解なくして実現できるものではございませ

ん。 

 今後とも、「新たな未来へ ともに歩もう つながる絆 かわらぬ自然と笑顔のまち」とい

う共通の目標に向け、ご協力賜りますよう心からお願いを申し上げまして、令和８年度の

町政執行方針とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、町政執行方針演説を終わります。 

                                       

     ◎教育行政執行方針演説 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、教育行政執行方針演説を行います。 

 教育長。 

〔教育長 久保田純史君登壇〕 

○教育長（久保田純史君） おはようございます。議長のお許しをいただきましたので、

教育行政執行方針演説をさせていただきます。 

 はじめに。 

 令和８年第１回定例会の開会にあたり、教育委員会所管行政の執行に関する主要な方針

と施策を申し上げます。 

 生成ＡＩをはじめとするデジタル技術の飛躍的な進展は、社会の構造を大きく変えつつ

あり、グローバル化に伴う、先行きの見通しが難しい時代が到来しています。 

 こうした時代において、一人ひとりがしなやかに力強く、また主体的に生き抜くために、

教育の果たす役割はますます重要となっています。 

 教育行政の執行にあたりましては、基本理念の一つに子育て支援と教育の充実を掲げて

いる「新十津川町第６次総合計画」及び未来を叶える学びがあるまちの実現を目指す「第

２期新十津川町教育の振興に関する大綱」をもとに、関係機関と連携を深めながら所管す

る施策を推進してまいります。 

 それでは、新十津川町第６次総合計画の主要政策である「学校教育の充実」と「生涯学

習の充実」について申し上げます。 

 学校教育の充実。 

 確かな学力の育成。 

 子どもたちの確かな学力の育成は、単なる知識の詰め込みではなく、義務教育９年間を

見通し、知識の活用力と学習意欲を小・中学校の連携の中でいかに育んでいくかが重要で

す。 

 令和８年度は、小・中学校において目指す児童・生徒像を「笑顔と感動、自ら学び、深

め合う子どもの育成」と定め、小学６年生の中学校授業体験や教員相互の授業参観を行う

ほか、中学生が小学校に出向き、合同授業を行うなど、義務教育９年間の学びを繋ぎ、と

もに創ってまいります。 
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 また、令和２年度に導入した１人１台タブレット端末を更新するほか、１年を通して、

ＧＩＧＡスクールアドバイザーを小・中学校に招聘し、教員のＩＣＴ授業のスキルアップ

を進め、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学び

の視点に立った授業改善を図ってまいります。 

 次に、全国学力・学習状況調査結果や標準学力検査結果を踏まえ、小学校では、学年や

教科により状況に応じて教科担任制を行うとともに、学習支援サポーターを配置いたしま

す。 

 さらに、中学校では専科指導講師を配置するなど、授業の質の向上を図るとともに家庭

での学習時間や家庭習慣の改善を進めてまいります。 

 また、すべての学習の基礎となる語彙力の向上を促進するため、小学６年生及び中学生

の全学年を対象に漢字検定料の助成を実施するほか、国際共通語である英語力の向上を図

るため、小・中学校の外国語授業にＡＬＴ２名体制を継続して配置してまいります。 

 さらに、中学卒業時に英語検定３級以上の合格を目標とするため、中学生の英語検定３

級以上の合格者における受験料の半額助成を行ってまいります。 

 次に、子どもたちが希望を持ち、将来の夢に向かって進んでいくため、小学校では、総

合的な学習で新十津川農業高校の協力のもとで行う田植え、稲刈り体験、北広島市・北海

道ボールパークＦビレッジ内の農業学習施設クボタ・アグリ・フロントの見学や母、村小

学生とのオンライン交流を、中学校では、職場体験や母村中学３年生との修学旅行交流や

新十津川農業高校授業体験などを行い、特色ある教育活動を通じて、ふるさとを愛し、夢

と希望を持つ子どもを育成してまいります。 

 また、防災教育の一環として、小学校全学年で「１日防災学校」を実施するほか、中学

校の修学旅行においては、東日本大震災から15年の節目となる被災地を訪問するとともに、

旅行費用高騰対策として、保護者負担の助成上限額を増額してまいります。 

 特別支援教育では、特別な支援や配慮を必要とする児童生徒が、個々の状況に応じて適

切な教育を受けることができるよう、小・中学校に支援員を配置するほか、小学校に通級

指導教室を新設し、支援の必要な児童の学習や生活の困難を改善、克服する環境を整えて

まいります。 

 豊かな心の育成。 

 「いじめ」は、どのような理由があっても許されない行為であり、全ての児童生徒が安

心して、楽しく学校生活を送ることができるよう、年３回実施するいじめアンケート調査

などにより、些細なことでも積極的な認知を行い、「いじめ見逃しゼロ」を目指すほか、

「いじめ」の無い明るい学校づくりに向けた取組について、一人ひとりが「いじめ」の問

題について考え、よりよい「仲間づくり」を目指す児童生徒による話し合いの場として

「仲間づくり子ども会議」を実施してまいります。 

 さらに、悩みや困りごとを気軽に相談できるよう、スクールカウンセラーの派遣や滝川

市適応指導教室など関係機関と連携を図りながら、不登校や不登校傾向にある児童生徒の

学びと居場所の確保に取り組んでまいります。 

 健やかでたくましい心身の育成。 

 全国体力・運動能力等調査結果を踏まえ、外部講師による運動の楽しさや体を動かす喜

びを感じる授業改善に取り組んでまいります。 
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 また、全ての中学生がスポーツ・文化活動に親しむ機会を確保するため、部活動に係る

消耗品費用、中体連大会等への参加費用を負担するとともに、国の方針に基づく部活動の

地域展開については、学校・関係機関・近隣市町の教育委員会との検討を継続してまいり

ます。 

 学校給食につきましては、安全で安心な給食を提供するため、食缶を効率的に洗浄、殺

菌する食缶洗浄機を更新するほか、ＣＯ２排出量の削減、作業時の照度確保のため、照明

機器をＬＥＤ化いたします。 

 また、新十津川町及び雨竜町産の生鮮野菜の使用率50パーセント以上を目指し、地産地

消を推進するほか、子どもたちの食生活に関する正しい知識と望ましい食習慣の定着を図

るため、栄養教諭や食生活改善推進員協議会と連携して、食育指導を実施してまいります。 

 学校給食費につきましては食材等の物価高騰が顕著となり、とりわけ主食である米価の

価格の高騰が続いていることから、上昇分を補てんするとともに、令和８年度も学校給食

費の無償化を継続して実施し、安全で美味しい学校給食を提供してまいります。 

 信頼される学校づくりの推進。 

 学校施設につきましては、子どもたちが心身ともに健やかに、安全で安心な学校生活が

送れるよう、適正な維持管理を行ってまいります。 

 中学校においては、老朽化した高圧受電設備の更新と生徒用机・椅子を更新いたします。 

 また、令和７年度に学校組織力の向上や業務改善のため小学校に主幹教諭を配置いたし

ましたが、令和８年度は、中学校にも主幹教諭を配置し、業務の効率化及び小中連携をさ

らに推進してまいります。 

 地域全体で子どもたちを守り育てる体制づくりの推進。 

 学校と地域が連携・協働し、社会全体で子どもたちの成長を支えることが重要であるこ

とから、学校運営方針の承認や学校の課題等について情報共有及び情報交換を行う学校運

営協議会の活動を支援してまいります。 

 また、児童生徒を対象とした就学援助や大学などへの進学を支援する無利子の奨学金貸

付制度を継続実施するほか、高等学校等に通学する高校生の保護者に対し通学費の助成を

行い、経済的支援を継続実施いたします。 

 地域と連携した持続可能な農業教育を実践している新十津川農業高校は、改築した校舎

による恵まれた学習環境となり、近年の出願状況からも生徒が行きたい学校として魅力が

高まっています。 

 また、令和８年度は、アグロエコロジー学習も計画するなど、今後も、地域からも親し

まれる魅力ある学校づくりを推進し、生徒が夢と希望を持って高校生活を送れるよう農業

クラブ活動経費、通学経費、資格取得経費などを助成してまいります。 

 生涯学習の充実。 

 社会教育活動の推進。 

 子どもから高齢者まで、町民が生涯にわたり明るく元気な生活を送るために、学びの場

となる環境づくりと多様な学習機会の提供を通して、町民一人ひとりの学習意欲を高め、

自発的な学習活動を促進する取組を推進してまいります。 

 生涯学習の拠点施設となるゆめりあについては、受電設備の更新を行うほか、文化・芸

術の発信の場である生甲斐ホールの吊り物昇降装置と反射板電動装置を改修いたします。 
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 生涯学習については、とっぷ子どもゆめクラブなど、関係団体と連携を図りながら、子

ども向けの体験活動事業を継続するほか、青少年の健全育成や生涯学習の推進、芸術文化

の振興などの活動を行っている団体に対し、必要な助成を行うとともに、町民が参加する

団体主催事業をサポートしてまいります。 

 また、人生100年時代が到来した今日、令和８年度についても、時代に即した幅広い学

習機会を提供するふるさと学園大学を開設し、人気の高い健康づくり講座やオープンキャ

ンパスの実施など、魅力ある大学運営のもと、新入学生の確保にも努めてまいります。 

 子どもは読書を通じて、言葉を学び、知識を得て、情報を的確に利活用できる能力を身

に付けることができます。 

 子どもの読書活動につきましては「新十津川町子どもの読書活動推進計画（第４期）」

に基づき、図書館司書・学校図書館司書などと連携し、乳幼児期から中学生期までの各期

の特徴に応じた読書活動を推進してまいります。 

 また、図書館については、地域の情報や学習活動の拠点として、屋上防水などの施設の

長寿命化を図る改修工事を行うとともに、民間業務委託事業者のノウハウによる事業展開

を図り、施設の魅力向上と町民の利用促進に努めてまいります。 

 母村十津川村との交流は、先人の労苦を知り、今ある暮らしに感謝の気持ちを持つとと

もに、故郷に誇りを持つ大きなきっかけとなることから、中学生を対象とした母村訪問事

業を継続するほか、青年団の交流支援、令和７年度から実施している母村十津川村小学６

年生のスキー研修の受入れを継続してまいります。 

 文化活動の促進。 

 文化・芸術に触れる機会を充実させることは、創造性や感性を育み、豊かさやうるおい

のある地域社会を形成することにつながります。 

 文化協会、音楽協会と連携し、文化祭、音楽祭など町民の文化活動の発表の場を創出す

るほか、文化・芸術をより身近なものとして感じていただけるよう、幅広い分野の芸術鑑

賞事業を実施してまいります。 

 本町は、芸術の拠点として、アートの森彫刻体験交流促進施設かぜのびを有しておりま

す。 

 デザイナー・彫刻家の五十嵐威暢様のご功績を偲び、かぜのびをより効果的に発信して

いくため、指定管理者と連携し、各地で活躍する芸術家を講師としたアート塾を開催する

ほか、小学４年生を対象とした芸術授業を小学校と共同で実施してまいります。 

 また、案内看板やエントランスサインを設置し、来訪者のＰＲに努めてまいります。 

 本町の歴史や文化などを後世に伝える文化財、郷土芸能伝承団体については、町民共有

の貴重な財産として大切に保存、継承し、次の世代に引き継いでいかなければならないこ

とから、獅子神楽やおどりの保存に努めてまいります。 

 さらに、開拓の精神を後世に伝える開拓記念館についても、収納庫に収蔵する歴史文化

資源を利活用した特別展を開催するなど、郷土文化の情報提供を積極的に実施してまいり

ます。 

 スポーツ活動の促進。 

 スポーツ活動を通じた町民の健康づくりや運動習慣の実践、定着化を目指し、主体的に

１日１回運動することを目標とする「１・１運動」を普及し、生涯スポーツを推進できる
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よう、スポーツ協会やスポーツクラブなどと連携し、ウォーキング事業やゆめりあ体力増

進室の紹介など、軽運動のきっかけづくりとなる事業、情報発信を行ってまいります。 

 また、老朽化が進むスポーツ施設については、優先順位を定め、計画的に整備を進めて

まいります。 

 令和８年度は、災害時の避難場所でもあるスポーツセンターのボイラー・配管設備を更

新してまいります。 

 さらに、そっち岳スキー場につきましても、ロッジ内照明及びナイター照明をＬＥＤに

改修することで、冬季スポーツを安全で快適に楽しめる環境となるよう整備してまいりま

す。 

 むすびに。 

 以上、令和８年度の教育行政執行に当たり、主要な施策の一端を申し上げました。 

 温故知新、過去の事実や知識、伝統を研究・吟味し、そこから新しい知見や道理を見い

出すことばであります。 

 本町は十津川郷からの明治23年の開村以来、郷土の歴史を尊び、誇りとし、先人の開拓

精神を学び、礎として、子弟の教育に勤しんでまいりました。 

 今後も引き続き温故知新の精神で、類まれな開拓の歴史を子どもたちが理解し、「こど

もまんなか」の新しい時代に即した教育活動を積極果敢に取り組むとともに、町民一人ひ

とりが豊かな人間性や思いやりの心を育みながら、笑顔でいきいきと充実した日々を過ご

せるよう各種教育施策に取り組んでまいります。 

 町民の皆さま並びに町議会議員各位のご理解とご協力を心からお願い申し上げ、令和８

年度教育行政執行方針といたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、教育行政執行方針演説を終わります。 

 ここで、11時10分まで休憩といたします。 

（午前10時56分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午前11時10分） 

                                       

     ◎議案第10号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第５、議案第10号、新十津川町特定乳児等通園支援事業の運

営に関する基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第10号、新十津川町特定乳児

等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について。 

 新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関するる基準を定める条例を次のように定

める。 

 156ページをお開き願います。 
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 提案理由でございます。 

 子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の施行に伴い、特定乳児等通園支援事業

の運営に関する基準を定める必要があるため、この条例の制定について議決を求めるもの

でございます。 

 なお、内容の説明につきましては保健福祉課長から申し上げますので、議決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 窪田謙治君登壇〕 

〇保健福祉課長（窪田謙治君） 議長のご指示がございましたので、ただいま上程いただ

きました議案第10号、新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条

例の制定について、内容の説明を申し上げます。 

 この条例は、生後６か月から満３歳未満で、保育所などに通っていないこどもを育てて

いる家庭が、月一定時間までの利用可能枠の中で就労要件を問わず、時間単位等で柔軟に

利用できる新たな通園給付として、こども誰でも通園制度が創設されたことから、令和７

年第４回定例会で、内閣府令で定める乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準に

従い、新十津川町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を制定い

ただきましたが、これと別の内閣府令となる特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準

が制定されたことから、事業者が給付を受けるために、市町村から子ども・子育て支援法

に基づく「確認」を受ける基準となる条例を、同府令に従い定めるものでございます。 

 新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例。 

 第１条は、条例の趣旨について規定しております。 

 第２条は、定義規定で、この条例の用語について定めているものでございます。 

 第３条は、特定乳児等通園支援事業者の一般原則について規定しております。 

 148ページをお開きください。 

 第４条は、事業者の利用定員に関する基準について規定しております。 

 第５条は、事業者が、特定乳児等通園支援を提供しようとするときに、保護者との面談

を行い、重要事項を説明し、保護者の同意を得なければならないと規定しております。 

 第６条は、事業者の正当な理由のない提供拒否の禁止を規定しております。 

 第７条は、事業者は、町が行うあっせん及び要請に対し、できる限り協力しなければな

らないと規定しております。 

 第８条は、乳児等支援支給認定証に記載された事項の確認について規定しております。 

 149ページをお開きください。 

 第９条は、保護者からの乳児等支援給付認定の申請に係る事業者の援助について規定し

ております。 

 第10条は、事業者は、通園支援の提供に当たっては、子ども及びその保護者の心身の状

況、養育環境、教育・保育等の利用の状況の把握に努めなければならないことを規定して

おります。 

 第11条は、事業者は、特定教育・保育施設等との密接な連携に努めなければならないこ
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とについて規定しております。 

 第12条は、事業者は、支援を提供した際は、日時、時間、内容等を記録しなければなら

ないことを規定しております。 

 第13条は、事業者は、保護者から通園支援に係る費用の支払を求める際は、書面により

明らかにするとともに、同意を得なければならないものとし、費用の額の支払いを受けた

場合は、保護者に対し、領収証を交付しなければならないことを規定しております。 

 150ページをお開きください。 

 第14条は、事業者は、保護者に対し、乳児等支援給付費の額を通知、又は通園支援提供

証明書を交付しなければならないことを規定しております。 

 第15条は、事業者は、内閣総理大臣が定める指針に準じ、子ども及びその保護者の心身

の状況等に応じて、通園支援の提供を適切に行わなければならないことを規定しておりま

す。 

 第16条は、事業者は、自ら提供する通園支援の質の評価を行い、定期的に外部の者によ

る評価を受けて、その結果を公表し、改善を図るよう努めなければならないことを規定し

ております。 

 第17条は、事業者は、子ども及びその保護者の心身の状況、養育環境の的確な把握に努

め、子ども及びその保護者からの相談に適切に応じるとともに、必要な助言や援助を行わ

なければならないことを規定しております。 

 151ページをお開きください。 

 第18条は、事業所の職員は、通園支援の提供を行っているときに、子どもに体調の急変

が生じた場合は、速やかに保護者又は医療機関への連絡を行う等の必要な措置を講じなけ

ればならないことを規定しております。 

 第19条は、事業者は、通園支援を受けている子どもに係る保護者が偽りその他不正な行

為によって支援給付費の支給を受け、又は受けようとしたときは、遅滞なく、町に通知し

なければならないことについて規定しております。 

 第20条は、事業の運営についての重要事項に関する規定を定めております。 

 第21条は、事業者は、事業所ごとに職員の勤務の体制を定めて、通園支援を提供しなけ

ればならないとともに、職員の資質の向上のために、研修の機会を確保しなければならな

いことを規定しております。 

 第22条は、事業者は、１時間当たりの利用定員を超えて通園支援の提供を行ってはなら

ないことを規定しております。 

 152ページをお開きください。 

 第23条は、事業者は、事業所の見やすい場所に、運営規程の概要、職員の勤務の体制、

費用の額その他重要事項を掲示するとともに、自動公衆送信により公衆の閲覧に供しなけ

ればならないことを規定しております。 

 第24条は、事業所は、子どもの国籍、信条、社会的身分又は支払の状況によって、差別

的取扱いをしてはならないことを規定しております。 

 第25条は、事業所の職員は、子どもに対し、心身に有害な影響を与える行為をしてはな

らないことを規定しております。 

 第26条は、事業所の職員及び管理者は、業務上知り得た、子ども又はその家族の秘密を
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漏らしてはならないとともに、事業所の職員であった者が、秘密を漏らすことがないよう、

必要な措置を講じなければならないこと、他の機関に対して、子どもに関する情報を提供

する際には、あらかじめ文書により保護者の同意を得ておかなければならないことを規定

しております。 

 第27条は、事業者は、保護者が、適切に通園支援事業者を選択することができるように、

通園支援の内容に関する情報の提供を行うよう努めなければならないとともに、広告をす

る場合、その内容を虚偽のもの又は誇大なものとしてはならないことを規定しております。 

 第28条は、事業者は、利用者支援事業者等、教育・保育施設、地域型保育事業者若しく

は乳児等通園支援事業者又はその職員に対し、子ども又はその家族に対して通園支援事業

者を紹介することの対償として、金品その他の財産上の利益を供与してはならないととも

に、当該事業者又はその職員から、子ども又はその家族を紹介することの対償として、金

品その他の財産上の利益を収受してはならないことを規定しております。 

 153ページをお開きください。 

 第29条は、事業者は、子ども、保護者、子どもの家族からの苦情に迅速かつ適切に対応

するために、苦情を受け付けるための窓口の設置、苦情内容の記録、その他必要な措置を

講じなければならないとともに、子ども等からの苦情に関して町が行う調査に協力すると

ともに、町から指導又は助言を受けた場合は、当該指導又は助言に従って必要な改善を行

わなければならないことを規定しております。 

 第30条は、事業者は、地域住民又は地域との交流に努めなければならないことを定めて

おります。 

 第31条は、事業者は、事故発生の防止のための指針及び改善策を職員に周知徹底する体

制を整備するとともに、職員に対する研修を定期的に行い、万一事故が発生した場合は、

速やかに町及び家族等に連絡を行い記録するとともに、賠償すべき事故が発生した場合は、

損害賠償を速やかに行わなければならないことを規定しております。 

 154ページをお開きください。 

 第32条は、会計の区分について規定しております。 

 第33条は、事業者は、事業所の職員、設備及び会計に関する諸記録等を整備し、５年間

保存しなければならないことを規定しております。 

 第34条は、事業者による電磁的記録等の取り扱いについて規定しております。 

 156ページをお開きください。 

 附則についてです。 

 この条例は、令和８年４月１日から施行するものでございます。 

 以上、議案第10号、新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条

例の制定についての内容説明とさせていただきます。よろしくご審議いただき、議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第10号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

     ◎議案第11号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第６、議案第11号、新十津川町産前産後子育て世帯家事支援
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事業に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第11号、新十津川町産前産後

子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定について。 

 新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例を次のように定める。 

 158ページをお開きください。 

 提案理由でございます。 

 産前産後の子育て世帯に対し、家事支援サービス利用に係る費用の一部を助成し、その

身体的及び精神的負担の軽減を図るため、この条例の制定について議決を求めるものでご

ざいます。 

 なお、内容につきましては保健福祉課長から申し上げますので、議決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 窪田謙治君登壇〕 

○保健福祉課長（窪田謙治君） 議長のご指示がございましたので、ただいま上程いただ

きました議案第11号、新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定に

ついて、内容の説明を申し上げます。 

 この条例は、令和８年度から、産前・産後の子育て世帯の身体的・精神的負担を軽減し、

安心して出産を迎え、子育てができるように既存事業者の家事支援サービスを利用できる

ように支援を行うため定めるものでございます。 

 新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例。 

 第１条は、条例の目的を規定しており、産前産後の子育て世帯に対し、家事支援サービ

スの利用に係る費用の一部を助成することにより、妊産婦の身体的及び精神的負担を軽減

し、安心して子育てができる環境づくりに資することを目的とするものでございます。 

 第２条は、家事支援事業の対象者を規定しておりまして、住民基本台帳に登録されてい

る妊婦、自ら出産した乳児を養育している者、その他町長が特に必要があると認めた者と

しています。 

 第３条は、助成の対象となる家事支援サービスについて規定しておりまして、食事の準

備及び後片付け、衣類等の洗濯、居室等の掃除、生活必需品の買い物等としております。 

 第４条は、助成の内容について規定しておりまして、家事支援サービスの利用に要する

費用の２分の１の額を助成するもので、１回の妊娠につき15,000円を上限とし、その助成

期間は、当該決定に係る子が１歳になる前日までとするものでございます。 

 第５条は、費用の請求について規定しておりまして、家事支援サービスを提供する事業

者は、利用券に記載された額を町に請求するものとするものでございます。 

 第６条は、助成の申請について、規定しております。 

 158ページをお開きください。 
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 第７条は、助成の決定について、第８条は、助成の制限等について規定しております。 

 第９条は、助成の方法について、規則で定めることを規定しております。 

 第10条は、返還等について規定しておりまして、第１号及び第２号のいずれかに該当し

たときは、返還を命じることができるものとするものです。 

 第11条は、条例に定めるもののほか、必要な事項は、規則で定めることを規定しており

ます。 

 続いて、附則についてです。 

 この条例は、令和８年４月１日から施行するものでございます。 

 以上、議案第11号、新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定に

ついての内容説明とさせていただきます。よろしくご審議いただき、議決賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第11号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

     ◎議案第12号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第７、議案第12号、新十津川町空家等対策の推進に関する条

例の制定についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程いただきました議案第12号、新十津川町空家等対策

の推進に関する条例の制定について。 

 新十津川町空家等対策の推進に関する条例を次のように定める。 

 162ページをお開き願います。 

 提案理由でございます。 

 本町の区域内にある空家等に関する対策について、現行の対策を見直し、空家等対策の

推進に関する特別措置法に定めるもののほか、条例の定めるところによることとするため、

この条例の全部改正について議決を求めるものでございます。 

 なお、内容につきましては住民課長から申し上げますので、議決賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 住民課長。 

〔住民課長 佐藤武久君登壇〕 

○住民課長（佐藤武久君） ただいま上程いただきました議案第12号、新十津川町空家等

対策の推進に関する条例の制定について、内容のご説明を申し上げます。 

 議案書、159ページをお開きください。 

 本町では、増加する空家等による生活環境の悪化を防ぐため、平成25年７月１日から町

の自主条例として、新十津川町空き家等の適正管理に関する条例を施行し、これにより、

空き家等に関する施策を進めてまいりました。 
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 一方で、平成27年５月26日から、空家等に関する施策の推進を目的とした空家等対策の

推進に関する法律が全面施行され、法律に基づく空家等に関する施策についても進められ

ることとなりましたが、この法律の規定内容としましては、市町村が行う施策に関しては、

義務を課すものとなっていないことから、本町においては、法律による施策及び条例によ

る施策を合わせた形で進めてきたところでございます。 

 しかし、その施策内容につきましては、同様の方向性、内容等となっているところもあ

るため、空家等に関する施策につきましては、基本的に法律の施策によることとし、その

他必要と認められる施策につきましては、町の独自施策として進める方法とすることが適

当であると判断いたしました。 

 このたびの条例の全部改正につきましては、この判断から、現行の空家等に関する施策

の見直しをするものでございます。 

 それでは、それぞれの条文の内容についてご説明申し上げます。 

 第１条は、趣旨規定でございます。 

 本町の区域内にある空家等に関する対策については、空家等対策の推進に関する特別措

置法に定めるもののほか、この条例の定めるところによるとするものでございます。 

 第２条は、定義規定で、この条例において使用する用語は、法において使用する用語の

例によるとするものでございます。 

 ここで、この第２条の規定に関しまして、条例の中で重要となる用語について、何点か

ご説明いたします。 

 最初に、空家等という用語でございますが、法においては、建築物又はこれに附属する

工作物で居住その他の使用がなされていないことが常態であるもの及びその敷地をいうと

されております。 

 次に、条例の第５条に最初に出てきます特定空家等という用語ですが、法においては、

そのまま放置すれば、倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又は著しく衛生上

有害となるおそれのある状態、適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損

なっている状態、その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である

状態にあると認められる空家等をいうとされております。 

 いわゆる、これまで危険空家とこれまで呼んできたものでございます。 

 次に、第３条では町の責務、第４条では所有者等の責務を定めております。 

 これらは、法律で、努めるなければならないとして努力義務規定の形で同様の内容で規

定されているものにつきまして、「講ずるものとする」、「しなければならない」などとし、

義務付けを強めた形で条例において規定するものでございます。 

 第５条は、町内に居住する者等に対する、特定空家等を発見したときの情報提供につい

て規定しております。 

 次に、第６条第１項は、空家等の調査権限を付するもの。 

 第２項は、後ほどご説明いたしますが、第11条に規定する緊急安全措置の実施に関し必

要な限度において、職員に立入調査を認めるもの。 

 第３項は、立入調査の際の身分証明の携帯等について義務を課すもの。 

 160ページに移りまして、第４項は、立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められた

ものと解釈してはならないとするものでございます。 
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 第７条は、空家等に関するデータベースの整備等。 

 第８条は、所有者等による空家等の適切な管理の促進。 

 第９条は、空家等及び空家等の跡地の活用等について定めるものでございまして、これ

らは、先ほどの第３条及び第４条と同様、法律で「努めるものとする」として努力義務規

定の形で同様の内容で規定されているものでございます。これについて、「講ずるものと

する」、「行うものとする」とし、義務付けを強めた形で条例において規定するものでござ

います。 

 第10条は、法第22条第３項の規定による命令を受けた者。これは、特定空家等について、

除却、修繕等の必要な措置をとるように命令を受けた者でございますが、この者が、正当

な理由がなく命令に従わないときは、氏名、住所等を公表するものとするものでございま

す。 

 第11条は、緊急安全措置に関する規定でございます。 

 第１項は、空家等の状態に起因して、人の生命若しくは身体に危険を及ぼすなどのおそ

れがある場合において、当該危険等を回避するために緊急の必要があると認めるときは、

その回避のために必要な最低限度の措置を講ずることができるとするものでございます。 

 第２項は、緊急安全措置を講ずる際に、例外を除き、同意を得ることとする規定。 

 第３項は、緊急安全措置を講じたときの通知義務に関する規定。 

 第４項は、所有者等から緊急安全措置に要した費用を徴収するものとする規定でござい

ます。 

 第12条は、現行制度にもございましたが、特定空家等の除却をした者に対し、その費用

について助成することができるとするもの。 

 161ページに移りまして、第13条は、警察、消防その他の関係機関との連携に関する規

定でございます。 

 第14条は、現行制度にもございましたが、空家等対策に関し、町長の諮問機関として審

議会を置くとするものでございます。 

 諮問事項につきましては、第２項で定めております。 

 第３項以降は、審議会の組織、委員の任期、守秘義務等に関する規定となっております。 

 第15条は、規則への委任規定でございます。 

 次に、附則でございますが、第１項は、施行期日を令和８年４月１日とし、第２項及び

第３項では、条例の全部改正に伴う審議会に関する経過措置を規定しております。 

 第２項は、この条例の施行の際に、改正前の条例により委員である者は、この条例の施

行の日に、この条例による改正後の条例の規定による委嘱を受けたものとみなすとし、第

３項では、第２項の規定により委嘱を受けたものとみなされる委員及び施行日以後最初に、

改正後の条例の規定による委嘱を受ける委員の任期は、令和９年３月31日までとする、任

期の特例規定を定めております。 

 なお、この第３項の特例の目的としましては、現任の委員の方の任期の始期及び終期に

バラつきがありますことから、事務上の効率化などのため、条例改正に伴い、そのバラつ

きをなくすことを目的としたものでございます。 

 162ページをお開きください。 

 第４項につきましては、新十津川町住宅耐震化等促進条例の一部改正に関するものでご
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ざいますが、お手元の新旧対照表によりご説明させていただきます。 

 新旧対照表の３ページをお開きください。 

 新十津川町住宅耐震化等促進条例の一部改正でございますが、現行欄をご覧ください。 

 第４条第２号エにおいて、このたびの改正前の条例名及び条文が引用されておりますこ

とから、条例名及び助成に関する規定内容の改正に伴いまして、改正案のとおり改正をす

るものでございます。 

 以上、議案第12号、新十津川町空家等対策の推進に関する条例の制定についての内容説

明とさせていただきます。よろしくご審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第12号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

     ◎議案第13号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第８、議案第13号、新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第13号、新十津川町非常勤特

別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について。 

 新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を

次のように定める。 

 提案理由でございます。 

 非常勤の特別職に属する職員として、鳥獣被害対策実施隊の報酬等を定めるため、地方

自治法第203条の２第５項の規定により、この条例の一部改正について議決を求めるもの

でございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 新旧対照表、５ページをご覧ください。 

 別表第１、学校医の次に、鳥獣被害対策実施隊を追加し、隊員の報酬額を年額１万

4,000円とするものでございます。 

 この鳥獣被害対策実施隊は、鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措

置に関する法律の規定により設置しておりますが、これまでは、産業振興課の職員を隊員

に当てて運用してまいりました。 

 しかしながら、昨今のヒグマを始めとする有害鳥獣による農作物の被害の深刻化並びに

市街地付近への出没に伴う住民の安全確保を図るためには、高度な狩猟技術と専門的な知

識が不可欠であります。このため、地域の実情に精通し、優れた技術を持つ猟友会会員の

皆さまを鳥獣被害対策実施隊として任命し、非常勤特別職の職として明確に位置づけよう

とするものでございます。 

 議案163ページにお戻りをいただきまして、附則でございます。 

 この条例は、令和８年４月１日から施行するものでございます。 
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 以上、提案理由及び内容の説明とさせていただきます。議決賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第13号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

◎議案第14号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第９、議案第14号、新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業

補助金交付条例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第14号、新十津川町合併処理

浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正について。 

 新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部を改正する条例を次のよ

うに定める。 

 次のページをお開きください。 

 提案理由でございます。 

 合併処理浄化槽の設置費用の高騰及び既設の合併処理浄化槽の老朽化に伴う更新の必要

性を考慮し、現行の合併処理浄化槽の設置等に係る補助内容について見直しを行うため、

この条例の一部改正について議決を求めるものでございます。 

 なお、内容の説明につきましては住民課長から申し上げますので、議決賜りますようよ

ろしくお願いを申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 住民課長。 

〔住民課長 佐藤武久君登壇〕 

○住民課長（佐藤武久君） ただいま上程いただきました議案第14号、新十津川町合併処

理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正について、内容のご説明を申し上げます。 

 本町では、これまで、町民の生活排水による公共水域の水質汚濁防止と、生活環境の保

全及び公衆衛生の向上に資することを目的として、合併処理浄化槽を設置する方に補助金

を交付する事業として、合併処理浄化槽設置整備事業を実施してまいりました。 

 この補助金につきましては、その補助額の３分の１の額が、国の循環型社会形成推進交

付金交付取扱要領に基づきまして、国庫補助金として交付されることとされておりますが、

このたび、浄化槽の設置費用の高騰や既設の合併処理浄化槽の老朽化に伴う更新の必要性

等を理由に、当該要領が改正され、国庫補助金の交付基準が改定されました。 

 本条例の一部改正につきましては、この改定の趣旨を考慮し、現行の合併処理浄化槽の

設置等に係る補助内容について見直しをするものでございます。 

 それでは、条例の改正内容につきまして、お手もとの新旧対照表によりご説明させてい

ただきます。 

 新旧対照表７ページをご覧願います。 
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 第６条につきましては、補助対象となる新たに設置される合併処理浄化槽の性能等につ

いて、基本的な要件を定めているものでございますが、より詳細な要件を規則で定めるこ

ととして、第３号として、規則で定める要件を追加して規定するものでございます。 

 なお、対象要件としては、これまでの要件と変更となるものではございません。 

 規則で定める要件としましては、設置が単独処理浄化槽からの転換や合併処理浄化槽の

更新である場合に、既設の浄化槽について、法定の保守点検、清掃、検査を受けているこ

とを要件として定める予定でございます。 

 次に、第７条第２項の改正でございますが、第７条では、第１項で合併処理浄化槽を設

置した場合の補助金の額について定め、第２項において、合併処理浄化槽の設置が、既設

の単独処理浄化槽又はくみ取便槽からの転換であるときは、設置に係る補助金の額に一定

の額を加算することとしておりました。 

 今回の改正では、この加算することとする額に、新旧対照表の８ページの改正案の欄に

記載の第２項第２号のとおり、これまで認められていなかった既設の合併処理浄化槽の撤

去に要した工事費の額を15万円を上限として、加えるとするものでございます。 

 なお、第１号の改正につきましては、これまでも認められていた既設の単独処理浄化槽

又はくみ取り便槽からの転換に係る加算でございまして、第２号の追加により形式的に表

現を改めたほか、その上限額について、既設の単独処理浄化槽の撤去については12万円か

ら15万円に、既設のくみ取便槽の撤去については９万円から12万円に、流入管、ます及び

放流管の設置については30万円から33万円に増額とするものでございます。 

 また、当該転換については、これまで「便所、台所、洗面所、浴室等の配置の変更を伴

う増改築と併せて実施する場合を除く」としておりましたが、この要件を削り、要件の緩

和をしております。 

 次に、８ページの別表の改正でございますが、合併処理浄化槽の設置に対する補助金の

額として、人槽区分が５人槽のものについて39万円から41万４千円に増額するものでござ

います。 

 最後に、議案書に戻りまして、附則についてご説明申し上げます。 

 議案書の165ページをお開きください。 

 下の方になりますが、附則第１項では、この条例は、令和８年４月１日から施行するこ

ととしております。 

 附則第２項は、この条例の一部改正に伴う経過措置でございまして、この条例の施行の

日前に交付の申請がなされた補助金の額については、なお従前の例によるとするものでご

ざいます。 

 以上、議案第14号、新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正

についての内容説明とさせていただきます。よろしくご審議いただき、議決賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第14号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

◎議案第15号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第10、議案第15号、新十津川町行政手続条例の一部改正につ
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いてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程いただきました議案第15号、新十津川町行政手続条

例の一部改正について。 

 新十津川町行政手続条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 次のページをお開きください。 

 提案理由でございます。 

 デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成基本法等

の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行う必要があるため、この条例の一部

改正について議決を求めるものでございます。 

 なお、内容の説明につきましては総務課長が申し上げますので、議決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

〔総務課長 久保田篤司君登壇〕 

○総務課長（久保田篤司君） 議長よりご指示がございましたので、ただいま上程いただ

きました議案第15号、行政手続条例の一部改正について、内容のご説明を申し上げます。 

 このたびの条例改正につきましては、デジタル規制改革一括法の一部改正の施行により

まして、行政手続法の公示の方法等が改正され、準じて制定しております行政手続条例に

つきまして、同様の改正を行いたいとするものでございます。 

 改正の概要でございますが、行政手続法の改正に準じて、行政手続条例を改正するもの

で、不利益処分の各宛人となるべき者の所在が判明しない場合における通知、公示の方法

について、現行の行政庁事務所の掲示場に掲示するほかに、新たにホームページ上で閲覧

できるように公開することも可とする改正でございます。 

 それでは、改正条文の説明を申し上げます。 

 お手元に配付しております新旧対照表にて、ご説明させていただきます。 

 新旧対照表９ページをご覧ください。 

 第２条、第４条、10ページ、第13条、第14条の改正は、平成22年の常用漢字表の改定に

伴いまして、名宛人、剥奪を常用漢字に置き換えるものでございます。 

 11ページになります。 

 第15条、聴聞の通知の方法は、名宛人の常用漢字への置き換えのほか、第３項で、現行

では、不利益処分の名宛人の所在が判明しない場合の、その者への通知方法等を定めてお

りますが、通知が可能であることのみを規定することとしまして、公示の方法によって行

うことができるに改め、現行第３項で規定しております、その公示の方法、措置について、

第４項で新たに規定し、公示の方法について、行政庁事務所の掲示場に掲示のほか、新た

に、又はとしまして、行政庁事務所に設置した電子計算機の映像面に表示したものの、閲

覧をすることができる措置をとることによって行うものと定め、当該措置を開始した日か
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ら２週間を経過したときに到達したものとみなすことを定めております。 

 この第15条第３項の改正に伴いまして、引用条項等が変更となるため、第16条及び第22

条で、引用条項の改正、追加し、第22条の後段では、掲示を始めた日を、当該措置を開始

した日に改めるものとなります。 

 13ページになります。 

 第25条、第28条では、鑑み、名宛人を常用漢字に置き換え、第29条では、聴聞に関する

手続の準用で、第15条第３項の改正に伴う引用条項等を改正、整理するものでございます。 

 次に、議案にお戻りいただきまして、168ページ、附則でございます。 

 第１項は、施行期日で、行政手続法の一部改正の施行日同様、令和８年５月21日から施

行したいとするものでございます。 

 第２項は、経過措置で、この条例による改正後の行政手続条例第15条第３項及び第４項

の規定、読み替え準用する場合も含めまして、この条例の施行の日以後にする通知につい

て適用し、同日前にした通知については、なお従前の例によるとするものでございます。 

 以上、新十津川町行政手続条例の一部改正の内容説明とさせていただきます。よろしく

ご審議を賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第15号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

 ここで、13時15分まで休憩といたします。 

（午前11時59分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午後１時15分） 

                                       

◎一括上程の議決 

○議長（小玉博崇君） お諮りいたします。 

 次に上程されます日程第11から日程第14までの案件につきましては、関連がございます

ので一括上程したいと思いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第11、議案第16号、令和８年度新十津川町一般会計予算。 

 日程第12、議案第17号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計予算。 

 日程第13、議案第18号、令和８年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算。 

 日程第14、議案第19号、令和８年度新十津川町下水道事業会計予算は、一括議題とする

ことに決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第16号から議案第19号の上程、概要説明、質疑 

○議長（小玉博崇君） それでは、議案第16号から議案第19号までにつきまして、提案者

の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 
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○町長（谷口秀樹君） ただいま一括上程いただきました議案第16号、令和８年度新十津

川町一般会計予算から議案第19号、令和８年度新十津川町下水道事業会計予算までの提案

理由についてご説明申し上げます。 

 議案第16号、令和８年度新十津川町一般会計予算。 

 令和８年度新十津川町一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ84億8,597万２千円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、

期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。 

 地方債。 

 第３条、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表地方債による。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

５億円と定める。 

 続きまして、207ページをお開きください。 

 議案第17号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計予算。 

 令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億8,717万６千円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算によ

る。 

 一時借入金。 

 第２条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

5,000万円と定める。 

 続きまして、225ページをお開きください。 

 議案第18号、令和８年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算。 

 令和８年度新十津川町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億6,457万５千円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算によ

る。 

 一時借入金。 

 第２条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

2,000万円と定める。 

 続きまして、241ページをお開きください。 

 議案第19号、令和８年度新十津川町下水道事業会計予算。 

 総則。 
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 第１条、令和８年度新十津川町下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。（１）処理区域内面積306ヘクタール、

（２）年間総処理水量45万2,164立方メートル、（３）１日平均処理水量1,239立方メート

ル、（４）建設改良費１億1,670万９千円。 

 収益的収入及び支出。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入及び支出の予定額は、それぞれ２億3,821万１千円と定めるものでございます。 

 資本的収入及び支出。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入の予定額は１億4,507万６千円、支出の予定額は２億2,104万円と定めるものでござ

います。 

 なお、条文後段の括弧書きで、収支不足分の補てん方法を記載しております。 

 242ページをお開きください。 

 企業債。 

 第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定め

る。 

 本年度の起債借入れは、表のとおりでございます。 

 一時借入金。 

 第６条、一時借入金の限度額は、5,000万円と定める。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用。 

 第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、営業費用又は営

業外費用に不足が生じた場合とする。 

 他会計からの補助金。 

 第８条、下水道事業の経営健全化等に要する費用に充当するため一般会計からこの会計

へ補助を受ける金額は１億646万６千円である。 

 なお、議案第16号、一般会計予算から議案第19号、下水道事業会計予算までの概要につ

きましては、副町長から申し上げますので、議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上

げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、各会計の予算概要について説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

○副町長（寺田佳正君） それでは、ただいま上程いただきました議案第16号から第19号、

令和８年度一般会計、特別会計、事業会計予算案の概要を申し上げます。 

 お手元に配付しております、令和８年度新十津川町当初予算案の概要、これにより説明

をさせていただきたいと思いますので、お手元にご用意をお願いいたします。 

 それでは、１ページをお開きください。 

 はじめに、Ⅰ、予算編成方針についてですが、令和８年度は、安全安心の基盤強化を図

るため、前年度に引き続き、公共施設の照明ＬＥＤ化を実施するほか、持続可能な公共施
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設を目指して、改修工事や消防分団詰所の建築工事を行うなど、計画的な公共施設整備の

ための予算を計上いたしました。 

 また、物価高騰の影響を受けている方々の生活支援に取り組むとともに、子育て・教育

支援などの各種事業についても広く事業展開し、町民の皆さまが、末永く安心して暮らし

ていくための予算措置を行ったところであります。 

 １、予算総額につきましては、今ほどの方針を踏まえた予算編成の結果、一般会計84億

8,598万円、特別会計、企業会計を含めた総額は92億3,807万円となり、下段のグラフにも

ありますように、一般会計においては、ここ10年で２番目の予算規模となりました。 

 次に、３ページをお開きください。 

 Ⅱ、主要事業でございます。 

 主要事業は、本町の第６次総合計画のテーマ別に区分してございますので、これらに

沿って説明させていただきますが、事業の中には、継続的事業もございますので、これら

については、説明を割愛させていただきます。 

 まず、１、住みやすい暮らしがあるでございます。 

 （１）環境の保全。 

 公共施設照明ＬＥＤ化事業・環境保全啓発事業１億4,915万円。 

 ゼロカーボン推進のため、前年度に引き続き、公共施設の照明ＬＥＤ化を行います。 

 ごみ処理適正化推進事業6,281万円。 

 ごみの減量化を進めるため、ごみ減量大作戦を継続して進めるとともに、学習会の開催

や、ユーチューブなどで話題となっているコンテンツを活用した啓発動画を作成いたしま

す。 

 （２）生活基盤の充実。 

 安心すまいる助成事業・定住促進対策事業7,501万円。 

 住宅を取得した方、改修工事を行った方への助成を継続するとともに、定住促進のため、

新たに首都圏でのＰＲ強化やお試し移住を実施します。 

 道路・橋りょう整備事業・下水道事業会計負担金３億9,398万円。 

 引き続き、町道や橋りょうの計画的な改修を進めるほか、下水道事業については、投資

財政計画を策定し、下水道使用料の改定の必要性を検討いたします。 

 ４ページに移りまして、（３）交通環境の充実です。 

 冬期除排雪事業１億8,781万円。 

 新たに市街地における道路幅の確保のため、空き地となっている民有地を借り受け、堆

雪場所として使用する実証実験を行います。 

 また、除雪機械購入事業として、除雪トラック１台、5,982万円を計上いたしました。 

 ２の笑顔がつづく健康がある。 

 （１）地域福祉の推進。 

 ２つ目のところです。 

 子育て支援センター管理運営事業219万円。 

 乳幼児が利用できる屋内遊具を整備し、利用環境の充実を図ってまいります。 

 産前・産後子育て世帯家事支援事業33万円。 

 新規事業で、産前・産後の子育て世帯に対し、家事支援サービスを利用できる助成券を
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配付し、子育て世帯の生活を支援します。 

 こども家庭センター運営事業11万円。 

 こども家庭センターの開設により、母子保健機能と児童福祉機能を包括的に運営し、切

れ目のない支援を実施します。 

 ５ページに移りまして、（２）健康づくりの推進です。 

 保健事務658万円。 

 町内医療機関と連携いたしまして、予防接種事務のデジタル化に取り組み、デジタル予

診票などの利用による利便性向上を図ります。 

 インフルエンザ予防接種事業1,041万円。 

 これまでの接種に加え、新たに75歳以上の方に、高用量インフルエンザワクチンの接種

を追加いたします。 

 次に、３、活気あふれる産業があるについてでございます。 

 （１）農林業の振興。 

 スマート農業推進支援事業1,010万円。 

 スマート農業を推進するため、自動運転機械と自動操舵システムの導入助成を令和９年

度まで延長して実施をいたします。 

 新規就農者対策事業627万円。 

 新規就農を目指す地域おこし協力隊２名を募集いたします。 

 圃場大区画化支援事業750万円。新規事業となります。 

 農作業の省力化を図るため、農業者が自ら行う大区画化圃場整備の費用を支援いたしま

す。事業期間は、令和９年度までの２か年を予定しております。 

 ６ページに移りまして、有害鳥獣駆除対策事業2,720万円。 

 有害鳥獣駆除対策協議会と共に、農林業や生活環境に被害を及ぼす有害鳥獣の対策を実

施します。また、対策の担い手を継続的に確保するため、地域おこし協力隊を２名に増員

いたします。 

 次に、ひとつ飛びまして、（３）観光の振興でございます。 

 観光ＰＲ推進事業951万円。 

 交流人口の拡大を目指し、情報発信の強化のため地域おこし協力隊１名を募集します。 

 また、新規事業として、町内施設の利用促進のため、宿泊施設と連携し、各施設を巡る

観光タクシー事業を実施いたします。 

 このほか、新たな取組として、こめぞー・ぬいぐるみの作成、販売により、こめぞーを

使ったＰＲを進めてまいります。 

 ふるさと公園維持管理事業4,063万円。 

 子育て世帯から要望の多い、幼児用の屋外遊具をふるさと公園に設置し、公園機能の充

実を図ります。遊具は、ソフトドーム、コンビネーション遊具となります。 

 次に、7ページになります。 

 ４、心やすらぐ備えがあるについてです。 

 （１）消防・救急体制の充実。 

 滝川地区広域消防事務組合負担金２億5,090万円。 

 通常分の組合負担金のほか、26年を経過した消防団第五分団のタンク車、消防団員の防
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寒衣、これらを更新いたします。 

 消防団第三・四分団詰所建設事業１億6,475万円。 

 旧宮前区自治会館跡地に、第三分団と第四分団の合同詰所を建設いたします。 

 消防団第五分団車庫建設事業1,494万円。 

 第五分団の車庫建設実施設計を行います。予定地は、吉野地区活性化センターの横で、

令和９年度の工事を予定しております。 

 （２）防災体制の強化につきましては、引き続き、ハード面、ソフト面、両面からの推

進に努めてまいります。 

 次に、８ページをご覧ください。 

 ５、未来を叶える学びがある。 

 （１）学校教育の充実。 

 小学校・中学校教育推進事業6,928万円。 

 オンラインドリルによるＩＣＴ授業を推進するほか、児童生徒の使用するタブレットを

更新します。 

 また、ＧＩＧＡスクールアドバイザーを配置し、ＩＣＴ教育を進めてまいります。 

 学校給食提供事業１億209万円。 

 給食費の完全無償化を継続して実施するほか、米価が大きく高騰しておりますが、副食

や特別食への影響が無いよう、米価高騰分についても町が負担することとしてございます。 

 （２）生涯学習の充実。 

 総合健康福祉センター管理運営事務２億1,903万円。 

 総合健康福祉センター・ゆめりあの維持管理のほか、引き続き、生甲斐ホールの舞台改

修として、吊り物昇降装置、反射板電動装置の改修を進めます。 

 ふるさと公園内体育施設管理運営事業２億3,924万円。 

 ふるさと公園内にある体育施設の維持管理のほか、スポーツセンターの長寿命化対策の

ため、暖房設備を更新します。 

 図書館維持管理事業5,067万円。 

 図書館の維持管理に加え、長寿命化対策のため、屋上防水工事を実施します。 

 次に、９ページになります。 

 ６、助け合う絆があるでございます。 

 住民協働の推進、健全財政の堅持などとなります。 

 ２つ目のところ、行政区自治会館維持管理事業3,464万円。 

 行政区自治会館の長寿命化対策のため、中央区自治会館の屋根や外壁の改修を行うほか、

窓の断熱化改修を行います。 

 情報発信事業472万円。 

 まちの情報発信として、ホームページ、ＳＮＳの活用のほか、新たに生成ＡＩ動画を作

成して情報を発信するとともに、プチＪＰ０１、これを全面リニューアルし、まちのＰＲ

に努めます。 

 各施設共通管理事務2,590万円でございますが、持続可能な公共施設、これを目指しま

して、専門業者による現地確認及び将来に係る改修費等の概算額の算出を行い、計画的な

財政運営につなげてまります。 
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 最後に、10ページ。 

 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金に係る事業についてでございます。 

 物価高騰生活支援事業6,304万円は、令和７年度予算繰越事業となります。 

 社会福祉施設等物価高騰対策事業1,436万円。 

 エネルギーや食料品など、物価高騰の影響を受ける医療、介護、保育、障害施設等に対

し、事業運営を支援するため補助金を交付いたします。 

 水道基本料金免除事業6,694万円。 

 令和８年４月から令和９年１月分までの水道基本料金、10か月分を免除いたします。 

 水道不使用世帯生活支援事業133万円。 

 生活水に、地下水のみを使用している世帯に対し、１世帯当たり10,000円分のとくとっ

ぷポイントを付与することとしております。 

 11ページでございますが、建設事業計画の一覧となります。 

 建設事業の合計は12億360万円で、前年度比較で5,619万円の減となっております。 

 12、13ページは、歳入、歳出の科目ごとの比較と、主な増減要因を記載したものとなり

ますので、お目通しをお願いいたします。 

 以上、令和８年度当初予算案の概要の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り

ますよう、お願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第16号から議案第19号までの提案理由並びに概要説明

を終わります。 

 これより、予算概要についてのみ質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 以上で質疑を終わります。 

                                       

     ◎予算審査特別委員会の設置、正副委員長の選任 

○議長（小玉博崇君） お諮りいたします。 

 昨日の本会議で、議会運営委員長から、令和８年度予算に関連する条例案及び各会計予

算案の審議については、予算審査特別委員会を設置し、審議を行うとの報告がございまし

た。 

 ついては、議会運営委員長報告のとおり、予算審査特別委員会を設置し、審議を行うこ

とにしたいと思いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、令和８年度予算に関連する条例案及び各会計予算案の審議については、予

算審査特別委員会を設置し、審議することに決定いたしました。 

 続けてお諮りいたします。 

 委員会の構成につきましては、同じく議会運営委員長報告のとおり、議長を除く議員９

名ということで決定したいと思いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、予算審査特別委員会の構成は、議長を除く議員９名と決定いたしました。 

 特別委員会の委員長、副委員長の選任につきましては、新十津川町議会委員会条例第８

条第２項の規定により、互選となっております。 

 この後休憩をいたしますので、休憩中に予算審査特別委員会を開き、正副委員長の互選

をお願いいたします。 

 ここで、１時55分まで休憩といたします。 

（午後１時41分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午後１時55分） 

○議長（小玉博崇君） 休憩中に予算審査特別委員会において、委員長及び副委員長の互

選が行われ、その結果報告が議長の手元にまいりましたので報告いたします。 

 予算審査特別委員会委員長に、深瀬美奈子議員。 

 副委員長に鈴井康裕議員。 

 以上のとおり互選された旨の報告がありました。 

 お諮りいたします。 

 令和８年度予算に関連する条例案である議案第10号、議案第11号、議案第13号及び議案

第14号並びに令和８年度予算案である議案第16号から議案第19号までについて、予算審査

特別委員会に付託したいと思いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第10号、議案第11号、議案第13号及び議案第14号並びに議案第16号か

ら議案第19号までを、予算審査特別委員会に付託することに決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第20号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第15、議案第20号、新十津川町過疎地域持続的発展市町村計

画の策定についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第20号、新十津川町過疎地域

持続的発展市町村計画の策定について。 

 新十津川町過疎地域持続的発展市町村計画を別紙のとおり定める。 

 提案理由でございます。 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１項の規定により、議決を求

めるものでございます。 

 なお、内容の説明につきましては総務課長から申し上げますので、議決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 
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 引き続き、内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

〔総務課長 久保田篤司君登壇〕 

○総務課長（久保田篤司君） ただいま上程いただきました議案第20号、新十津川町過疎

地域持続的発展市町村計画の策定について、内容の説明を申し上げます。 

 はじめに、計画策定の経緯でございますが、過疎地域への対策をうたった過疎地域の持

続的発展の支援に関する特別措置法が、令和３年４月に10年間の時限措置として施行され、

本町を含め、全国で820団体、北海道では148団体が過疎地域の指定を受けたところでござ

います。 

 いわゆる過疎法には、過疎地域の持続的発展に必要とされる過疎対策事業債をはじめと

する財政上の特別措置が規定されております。これらの支援措置を受けるためには、市町

村計画の策定が要件とされております。現市町村計画が令和７年度までの計画であること

から、次期市町村計画を定めたいとするものでございます。 

 なお、本計画の策定には、北海道との協議が必要となってございまして、令和８年２月

４日付で協議が整ってございます。 

 それでは、お手元に配付してございます別紙計画書により、計画の概要を申し上げます。 

 まず、計画の期間でございます。表紙にありますように、令和８年度から令和12年度ま

での５年間で、この過疎法の最終年に合わせて策定してございます。 

 次に、お開きいただきまして目次をご覧いただきたいと思います。 

 計画の体系についてご説明させていただきます。 

 １、基本的な事項にはじまりまして、こちらでは、本町の概況ですとか人口、行財政、

公共施設、総合管理計画の整合という形で、基本的な事項を１で定めてございます。 

 そこから、２、移住・定住・地域間交流の促進、人材育成から12の再生可能エネルギー

の利用の推進まで、11の施策に対し、現況と問題点、その対策、事業計画を掲載するとい

う構成になってございます。 

 なお、事業計画に盛り込む事業につきましては、財政上の特別措置を受ける関係もござ

いまして、将来、少しでも取り組む可能性のある事業について、幅広く登載するという方

針で作成を行ってございます。 

 最後の13、事業計画と書いてございますが、そこの過疎地域持続的発展特別事業分につ

きましては、町が単独事業として進める予定のソフト事業をまとめたものとなってござい

ます。 

 また、今、申し上げました施策項目につきましては、この過疎法の中に地域の持続的発

展のために実施すべき事項として明示されているのが11施策ありまして、それに沿った形

で整理して、計画を作成しているところでございます。 

 ７ページに移動を願いたいと思います。 

 （４）地域の持続的発展の基本方針でございますが、現在の第６次新十津川町総合計画

と整合性を図り、豊富な地域資源を持続可能な形で活用しながら、住民と行政が一体と

なって社会資本の整備充実を推進していくこととしてございます。 

 ８ページ、右側のページですけれども、（５）地域の持続的発展のための基本目標でご

ざいますが、令和８年以降の人口目標を定めるものでございまして、人口を5,620人、社
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会減を年間８人として設定してございます。これらの目標も第６次総合計画の目標と合わ

せたものとなってございます。 

 次に、11ページからの持続的発展に向けた主な施策についてでございますが、そのほと

んどが現計画を引き継ぐ形で更新する内容となってございますので、主だった３施策につ

いてご説明させていただきます。 

 まず、13ページとなります。 

 ３、産業振興についてでございます。 

 18ページにわたりまして問題点を抽出した形で課題として述べてございまして、19ペー

ジ（２）その対策としてでございます。こちらについては、第１次産業における最先端技

術の導入といたしまして、スマート農業等の導入、推進ということですとか、担い手の確

保、有害鳥獣対策、観光情報の発信、中小小売業等の経営基盤強化、消費拡大の支援を進

めていくこととしてございます。 

 20ページが事業計画の内容を今後考えられるものを載せてございます。 

 次に、30ページとなります。 

 ６、生活環境の整備でございます。 

 安全安心な生活環境を維持管理することとしてございまして、31ページ（２）その対策

でございますが、上下水道の設備整備、し尿処理、ごみの減量化、消防施設・車両の整備

更新、都市公園等を整備することとしてございます。 

 33ページからは事業計画の内容となります。 

 続きまして、飛びまして51ページをご覧ください。 

 12、再生可能エネルギーの利用の推進でございます。 

 温室効果ガスの排出削減が世界的な課題となってございまして、そちらについて、現況

と問題点で述べてございまして、（２）その対策としまして、再生可能エネルギーの有効

活用について進めることとしまして、その事業の部分でいきますと、公共施設の再エネ整

備導入事業を新たに加えているところでございます。 

 最後に、52ページ、右側になります。 

 13、事業計画過疎地域持続的発展特別事業分につきましては、今まであった２番目から

12番目までの各施策にまたがった事業で、ソフト事業の計画をここで掲載してございます。

事業計画に登載されたソフト事業を、ここで再掲載するものでございまして、これにつき

ましても過疎法に定められている形の計画の様式に基づいて、13としまして事業計画、ソ

フト事業をすべてここで再掲載しているものでございまして、全部で86事業を掲載してご

ざいます。 

 以上、新十津川町過疎地域持続的発展市町村計画の策定についての内容説明とさせてい

ただきます。よろしくご審議を賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第20号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

                                       

◎散会の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

 なお、明日12日は、午前10時から開会しますので、よろしくお願いいたします。 
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 それでは、本日の本会議はこれにて散会いたします。 

 皆さん、大変お疲れさまでした。 

（午後２時07分） 
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令和８年第１回新十津川町議会定例会 

 

                           令和８年３月12日（木曜日） 

                           午前10時00分開議 

 

◎議事日程（第３号） 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 第３ 議案第５号 新十津川町職員等の旅費に関する条例の一部改正について 

          （質疑、討論及び採決） 

 第４ 議案第６号 令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第８号） 

          （質疑、討論及び採決） 

 第５ 議案第７号 令和７年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

          （質疑、討論及び採決） 

 第６ 議案第８号 令和７年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

          （質疑、討論及び採決） 

 第７ 議案第９号 令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算（第４号） 

          （質疑、討論及び採決） 

 

 

◎出席議員（10名） 

   １番 村 上 敏 晃 君    ２番 工 藤   健 君 

   ３番 深 瀬 美奈子 君    ４番 三 師 優 美 君 

   ５番 大 畠 光 敬 君    ７番 杉 本 初 美 君 
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     ◎開議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 皆さんおはようございます。 

 ただいま出席している議員は10名であります。定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

（午前10時00分） 

                                       

     ◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、

順を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、２番、工藤健議員。

３番、深瀬美奈子議員。両議員を指名いたします。 

                                       

◎一般質問 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、一般質問を行います。 

 一般質問は、配付しています通告表の順に進めてまいりますので、よろしくお願いいた

します。 

 最初に８番、鈴井康裕議員、登壇の上、発言願います。 

〔８番 鈴井康裕議員登壇〕 

○８番（鈴井康裕君） 皆さんおはようございます。議長のお許しをいただきましたので、

通告第１につきまして、町長に一般質問をさせていただきます。 

 質問は、行政区、町内会役員のなり手不足についてであります。 

 近年、役場から行政区への仕事の負担の多さから、区長、町内会長、その他役員のなり

手選考に苦慮している行政区が多いところであります。傾向として、農村部では順番制を

とっていることが多く、逆に市街地に近い地区では民主的に決めづらくなってきていて、

いわゆる、前任者の一本釣りによって決まるケースがあります。 

 この要因は、町内会の規模が大きくなって、広報配布、諸々の会費徴収、行政区行事の

多さ、取りまとめなど、役員の負担が重いからで、町内会長が次に当たりそうだから町内

会を脱退する人まで出てきている状況にあります。 

 このような役員のなり手不足、町内会加入率低下傾向の状況は、行政区、町内会の運営

や地域コミュニティの活性化に大きな影響を及ぼし、行政区、町内会の必要性や存在意義

についても問われる課題ではないかと考えますが、町長は、この現状をどのように捉えら

れておられるのか、また、今後どのような取組をしていくのか見解を伺いたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 改めまして、皆さんおはようございます。本日は傍聴席もこのよ
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うに満員ということで、本当にありがとうございました。 

 議長のお許しをいただきましたので、８番議員の一つ目のご質問にお答えしたいと思い

ます。 

 本町は、平成22年に制定しました新十津川町まちづくり基本条例を規範としてまちづく

りを進めており、これまでも行政区、町内会の皆さまにその役割を担っていただいており、

改めて感謝申し上げるところでございます。 

 この条例の第１条では、条例の目的を町民自治によるまちづくりを推進するということ

としており、また、第４条では、まちづくりの主体である町民が、暮らしやすい地域社会

をつくるために、参加、参画、協働した上で町政を推進する、さらには、町民と町は、ま

ちづくりの目的や目標を共有し、それぞれの役割と責任の下で、お互いの力を補完し合う

との趣旨をもって基本理念が定められております。 

 これまで、町は、この基本理念に基づき、地域住民と行政の協働によって地域づくりを

進めることとしており、地域でできることは地域でという考え方から様々な役割を行政区

に担っていただいているところでございます。 

 その一例といたしましては、町広報誌の配布や町有地の草刈り、都市公園の維持管理な

ど、行政区協働事業として取り組んでいただいております。 

 ８番議員のご質問の内容としましては、この行政区に担っていただいている役割の負担

が大きくなっていることから、役員などのなり手がいない状況になってきているというこ

とでございますが、このことにつきましては、高齢化などによりそのような状況になって

いる例もあると、私も承知しているところでございます。 

 このような状況に対しましては、行政区、町内会の役割を減らすことや、行政区、町内

会における運営の効率化などがその対策として挙げられますが、それぞれの行政区、町内

会ごとに実情が異なることもあると思われ、それら実情の把握が十分にできていないこと

から、具体的にどのように対策を講じていくかにつきましては、現時点では申し上げるこ

とができません。 

 そこで、次年度の事業として計画していたものでございますが、令和８年度において各

行政区から、お困りごとの実情の聞取りや意見聴取等を行いまして、他市町村の先進事例

も参考にしながら、デジタル技術なども活用した行政区、町内会における業務の効率化の

方策などを検討することとしております。 

 なお、その検討結果に基づいた施策につきましては、早くても令和９年度からの試行や

実践ができればというふうに考えております。 

 以上申し上げまして、８番議員の１つ目の質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 再質問はございますか。 

 鈴井康裕議員。 

○８番（鈴井康裕君） ただいま町長の方から、今後の取組まで、ざっとした日程も含め

てご説明がございましたが、私は今回の一般質問にあたり、各行政区長さんにアンケート

を手渡しました。その結果、全行政から回答いただき、様々な問題、意見をいただきまし

た。 

 確かに、行政区ごとに実情は違うものの、先ほど申しましたお互いの協働をということ

で、行政区、町内会を運営するということですが、ちょっと偏りがあるのではないかと、
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共通しているのは、役員の方々の負担の大変さ、多さだと思います。 

 なり手不足の原因として、区長の就任を依頼している委員や、出席をしている行事の多

さもあると思います。 

 令和７年、昨年２月の総務民生常任委員会では、区長に就任をしている委員が19項目、

区長に出席を依頼している行事が16項目あるとの報告がございました。また、行政区を通

じて人選を依頼している団体、例えば、交通安全指導員、安全推進協会分会長、青色回転

パトロール隊員、民生児童委員、除雪連絡協議会委員など10団体から人を出してくれと、

そういう要請があります。これは、町内会末端まで巻き込む大変な人選作業であります。 

 また、令和７年２月の住民課の回答には、今後の選出方法には検討するというふうにあ

りましたが、まだこの報告がございませんので、令和８年度中に検討ということで解釈し

てよろしいでしょうか。 

 地方自治法第260条の２第６項に、認可地縁団体、いわゆる町内会を行政組織の一部と

解釈してはならない、そういう文言がございます。 

 本町は、この法令を守っていると町長は思われますでしょうか。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（谷口秀樹君） ただいまの８番議員の再質問にお答えしたいというふうに思いま

す。 

 議員の方からも各区にアンケート調査をされたということは承知しておりまして、その

結果についても、多分きっといろいろ想像に値するというか、大体同じような認識だろう

なというふうに思っております。 

 そして、住民課の方からも、その結果、回答について８年度にはやるということで、先

ほど申し上げましたとおり、そのようなことになっていくと思います。 

 それと、地方自治法の第260条の２の６の地縁団体で、各行政区、町内会は、行政組織

にはしてはいけないということにあるということにつきましては、存じ上げておりますけ

れども、実情で申しますと、先ほどのまちづくり基本条例に基づいた条例の中で進めると

いうまちづくりに関して、やはり行政区と町内会と町というようなところのそういった枠

組みの中で進めていくという意味では、いろいろと協働という中では、そういった町がや

るべきところ、行政区がやるべきところというようなことの認識をお互い持ちながら今ま

でやってきたということでございますので、認識はあるんですけれども、ただ実情として

はそういった中で進めてきたというのが実際のところでございます。 

 以上、申し上げまして再質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） それでは、再々質問お願いします。 

○８番（鈴井康裕君） それでは、再々質問をさせていただきます。 

 今この条例に沿ってはやっているということでしたが、いろんなところの町内会では、

それぞれ工夫をされているという事例をちょっと紹介したいと思います。 

 神奈川県のある自治体では、町内会費の２倍を払うと役員を免除する。という規約を

作って、町内会脱退者の抑制に効果があったという事例があります。また、ほかの自治体

ですが、役員の75歳定年制とか、80歳以上は町内会費半額という決まりを作ったそうです。 

 本町でもこのような町内規約があっても良いと町長はお考えになりますでしょうか。 
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○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

○町長（谷口秀樹君） それでは８番議員の再々質問について、答弁を述べさせていただ

きます。 

 今ほど他自治体の事例をいろいろ例示いただきました。町内会費を２倍にすると役員が

免除だとか、75歳以上が定年制ですですとか、実に具体的で面白い事例かなというふうに

思っております。 

 ただこれを、今回町の方でこのようにやるということにも、行政区、町内会というのは、

やはり自主組織になっていると思うので、そういったところが来年度行うそういった会議

の中でいろいろな意見が出てきた中で、そういったことも議論されればいいなというふう

に思っておりますので、そういった程度で申し上げまして、私からの答弁とさせていただ

きます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） それでは、次の質問をお願いします。 

〔８番 鈴井康裕議員登壇〕 

○８番（鈴井康裕君） ただ今の答弁により、今後の取組などについて理解させていただ

きました。 

 それでは、次の質問に移らせていただきます。 

 最近の役場から行政区に求められる書類の多くは、Ｗord、Ｅxcelなどが使えないとで

きないレベルになってきています。高齢者で扱える人は限られ、若い人は忙しくなかなか

難しい状況です。 

 役員なり手不足解消のために地区ごとに役場職員の担当を決め、会計事務の補助をして

もらったり、省力化のため回覧板をＬＩＮＥでの情報に置き換え、ＤＸ化を推進させては

どうかと提案いたします。 

 農協では、地区担当制度をまだ残しており、農事又は地域の様々な調整を引き受けてい

ます。また、多面的機能事業については改良区が、中山間事業についてはピンネ農業公社

など、会計事務処理を一本化しています。 

 役員負担軽減のためＤＸ化を進めるサポーターとして、役場職員の協力が不可欠と考え

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） それでは８番議員の二つ目のご質問にお答えをいたします。 

 行政区における会計事務、書類作成等につきましては、行政区を運営していく上で基本

的な業務となりますので、行政区で行っていただきたいというふうに考えておりますが、

地域によっては高齢化により困難になってきている実情があるということは存じ上げてお

ります。 

 しかし、この課題の対応策として、行政区、町内会の業務を単純に町職員が代行すると

いう考え方については、やはりこれはどうかなというふうに思っておりますので、そうい

う考えは、ございません。 

 それで、行政区、町内会の業務の省力化、先ほど８番議員がおっしゃいましたＤＸを

使ったり、そういった効率化を地域の皆さまと職員が共に考え、解決していくということ
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であれば、これを支援するということはやぶさかではございません。 

 この課題につきましても、先ほど一つ目の質問における課題と同じく、それぞれの行政

区、町内会ごとに実情が異なることもあると思われますし、それら実情の把握が十分にで

きてないということもありますので、具体的にどのように対策を講じていくかについては、

現時点で申し上げることはできませんけれども、先ほどの令和８年度に行うとしておりま

す行政区、町内会のあり方や、行政区、町内会における業務効率化の方策などの検討の結

果により、職員がどのように関わっていけばよいかなども含めまして判断をさせていただ

きたいと考えております。 

 以上申し上げまして、８番議員の二つ目の質問に対する回答とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） はい、鈴井康裕議員。 

○８番（鈴井康裕君） 町長の考え方については、基本的に私も賛成です。書類作成、会

計業務を職員にすべて肩代わりして欲しいと、そういうふうには申しておりません。 

 農村部では、来週締め切りの確定申告作成の際、必然的にパソコンに慣れるしかないと、

そういう状況でございますので、農村部の方は、会計の方はきっちり結構やれる人が多い

というような傾向がございます。かえって市街地に住む方の方からのアンケートでは、サ

ポートの要請がありました。 

 また、一つの例でございますが、仙台市のある自治体ですが、150世帯の大きな町内会

がございまして、回覧板をＬＩＮＥに置き換え、行事の出欠取りまとめなどを簡略化して、

役員の負担軽減にも繋がっております。また、様々な会費徴収にも電子決済を取り入れ、

クレジットカードやＰａｙＰａｙなどによる支払い、引き落としで会計事務の簡素化に成

功した例がございます。 

 本町でもこのような仕組みを取り入れてはどうかと考えますが、町長の見解を伺いたい

と思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（谷口秀樹君） それでは８番議員の再質問にお答えしたいというふうに思います。 

 今ほど職員が行政区事務を代行するということについてのご理解をいただいたというこ

とで、私も同じ共通認識だということで大変ありがたいなというふうに思っております。 

 そこで、それでは何をするかということにつきましては、今ほどＤＸの話ですとか、電

子決済の話ですとか、そういったことを含めて、やはり今世の中がそういった方向で、い

ろいろなツールや手段がある中で、それを行政区、町内会の運営の中にどう使っていけば

いいか、どう落とし込んでいけばいいかっていうことは、やはりいろいろなものはあるに

せよ、それを繋げて自分事として、なかなかそれがはっきりわからないっていうのが実情

だというふうに私は思っています。 

 そこで先ほどの繰り返しになるんですけれども、そういったことも含めて、本町の職員、

ＤＸも少なからず知ってる者もおりますし、そういったことに長けている者もおります。

ですから、そういった中で来年度のあり方の検討会みたいな会議の中で、そういったこと

も併せて例示をしながら、この行政区にはこれはいいね、この行政区にはこれがいいねっ

ていうようなカスタマイズしながら、いろいろなことを検討できたらいいなというふうに

思いますし、そういったＤＸの手法、ツールというものは、ぜひ積極的に取り入れていく
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べきだというふうに私は思っております。 

 以上申し上げまして、８番議員の再質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） それでは次の質問に移ってください。 

〔８番 鈴井康裕議員登壇〕 

○８番（鈴井康裕君） ただいまの答弁で、町長の見解を理解しましたので、次の質問に

進みたいと思います。 

 今年で行政区が11に再編され、平成18年に行政区20から11になったということですが、

ちょうど20年が経っております。20年も経つと制度疲労というか、様々な課題が見られる

ようになってきています。 

 小さな町内会は15戸と合併の必要性が感じられ、大きな町内会は80戸余りと、分割を求

める声が上がってきていて、実際町内会で話し合いが行われているところもございます。 

 本町の令和６年度の町内会加入率は95.9パーセントで、100パーセント加入の区もあれ

ば、84.3パーセントにとどまっている区もあります。 

 町内会未加入の世帯は町全体で、合計100世帯余りと推定されますが、このような区費、

町内会費未納者に対する役員のストレスといいますか、そういうものは相当なものであり

ます。区長、町内会長、その他役員だけでは運営が困難になってきている。そういう状況

だと私は思います。 

 今一度、行政区、町内会のあり方について考える時期に来ているのではないでしょうか。 

 全国的に見ると地域コミュニティの活性化、自治会加入の促進を図るため、既に75の自

治体が条例を制定している状況にあります。これは、ちょうど15年前の東日本大震災を機

に、防災に対しての地域のつながりが大切という、そういう概念から条例制定の機運が高

まりました。北海道では、札幌市、室蘭市、倶知安町などが制定しております。 

 本町としても、まちづくり基本条例より一歩踏み込んだ条例の制定も一つの手法と考え

るが、いかがでしょうか。 

 また、本町の行政区設置条例第４条にある行政区再編成審議会、平成18年の行政区の合

併のときの審議会ですが、まだ生きておりますので、その枠組みの中で議論する場を設け

てはどうかと考えます。 

 この条例の第９条の２項には、町内会は、おおむね30戸以上40戸以内の目安をもって構

成する。と明文化されております。これについての町長のお考えを伺いたく存じます。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） それでは８番議員の三つ目のご質問にお答えをいたします。 

 町内会の規模につきましては、合併や分割を求める声が上がっているということでござ

いますが、このことに関しましては、そういう声も確かにございますが、一方では、合併

や分割に対し否定的なご意見もあることや、現在の規模でも問題がないというお話もお聞

きしており、認識しておるところでございます。 

 例えば、分割に関するものとしましては、町内会が増えることとなり新たに役員となら

れる方が必要となるため、「なり手不足の中で新たな課題が生じる」と言ったお話や、規

模が大きい町内会でも、「回覧グループの分割により回覧効率を上げている」、さらに先ほ
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ど話にも出ました、ＬＩＮＥを活用して効率化を図ったり、特に問題は生じてないという

ようなお話も聞いております。 

 町内会の戸数につきましては、行政区設置条例において、先ほど議員がおっしゃられま

したとおり、30戸以上40戸以内という基準がございますが、この戸数はあくまでも目安で

ございます。この基準から外れていることが必ずしも問題になるというものではなく、そ

れぞれの町内会の実情などを考慮した上で対応を検討すべきではないかと考えるところで

ございます。 

 また、行政区再編審議会の枠組みで議論する場を設けてはというご意見でございますが、

行政区設置条例では、町内会の区画は行政区において定めるということとされており、審

議会の審議事項は、そのまた一つ上の行政区の区画に限定されております。町内会の編成

につきましては、地域の実情に応じて地域で決定するというプロセスが理想であり、今ま

でも町内会の再編は行政区の中で行ってきた経過もございますので、行政区内で協議して

いただくことが基本であると考えております。 

 ただ、再編の協議の過程においては、協議の主体は行政区とした上で、必要に応じ、職

員によるサポートもさせていただきたいと考えております。 

 そして、この課題につきましても、一つ目の答弁と同様、令和８年度に行うこととして

おります行政区、町内会のあり方や、行政区、町内会における業務効率化の方策などの検

討などの結果により、職員がどのように関わっていけいけばよいか、町内会の規模や活動

の適正性について判断したいと考えております。 

 また、地域コミュニティの活性化、自治会加入の促進を図るための条例の制定も一つの

手段と考えられるとのご意見でございますが、行政区、町内会への加入促進につきまして

は、地域コミュニティの活性化を進める上で大変重要なことと認識はしておりますので、

役場窓口で転入者の転入手続きの際には、行政区、町内会の活動内容や、必要に応じてパ

ンフレットなどにより説明し、行政区、町内会への加入を勧めているなどの対策を講じて

いるところでございます。 

 一方で、行政区、町内会への加入は、あくまで地域や個人の自主的な判断によるもので

ありますことから、行政が加入について強制することや、義務を課すということはできな

いものと考えております。このようなことから、条例を制定するとした場合においても、

加入に努めるものとする。などという努力義務規定というふうにとどまるものと考えてお

ります。 

 以上のことを含めまして、総合的に検討し、既に条例制定された自治体における効果を

見定めた上で、さらには、社会情勢なども踏まえ、今後、その必要性を判断したいと考え

ています。 

 繰り返しになりますけれども、今回８番議員からご指摘いただきましたものも含め、行

政区、町内会における様々な課題につきましては、令和８年度において、各行政区からお

困りごとの実情の聞き取りや意見聴取などを行い、他市町村の先進事例なども参考にしな

がら、デジタル技術なども活用した行政区、町内会における業務効率化の方策や加入促進

などを検討するということを申し上げまして、８番議員の三つ目の質問に対する答弁とさ

せていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 鈴井康裕議員。 



- 77 - 

 

○８番（鈴井康裕君） 町長のお答えを受けまして、私も町内会というのは、あくまでも

任意団体であり、加入、脱退は、原則自由であるということは理解しております。 

 行政区再編された20年前は、町内会に入るのが当たり前であったというか、そういう時

代でございましたが、今は若い世代になって時代の変遷といいますか、やはり若い人方に

必要性が感じられないのかなというような感想を持っております。 

 全国的に見ますと、令和２年でございますが、町内会の加入率は70パーセント程度、大

阪にいたっては46パーセントと最低の水準でございます。それに比べれば、本町はまだま

だ大丈夫ではないかと思われるかもしれませんが、ここで歯止めをかけておかないと後世

の若い世代に禍根を残しはしないかと憂慮するものであります。 

 令和８年度町政執行方針で示されましたように、「地域コミュニティの活性化のために

は地域の行事活動が重要で、住民協働の推進を推し進める」と町長はおっしゃいました。

地域活動の支援のためにも、再度、町内会の意義、あり方を見直し、役員のなり手不足を

解消するような施策を、まずは行政から職員のサポートも含めてやるべきだと考えますが、

町長はどうお考えか再度伺いたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（谷口秀樹君） それでは８番議員の再質問の答弁をさせていただきます。 

 今ほど議員の方から、いろいろな事例、全国的な加入率70パーセント、大阪は46パーセ

ントというようなことで、本当に新十津川町から見ると低い数字が平均値なんだなってい

うのは、改めて認識したところであります。 

 これで新十津川町が高いかって言われたときには、それは議論の及ぶところではござい

ますけれども、それに甘んじることなく、今後もぜひ100パーセントを目指すような取組

を抗いながらやっていくのが新十津川町もそうですし、地域住民の皆さま方の心の安全安

心を含めて、それが大切になってくるんだろうなというふうに思っています。 

 ちょっと余談ですけれども、地域コミュニティは、町政執行方針の方でも書かせていた

だいたとおり、本当に大事なものだなというふうに思っております。それはやはり、先ほ

どもありましたけれども、東日本大震災からいろいろな条例ができたということを踏まえ

ますと、やはりそういった災害を受けた中でそういった地域コミュニティの大切さ、行政

区、町内会の大切さというのが改めて分かった自治体がそういった取組をされているんだ

というふうに思っています。 

 そういうことも踏まえまして、コミュニティはあくまでもコミュニティですけれども、

引いては、やっぱり地域の安全安心につながるんだというようなことも、今後、訴えてい

かなければならないなと思います。 

 そういったことも含めまして、来年８年度、行政区長さんの方にはお手間を取らせるか

もしれませんけれども、新たな行政区、町内会を目指したあり方につきまして、職員と共

に検討させていただいて、新十津川なりの新たな取組を見い出せるように取り組んでいき

たいというふうに考えております。 

 そのためには、職員もやはりそれに寄り添いながらいろいろなことに悩みながら頑張っ

ていきたいというふうに思っておりますんで、付け加えさせていただいて、私の答弁とさ

せていただきます。 
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○議長（小玉博崇君） 以上で、鈴井康裕議員の一般質問を終わります。 

 次に10番、西内陽美議員、登壇の上、発言願います。 

（10番 西内陽美議員登壇〕 

〇10番（西内陽美君） 議長のお許しをいただきましたので、通告に基づき、町長に一般

質問をさせていただきます。 

 質問は、地域公共交通に関するもので、町内での買い物がしやすい公共交通とはの内容

でお伺いをさせていただきます。 

 令和４年度、新たに現在の地域公共交通体系がスタートして４年が経過いたしました。

これまでの間、スクールバス登下校便への一般住民混乗運行の開始、運行経路の延伸、乗

車場所の増設など、町民の皆さまの利便性を向上させるため検討を重ね、さまざまな方策

を講じてこられましたことは、一住民といたしましても大変ありがたいことと承知をいた

しております。 

 町は、今計画の策定に至るまで、令和２年度に町民アンケート、高齢者アンケート、高

校生の通学状況アンケートに加え、老人クラブやゆめりあ部会、民生委員児童委員協議会

への意見聴取を行うなど、丁寧に状況の把握や、意見の聞き取りなどに努められ、計画に

沿って運行をしていただいております。 

 しかし、自家用車を持たない住民、とりわけご高齢者からは、依然として買い物するの

に困っている。買い物難民状態になっているとのご意見をよくいただきます。 

 伺ってみますと、主に役場発着前後に町内の商店街を経由し、停車する路線であれば買

い物をしやすい。夏は自転車で街の中心部まで行けるが、冬は買い物の荷物を持って交差

点を渡り、役場まで戻るのは難儀である。危ないと思う。役場には度々行く用事があるわ

けではない。役場ターミナル以外に農協ストア前に停留所が欲しいという内容のご意見で

した。 

 毎日の暮らしの中で、気軽に町内のお店で買い物をしたいのに行けないという状況があ

るようです。 

 町内で買い物をしたいのにできないというのは、消費者と商工業者の双方にとって大変

残念なことであり、検討の余地があると考えます。 

 本町の高齢化率は40パーセント目前であり、自動車運転免許証を返納する方も増えてき

ています。町内で買い物をしやすくするよう運行路線の検討や停留所の増設など、現行の

運行体系の見直しをすることについて、町長のお考えをお伺いいたします。 

〇議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） それでは、10番議員のご質問にお答えをいたします。 

 まず、商店等の前の停留所としまして、かつては、北海道中央バスのふるさと公園線と

滝川浦臼線並びに乗合タクシー及び乗合ワゴンの乗降場所を農協ストアの前に設置してお

りましたが、こちらは、令和３年度末でのバス路線の廃止や公共交通体系の整理に伴いま

して、なくなってしまいました。 

 令和４年度以降の地域公共交通は、今ほどの北海道中央バス２路線の撤退の動向も見据

えた上で、持続可能な公共交通ネットワークを形成するため、本当に多くの皆さま方に参
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加をしていただいて、町公共交通活性化協議会において、町地域公共交通計画を策定し、

計画の基本方針の目標の一つに、既存の交通資源の総動員による生活の足の確保が定めら

れました。 

 また、この計画の下、具体的な路線や運行内容につきましては、町地域公共交通利便増

実施計画に定め、これに基づいた運行が令和４年度から始まったところでございます。 

 以降これまでの間につきましては、10番議員のご理解のとおり、運行経路や停留場所、

便数などについて、利用の実態や利用増の見込みに応じ、運行事業所のご理解と地域公共

交通活性化協議会での議論を経て、必要な改善や変更が加えられながら、通学や通勤、通

院や買い物といった生活に欠かせない足としての役割を果たしてきているものと認識をし

ているところです。 

 特に、この公共交通の運行が民間の交通事業所各社によって実現していることにつきま

しては、とても心強く感じており、町といたしましても、引き続き運行の継続に対して必

要な支援を講じていきたいと考えております。 

 次に、役場庁舎にバス待合所を設置しておりますことは、新庁舎の建設のタイミングも

相まって、町内外の路線を庁舎前に集約し、乗継拠点とすることによって運行の効率化を

図り、持続可能な体制を構築するため、ターミナル機能の創設を計画の目標として掲げ進

められてきた結果でございます。 

 以上のように、本町の公共交通に関しましては、運行経路やターミナル機能などについ

て、公共交通計画を策定するにあたって検討協議をしてきた中で合意形成されたものであ

り、また、本町における運行の実態として、路線の大部分が民間事業者による旅客運送で

ありますことから、利用者からのご要望を含め、その都度、すぐに応えていくことは少々

難しい側面があることは、ご理解をいただきたいなというふうに思っております。 

 一方で、ご質問で提示されました町内商店前などへの停留所設置のご要望につきまして

は、町内でのお買い物の利便性の向上という意味からは、充分理解できるものでございま

す。 

 今回のようなニーズがありましたことは、運行事業者とも共有していきたいと考えてお

ります。 

 また、これまでにも、町民アンケートやお試し乗車の利用者アンケートにおきまして、

同様のご要望を３件いただいているところでございます。仮に商店前に停留所を設置する

とした場合、運行経路の変更によるダイヤの組み直しの可否、そして、停留所案内板の設

置場所の賃貸借、冬期における除雪の管理など、設置を安易に決められない問題点もござ

います。 

 以上、現在の地域公共交通体系は、計画に沿った中で民間事業所による運行を中心に構

築されていること、また、新たな停留所の設置は、経路やダイヤの変更、維持管理の面な

どから変更が容易ではないこと、加えて、私の立場からだけで判断できるものではないと

いうことは申し上げております。 

 最後に、本町の公共交通がより良いものとなっていくためには、利用されている方々だ

けでなく、利用されたことがない方々の声も大切と考えておりますことから、次期の地域

公共交通計画の策定作業を行うこととなる令和９年度に向けまして、現行計画を策定した

ときのように、利用していない高齢者等も含めまして、公共交通に対するニーズの把握に
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も努めたいと考えていることを申し上げまして、10番議員のご質問に対する答弁とさせて

いただきます。 

〇議長（小玉博崇君） 西内陽美議員。 

〇10番（西内陽美君） それでは再質問させていただきます。 

 ただいまの町長のご答弁からは、住民の皆さまから私がお伺いしたご意見は、既に町長

も把握をされているということがわかりました。そして、それらの要望に応えるとした場

合の諸課題についてもお聞かせをいただき、理解いたしました。 

 しかしながら、住民の方々が不便に感じている点を軽減する方法を何かしら試してみる

ことも大事ではないかと思います。 

 ご答弁では、次期の計画策定を行う令和９年度に向けて、ニーズの把握に努めていただ

けるとのことでありましたので、どのような方法をもって把握されるのかという観点で再

びお伺いさせていただきたいと思います。 

 再質問といたしましては、ニーズ把握ということで、一定期間を設けた実証実験や、

ニーズ調査を実施することに対する町長のお考えをお伺いしたいと考えます。 

 具体的な実証実験の一例といたしまして、停留所の増設につきましては、例えば、ＪＡ

ピンネストアー前を検討されたらいかがでしょうか。 

 路線の見直しでは、各方面から中心部に乗り入れる際には、ＪＡピンネストアー前や、

既にある農業高校前など複数の箇所を経由してから役場バスターミナルに到着する。 

 中心部から各方面へ向かう際には、役場バスターミナルを出発してからＪＡピンネスト

アー前や農業高校前など、市街中心部を経由してから各方面を向かうというような路線を

検討されてはいかがでしょうか。それほど大きく路線を変更せずとも実証実験はできるの

ではないかと考えます。 

 町内での買い物をしやすい環境を整えるということは、消費者側への支援のみにとどま

らないと考えます。 

 町長は、第８代新十津川町長にご就任された際、初の執行方針演説の中で重点として取

り組まれる六つの政策の一つに、力強い産業があるまちづくりを掲げられました。そこに

は、自治の基本は自ら納めることであり、地産地消や地元のお店を利用することも同様で

あるとし、私達が消費するものは、私達の町で購入することを奨励するとともに、商工関

係団体や商店街などが地元消費を図る主体的な取組に支援するとの力強いお言葉がありま

した。 

 町としては、商工業者への支援という側面からも町外ではなく町内の商店に人を呼び寄

せ、にぎわいのある商店街を作っていくために、地元で買い物をしやすい交通体系を整え

る必要があるのではないかと考えます。 

 町長のご答弁からも、実際に運行を担ってくださっている民間の交通事業者様のご理解

とご協力がなければ様々な改定は難しいことは理解いたしましたけれども、ニーズを把握

するためには、アンケート方式のほかに実証実験を行って、実際にお試しで運行してみて、

どれぐらいの利用があるだろうかとか、実証することによって新たな課題が捉えられたり、

そういった具体的な結果を見ることが可能になると思いますので、そういった実証実験に

よる調査は有効と考えます。 

 公共交通に対するニーズの把握方法として、実証実験、ニーズ調査を実施するというこ
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とに対して、町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（谷口秀樹君） それでは10番議員の再質問にお答えをしたいというふうに思って

おります。 

 ただいまの再質問の中では、ニーズの把握ばっかりではなくて、実際、実証実験を行っ

てはどうかということでの提案だったというふうに思っております。 

 その前に一つ、先ほど執行方針の話も出ましたので、ちょっと述べさせていただきたい

と思うんですけれども、町内の商工業者というのは、やはり商工業を営むということのそ

の裏側にというか反対側には、やはりそれには消費者がいて、そこで経済活動が行われて、

今の状態が維持発展していくっていうことが大前提だというふうに思っております。とい

う意味からすると、今ほど議員がおっしゃられた商工業者の方も頑張るけれども、いわゆ

る一般消費者の方も、そういった意味で町内消費を上げるという意味で、要するに、無く

なったら消費者が困るっていうことで、これも一つの社会インフラの一つだというふうに

私も認識しておるんですけれども、そういったことが大切であるということを前提に、こ

ういったことをしていったらどうだというふうな意見というふうに捉えておりますけれど

も、今ほど実証実験の話もありました、今後そのときと同じようにやりますよと、前回と

同じようなことでやりますよということになると、やはりニーズ把握っていうのはアン

ケートだったりとかそういったことが主になってくるんだろうというふうに思います。そ

ういったことも含めて、先ほど申し上げましたとおり、これは、町が主体的にこうやる、

ああやるっていうことが主体的に決められるものではないということは、今ほどご説明し

たとおりなものですから、こういった話があった、こういうことが出来ないかどうかみた

いなところの共有を図っていきたいなというふうに思っておりますし、これができるとい

うような、何か可能性があるということであれば、そこは決して令和９年度に待つことな

く進むことは可能だとは思うんですけれども、その辺はやはり町だけが一存で進めるわけ

にはいきませんので、そこは事業者の意見が、考えが結構大きい部分がありますので、そ

ういったことも含めて共有をさせていただいていきたいなというふうに思います。そこら

辺までが今のところ、この地域公共交通のあり方を変えていくっていう意味の答弁でしか

ないので、その辺のところはご理解をいただきたいなというふうに思います。 

 これは決して、この流れといいますか、消費者が困っている、これを見過ごしたまま私

もいるのは不本意であるので、これは何とかしたいなという気持ちはありますが、事業者

さんの考えや体制もありますので、その辺も含めてご理解をいただきたいなということを

申し上げまして、私の再質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 西内陽美議員。 

○10番（西内陽美君） それでは再々質問といたしまして、再度お伺いさせていただきま

す。 

 ただいま町長のご答弁では、住民の皆さま方のそういったご不便なご意見ですとか、実

証実験についてのお話は交通事業者と共有をされていくというようなお話でございました

が、そういったご意見につきましては間違いなく、本年開催される地域公共交通活性化協

議会の議論のテーブルに載せていただけるのかどうか、確認の意味でお聞かせいただきた
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いと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（谷口秀樹君） 今ほどの10番議員の再々質問にお答えをしたいと思います。 

 会議の中にこの議論を俎上にしてくれるかということですけれども、これは、一般質問

でなった話ですから、それは議論の中に入れて話は進めていこうというふうには思ってお

ります。以上を申し上げまして、再々質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、西内陽美議員の一般質問を終わります。 

 次に１番、村上敏晃議員、登壇の上、発言願います。 

〔１番 村上敏晃議員登壇〕 

〇１番（村上敏晃君） 議長のお許しをいただきましたので、私の一般質問を行います。 

 テーマは、メガソーラー開発についてです。 

 近年、メガソーラーの開発や設置が原因とみられる土砂災害などの事故が増えており、

自然環境の開発を伴うメガソーラーの設置について、不安を感じている住民の声が北海道

においても多数聞こえています。 

 報道を見ますと、釧路湿原国立公園周辺の無許可の開発、道南の北斗市の市営キャンプ

への土砂の流出、三笠市内でのメガソーラー建設に対する行政指導など、メガソーラー開

発に関連するニュースが多数あり、新十津川町にも気づかないうちに同様の事例が発生し

ているのではないかと不安視する住民の声も増えています。 

 特に３月11日のニュースにおいては、鶴居村議会がメガソーラーの建設予定地となって

いる釧路湿原国立公園周辺の民有地27.4ヘクタールの購入経費8,350万円を盛り込んだ補

正予算を可決した。という報道があり、自治体の予算にも大きな影響を与える可能性があ

ることを実感したところでございます。 

 以上のことから、次の２点についてお伺いいたします。 

 まず一点目は、当町の現状についてです。 

 現在、新たに新十津川町内の土地を取得してメガソーラーなどを設置したいというよう

な事業者はいらっしゃるのでしょうか。もしそのような事業者がいらっしゃる場合は、取

得を希望している場所や設置するもの、開発の内容について詳しくお伺いいたしたいと思

います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） それでは、１番議員の一つ目のご質問にお答えをいたします。 

 メガソーラーは、太陽光パネルを使用した出力１メガワット以上の大規模な発電設備で

あり、地球温暖化防止対策における温室効果ガスの排出削減などを目的とした再生可能エ

ネルギー施設の主力として、太陽光で発電する施設であります。 

 平成24年に国が買取価格を保証し売電する固定価格買取制度が導入され、以降、全国各

地にメガソーラーなどの設置が急速に増えたところでありますが、ご指摘のとおり、設置

に係る諸問題が出てきているのも事実でございます。 

 本町における設置状況といたしましては、現在のところ、ふるさと公園の手前に民間の
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メガソーラー設置されているところですが、適正な運営管理を行っているものと認識して

いるものであり、最近の報道であるような事故などを含め、特段問題は起こっていないと

いうふうな認識をしております。 

 また、太陽光発電のうち、メガソーラー施設を設置するに当たり、一定面積以上の土地

を取得する場合、国土利用計画法に基づく届出が必要であり、それにより確認を行ってい

ますが、現時点では、新十津川町内の土地を取得し、メガソーラー施設を設置する事業者

からの情報はございません。 

 以上申し上げまして、１番議員の一つ目の質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 村上敏晃議員。 

〔１番 村上敏晃議員登壇〕 

○１番（村上敏晃君） ただいまの答弁により、当町の現状を確認でき理解いたしました。 

 既存のメガソーラー設備については、特段問題は起こっておらず、適正に管理されてい

ること、また、現時点で新たに大規模な土地を獲得した事業者や設置を希望する事業者か

らの問い合わせもないとのことで、承知いたしました。 

 次の質問に移ります。 

 ２点目は、町長のお考えについて伺います。 

 当町では、温室効果ガスの排出削減のために住宅取得助成事業や安心すまいる助成事業

などにおいて、太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入を促進しており、再生可能エ

ネルギー自体を否定する考えではないものと推察いたします。 

 メガソーラーなどの大規模な開発に関連した問題は全国各地で発生しており、問題視さ

れているポイントとしては、環境破壊や景観への影響、土砂災害のリスク上昇、事業中止

後の管理放棄、災害によって破損した場合の廃棄物の処理、太陽光パネルからの反射光な

どによる地域住民の生活への悪影響などが挙げられています。 

 森林の伐採により、野生動物の生態系が破壊されてしまうと、例えば、ヒグマなどの野

生動物が人里に降りてくるケースが増えるようなことも考えられると思います。 

 そこで、住民の方々の不安を取り除くためには、町長のお考えを伺うことが有効だと考

えました。 

 メガソーラーなどの大規模な再生可能エネルギー設備の開発について、町長はどのよう

なお考えをお持ちなのか、お伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） それでは１番議員の二つ目のご質問にお答えをします。 

 メガソーラーを始めとする大規模な再生可能エネルギーの施設の設置に当たっては、陸

上であれば当然設置する土地が必要となり、場合によっては森林を伐採するなどの開発行

為が必要となってまいります。 

 しかしながら、これからの開発行為や用途が決められた区域においては、その土地の状

況に応じて、好き勝手に出来ないよう各種法律により規制が設けられており、これらの規

制を遵守していない一部の事業者が報道で取り上げられているものと認識しているところ

でございます。 
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 また、施設の設置自治体においても、再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特

別措置法、いわゆる再エネ特例法を始めとする規定やガイドラインにおいて、住民説明会

の開催方法なども含め、細かく規定されており、住民理解を得て設置することを大前提と

しております。 

 さらに、昨今のメガソーラーに対する諸問題などを受け、国は今後も規制強化に力を入

れてくるものと推察します。 

 これらのことから、今後も施設設置の認定要件はより厳格化され、特に地域住民や環境

との共生を図ることができない施設は、設置できない状況になるものと推察いたします。 

 繰り返しになりますが、メガソーラーなどの大規模な再生可能エネルギー施設に関する

問題の多くは、一部の事業者による法令順守やコンプライアンスに対する意識の欠如によ

るものであり、現行の法令等で定められたルールに真摯に対応し、運営している多くの事

業施設については、その目的である温室効果ガス削減のための再生可能エネルギーによる

電力の確保を担っているのが現状です。 

 これまでも様々な場面でお示しさせていただいておりますが、本町では、地球温暖化対

策として、温室効果ガスの排出削減を目指し、再生可能エネルギーの導入促進を図るとし

ておりますので、想定外の新たな問題が生じない限り、法令等で定められたルールを遵守

した上で、適正に設置されるものにつきましては、これを否定する考えはございません。 

 以上申し上げまして、１番議員の二つ目の質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 村上敏晃議員。 

○１番（村上敏晃君） ただいまの答弁に対しまして、再質問をいたします。 

 ただいまの答弁で、町長は、大規模な再生可能エネルギー設備の開発は、すべて否定す

るという考えではなく、既存のルールに従って設置されるものについては受け入れるとい

うような考えでいらっしゃると理解しました。 

 再質問では、このルールを守らない一部の事業者の参入を防ぐためには、条例を制定し

て、予防的に規制することについてのお考えを伺います。 

 ルールを守らない事業者は、自治体との協議が終わらないまま、許可を得ずとも勝手に

開発を始め、行政指導にも従わないという対応が報道されていました。 

 初めの答弁にあった国土利用計画法に基づく届け出は、事前に届け出るものではなく、

土地を取得した後の事後報告となっているため、どうしても後手に回ってしまいます。

ルールを守らない事業者に土地を取得された後では、既存のルールで規制することは難し

いのではないかと考えます。 

 国の方針としても、2027年度以降の新規のメガソーラー事業への支援を廃止する方針と

伺っていますが、ルールを守らない事業者が、当町の土地を取得する前に予防することが

重要なのではないかと考えます。 

 2025年12月30日の琉球新報社の記事によりますと、2025年12月19日時点で335の県や市

町村がメガソーラー開発に一定の規制をかける条例を制定しています。空知管内では、長

沼町、栗山町、芦別市が関連する条例を制定しているほか、三笠市も検討しているという

情報があります。 

 条例による規制の例としましては、森林伐採の制限、災害対策の義務化、また、一定規

模以上の開発に対し、市町村長や知事の事前同意や許可を必要とすることなどがありまし
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た。 

 事前同意や許可については、2025年12月の熊本県議会において、知事がそのような意向

を表明しています。 

 当町も同様に条例で規制することで、町長の意向をより反映できるのではないかと考え

ますが、この条例を制定して規制することに対する町長のお考えを伺います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（谷口秀樹君） それでは１番議員の再質問にお答えしたいというふうに思います。 

 今ほど議員の方からは、法律では規制をしているけれども、後手に回ることが多いから、

町が条例を作って先手を打って規制してはどうかというようなお話だったというふうに認

識をしております。 

 いろいろと他の市町村の事例でもありますように、いろいろなところではそういった条

例を制定して規制をしているところだというふうに認識しています。 

 ただ、新十津川町におきましては、電力事情のことをちょっと申し上げますと、メガ

ソーラーとかって大きい電力会社っていうか、発電所、メガソーラーみたいなやつを作っ

たとしても、それを送る送電線網が石狩川の右岸左岸では、かなり差がありまして、そう

いった意味で、その事業者が参入してくる可能性というものは、限りなく少ないものとい

う私の認識を持っております。 

 ただそうは言っても、いろいろ状況がいつ変わるかわからないから、そういった意味で

条例化して規制をすべきだということのご意見もご理解をいたします。 

 ただ、今のところは、そういった状況を踏まえて私は個人的にはそういうふうに思って

おりますので、今すぐ条例を作って規制をしていくという考えはございませんが、ただ、

他市町村の事例をいろいろと参酌しながら、どういったことが効果的なのかということを

考えながら、今後検討はさせていただきたいというふうに思っております。 

 以上申し上げまして、１番議員の再質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 村上敏晃議員。 

○１番（村上敏晃君） ただいまの答弁により、今すぐに条例を新たに制定して規制する

考えはないということで理解いたしました。 

 政府が2025年12月23日に策定した大規模太陽光発電事業に関する対策パッケージにおい

ても、速やかに法的な規制措置を実施していくとともに、国と自治体の更なる連携を行っ

ていくこととするとありますので、当町としても引き続き、しっかりと国と連携を図りな

がら、住民が安心して生活できるように引き続き取り組んでいただきたいと思います。 

 これをもちまして、通告第１、メガソーラー開発についての質問を終わります。 

 以上で、私の一般質問を終了いたします。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、村上敏晃議員の一般質問を終わります。 

 これをもちまして、一般質問を終了いたします。 

 ここで、11時25分まで休憩といたします。 

（午前11時15分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 
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（午前11時25分） 

                                       

     ◎議案第５号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、議案第５号、新十津川町職員等の旅費に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第５号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号、新十津川町職員等の旅費に関する条例の一部改正については、

原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第６号の質疑 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、議案第６号、令和７年度新十津川町一般会計補正予算

第８号を議題といたします。 

 これより質疑に入りますが、議案の量が多いことから、議案のページを３つに区切って

質疑を行います。 

 質疑を行う際は、議案のページ、予算科目、事業名を最初に示した上で発言するよう、

議員各位のご協力をよろしくお願いいたします。 

 はじめに、３ページから61ページ、歳入までについて質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで、歳入まで質疑を終わります。 

 次に、62ページの１款議会費から91ページの７款商工費までについて質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 １番、村上議員。 

○１番（村上敏晃君） それではお伺いいたします。議案の78ページ、79ページをお願い

いたします。予算科目４、１、１保健衛生総務費。事業番号４番の後期高齢者医療療養給

付費負担金についてお伺いいたします。こちら、令和６年度の決算額が１億4,327万でし

たので2,000万円近く減る見込みということなのだと思いますが、この負担金が減るとい
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うことは、後期高齢者の医療費が減っていると理解してよいのでしょうか。つまりは、健

康な後期高齢者が増えている、健康増進に向けた取組みが効果を上げてきているというよ

うに理解してよいのかどうか、確認させていただきたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの１番議員のご質疑にお答えいたします。 

 今ほどの後期高齢者医療療養給付費負担金というものの算定は、実際に令和６年度の後

期高齢者医療広域連合療養給付費負担金額というものがございまして、それが確定したた

めに減額するものでございます。 

 ですので、６年度の結果で７年度に精算するということになりますが、実際、その健康

な方が増えているかどうかという部分は、これは後期広域連合の方からの確定額というこ

とになりますので、詳細そこの部分は、実態ということがこうなってということできてい

るものではございませんので、今のお話の中での健康でということの部分は、把握いたし

ておりません。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 村上議員、よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 ３番、深瀬議員。 

○３番（深瀬美奈子君） 64ページ、65ページをお開きください。２款１項１目一般管理

費、７番、職員研修事業についてお伺いいたします。こちら75万円の減額になっておりま

すが、昨年この時期の減額が131万円で、自治大学校であったり海外研修がなかったので

補正を行うというような説明があったので、今年も自治大学校は予算に含まれてなかった

ので、海外研修が補正の内容なのかなと思うんですけれども、ちょっと昨年は研修への参

加実績が増えているというようなお話があったので、今年の研修の実績と減額の理由を再

度教えていただけますでしょうか。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（久保田篤司君） ３番議員のご質疑にお答えいたします。 

 職員研修費の減額ということでございますが、今年の分になりますので、今年の分とし

ましては自治大学校１名を予定しておりましたが、実際に参加者がおられない分がござい

ましたので１名減と、併せて、先ほどお話がございました外国研修参加というところでの

参加者がおられなかったということで、２名分の減となります。 

 ただ、スキルアップ研修等では、予算14名に対して13名が行っていただいたりですとか、

自主研修では、予算10名に対して実績13名ということで参加している方は出てきている状

況でございます。以上です。 

○議長（小玉博崇君） 深瀬議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 １番、村上議員。 

○１番（村上敏晃君） それではお伺いいたします。議案の84ページ、85ページをお願い

いたします。予算科目６、１、２農業振興費。事業番号３番のスマート農業推進支援事業

についてお伺いいたします。説明におきまして、この自動操舵システムですとか、ロボッ
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トトラクターの導入件数が今年度だけで68件ということだとありましたが、自動操舵シス

テム等の３年間のこれまでの助成によって合計何件導入されて、町内の農家に導入された

割合はどのくらいになったのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（鎌田章宏君） ただいまの１番議員のご質疑にお答えをいたします。 

 スマート農業推進事業に係る自動操舵、自動運転機械等の導入実績ということでござい

ますけれども、令和５年度につきましては、自動操舵、自動運転合わせまして９台、令和

６年度におきましては、合わせて21台で、本年度、申請見込みも含めますと68台を予定し

ております。 

 普及率ということでございますが、そちらにつきましては、持ち合わせている数字で申

し上げますと、今回の自動運転機械とかにつきましては、１台を皆さんに普及させていこ

うということが趣旨でスタートしております。その１台目の普及率で申し上げますと、

220戸の農家に対し実績で86台ということでございますので、39.1パーセントの農家に普

及しているものと考えております。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 村上議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 １番、村上議員。 

○１番（村上敏晃君） お伺いいたします。議案の86ページ、87ページをお願いいたしま

す。予算科目６款１項４目農地費、事業番号８番の土地改良事業受益者負担金についてお

伺いいたします。実績見込みによる減額とのことなんですけれども、所要見込みゼロとい

うことでまったく発生しないような状況になっております。予算編成の際の説明では、日

進や新弥生地区を見込んでいるとの説明があったと思いますが、こちらがまったく発生し

なくなっていることについて、詳しくお伺いしたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（鎌田章宏君） ただいまの１番議員のご質疑にお答えをいたします。 

 こちらの事業につきましては、土地改良区が実施いたします基盤整備事業に係る、その

うちの畑があった場合に町が負担するものとして予算計上しているものでございます。当

初238万３千円計上しておりましたが、本年度、日進第２地区、新弥生地区において、畑

分の施工が無かったということでゼロということになってございます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 村上議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 ３番、深瀬議員。 

○３番（深瀬美奈子君） 88ページになります。７款１項２目観光振興費についてお伺い

いたします。事業番号１番、観光ＰＲ事業の減額理由についてお伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（鎌田章宏君） ただいまの３番議員のご質疑にお答えをいたします。 

 ７款１項２目観光ＰＲ推進事業の減額につきましては、今回200万５千円ということで



- 89 - 

 

ございますけれども、旅費35万２千円と負担金165万３千円で、負担金につきましては、

観光協会への負担金が132万３千円、それとモンベルフレンドエリアの登録33万円の減額

となっております。 

 なお、観光協会負担金事業につきましては、こめぞー着ぐるみの委託ですとか、ツアー

誘致、ミニイベント開催、また、重ね捺しスタンプラリー事業、それらの事業精査したこ

とによる減額となってございます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 深瀬議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） 予算書80ページをお願いいたします。２項１目塵芥処理費のうち、

事業番号４番、資源回収奨励事業についてお伺いいたします。予算よりかなり大きく減額

となっております。これは最初予算のときには１キロ当たり５円を10万キログラムと想定

されて50万円という予算でしたが、子ども会ですとか、区で実施されておりますけれども、

子ども会では、令和５年度は５団体、令和６年度は４団体、行政区では、同じく令和５年

度が３団体、令和６年度は３団体、令和７年度は、実際にどれだけの団体で実施されたの

か、その数をお伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの10番議員のご質疑にお答えいたします。 

 団体数といたしましては、子ども会が４団体、行政区が３団体の実施となってございま

す。以上です。 

○議長（小玉博崇君） 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） 続けて同じところでお伺いさせていただきます。大体一般的には、

もう紙が少なくなってきまして、デジタル化が進むと紙ごみと言いますか、紙資源の回収

がなかなか進まないというのは、全国的にどこでもそういう状況があるのだと思います。

子ども会の数も少なくなってきておりますので、実施する団体は少なくなってきますけれ

ども、予算減額いたしましたが、減額する際に、この事業を次年度に向けて団体数を増や

す取組ですとか、次年度に向けてどのような検討されたのかということをお伺いいたした

いと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの10番議員のご質疑にお答えいたします。 

 確かに、資源の方のごみの対象が少なくなっているということはございます。ですので、

当初この資源回収奨励事業というのは、そういった今紙資源ごみステーションでの回収で

すとか、そういったものがまだ普及していない中で、そういった子ども会等の資源回収と

いうことを進めて、環境保全に資するような形を目的にしてやってございました。 

 ただ、今ですね、それぞれ今年度もやられていない行政区等に働きかけ等をしましたが、

役員さんの負担のお話ですとか、そういったこともございましたので、なかなかやるとい

うお答えはいただけないような状況にありました。 

 ですので、今後はこの資源回収の目的自体を、そういったことの目的からちょっと考え
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直していきたいなということで、来年度予算については、そこら辺も含めて考え方を入れ

た上で、お示しすることになるかと思われます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） 確認させていただきますけれども、そうしますと将来的には、こ

の事業は取りやめという方向に向かっていくのでしょうか。行政区で行っております古着

衣料品の回収につきましては、平成の時代から始まりましたけれども、最初は２行政区、

３行政区であったものが、今は10行政区で行っているように、大変実施状況良くなってお

りますので、区でそういった事業のときに、一緒に紙ごみを回収するような取組とか、そ

ういったことっていうのは、この事業の中には取り込めないものなのかということで、お

伺いさせていただきたいんですけれども、よろしくお願いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの10番議員のご質疑にお答えいたします。 

 今までやって増えております衣類回収につきましては、確かに、例えば、青葉区とかは

廃品回収等を子ども会に頼んで一緒にやられているところもあります。ただ、今衣類回収

につきましては、行政区支援交付金の中でやっていただいている部分もありまして、そう

いった形でやっていただく形と、あとこちらの方は、新聞とかそういった紙ごみの部分と

いうことで、実際、今の時点で考えているのが、子ども会が主になってやっているところ

が多いですので、そういった環境の教育という部分の考え方でシフトしてやっていくとい

うことで、今のところは考えているところでございます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 ３番、深瀬議員。 

○３番（深瀬美奈子君） 申し訳ございません、戻りまして88ページ、７款１項２目観光

振興費の部分で再度質問させていただきます。このモンベルに関わる予算の部分なんです

けれども、減額になった理由を詳しくお伺いしてもよろしいでしょうか。すいません、事

業番号１番、観光ＰＲ推進事業の中で、モンベルとの提携の部分の予算ですね、こちら確

か、令和７年度、８年度分の連携の予算が組まれてたかと思うんですけれども、減額に

なった理由をお伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（鎌田章宏君） ３番議員のご質疑にお答えをいたします。 

 先ほどお答えしましたモンベルフレンドエリア登録33万円の減額につきましては、こち

ら会員雑誌等へのＰＲ記事の掲載ということで、当初予算につきましては１ページ分見て

いたんですけれども、それを半ページ分を掲載したということでの減額となります。以上

でございます。 

○議長（小玉博崇君） 深瀬議員よろしいでしょうか。 

 ３番、深瀬議員。 

○３番（深瀬美奈子君） 続けて同じ１番、観光ＰＲ事業の部分で、こめぞーのＰＲ実績、

ツアーバスの誘致実績、重ね捺しスタンプラリーの実績についてお伺いいたします。 
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○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

○産業振興課長（鎌田章宏君） ただいまの３番議員のご質疑にお答えをいたします。 

 実績ということでございますけれども、こめぞーの出演委託回数につきましては10回、

それと、重ね捺しスタンプラリーにつきましては、今年度新規ということでやっておりま

すけれども、台紙の配布実績と応募者数の実績ということで申し上げますけれども、台紙

が合計で1,730枚配布しております。また、すべてスタンプを押して実際に応募していた

だいた方につきましては109人となっております。それともう一つ、ツアー誘致につきま

しては、日帰り２回ということでなってございます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 深瀬議員よろしいでしょうか。 

 ３番、深瀬議員。 

○３番（深瀬美奈子君） ちょっと細かく聞いて申し訳ないんですけれども、バスツアー

の日帰り２回の内容を詳しくお伺いさせていただければなと思います。あともう一つ、重

ね捺しスタンプラリーでレンタサイクルを使われた方がどのぐらいいるか把握されてたら

そちらもお願いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（鎌田章宏君） ただいまの３番議員のご質疑につきましては、今資料を

持ち合わせておりませんので、後ほどお答えしたいと思います。 

 ちょっとすいません。ツアーの内容につきましては、詳細なものが把握できるかってい

う部分も含めまして調査します。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 深瀬議員よろしいでしょうか。 

 ほか質疑はございませんでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで、１款議会費から７款商工費までの質疑を終わります。 

 次に、92ページの８款土木費から113ページの13款職員費までについて、質疑を行いま

す。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで、８款土木費から13款職員費までの質疑を終わります。 

 これで議案第６号について、質疑を終わります。 

 先ほどの質疑まだ回答されておりませんので後ほど、保留にしたいと思います。 

                                       

     ◎議案第７号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） それでは先に進みます。 

 日程第５、議案第７号、令和７年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算第２号を

議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号、令和７年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算第２号

は、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第８号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第６、議案第８号、令和７年度新十津川町後期高齢者医療特

別会計補正予算第２号を議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号、令和７年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算第２

号は、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第６号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） それでは、先ほど保留にいたしました答弁に戻りたいと思います。 

 それでは、答弁を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（鎌田章宏君） 先ほど３番議員からのご質疑で保留にしていた部分です

けれども、重ね捺しスタンプラリーでレンタサイクルの実績につきましては、応募者109

人のうち、８人が利用されていたということになってございます。 
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 それとすいません、日帰りツアーの２回ということで私お答えしたんですけれども、そ

ちらにつきましては、予算を減額する上で２回分の計上としたということで、本年度実績

はございません。すいません、以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 深瀬議員よろしいでしょうか。 

 それでは、以上で議案第６号については質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第６号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号、令和７年度新十津川町一般会計補正予算第８号については、

原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第９号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第７、議案第９号、令和７年度新十津川町下水道事業会計補

正予算第４号を議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号、令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算第４号は、原

案のとおり可決されました。 

                                       

◎散会の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 予算案及び条例案審査のため、３月18日の予算審査特別委員会が終了するまで、本会議
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を休会したいと思いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、３月18日の予算審査特別委員会が終了するまで、本会議を休会することに

決定いたしました。 

 ３月18日は、予算審査特別委員会終了後に本会議を再開しますので、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、本日はこれにて散会いたします。 

 皆さん、大変お疲れさまでした 

（午前11時53分） 
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令和８年第１回新十津川町議会定例会 

 

令和８年３月18日（水曜日） 

午後１時45分開会 

 

◎議事日程（第４号） 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 議会運営委員長報告 

 第３ 経済文教常任委員会審査報告 

    委員会報告第１号 請願第１号 生産現場に寄り添った農業政策を求める請願 

 第４ 請願第１号 生産現場に寄り添った農業政策を求める請願 

 第５ 議案第12号 新十津川町空家等対策の推進に関する条例の制定について 

          （質疑、討論及び採決） 

 第６ 議案第15号 新十津川町行政手続条例の一部改正について 

（質疑、討論及び採決） 

 第７ 予算審査特別委員会審査報告 

 第８ 議案第10号 新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条 

          例の制定について 

          （討論及び採決） 

 第９ 議案第11号 新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定に 

          ついて 

          （討論及び採決） 

 第10 議案第13号 新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一 

          部改正について 

          （討論及び採決） 

 第11 議案第14号 新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正 

          について 

          （討論及び採決） 

 第12 議案第16号 令和８年度新十津川町一般会計予算 

          （討論及び採決） 

 第13 議案第17号 令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計予算 

          （討論及び採決） 
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          （討論及び採決） 

 第15 議案第19号 令和８年度新十津川町下水道事業会計予算 

          （討論及び採決） 

 第16 議案第20号 新十津川町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について 

          （質疑、討論及び採決） 

 第17 議案第21号 公の施設の指定管理者の指定について 

          （提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 
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 第18 議案第22号 公の施設の指定管理者の指定について 

          （提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 
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保健福祉課長     窪 田 謙 治 君 
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     ◎開議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 皆さん、予算審査特別委員会、大変お疲れさまでした。 

 ただ今出席している議員は、10名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

（午後１時45分） 

                                       

     ◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき順

を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、４番、三師優美議

員。５番、大畠光敬議員。両議員を指名いたします。 

                                       

     ◎議会運営委員長報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、議会運営委員長報告を行います。 

 報告を求めます。 

 鈴井議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 鈴井康裕議員登壇〕 

○議会運営委員長（鈴井康裕君） 議長のご指示がございましたので、昨日行われました

議会運営委員会についての報告をいたしたいと思います。 

 説明員として、寺田副町長、久保田総務課長にお越し願っております。 

 協議結果でございます。 

 （１）令和８年第１回定例会付議案件の追加について。議案第21号、公の施設の指定管

理者の指定について、議案第22号、公の施設の指定管理者の指定についてを追加で付議す

る旨、総務課長から説明を受けております。 

 （２）令和８年第１回定例会の会期については変更いたしません。 

 （３）日程については、裏面に記載のとおり執り進め行います。 

 以上で、議会運営委員会からの報告を終わります。 

○議長（小玉博崇君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

                                       

     ◎経済文教常任委員会審査報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、経済文教常任委員会審査報告を行います。 

 ３月10日の定例本会議におきまして、経済文教常任委員会に付託しております請願第１

号の審査結果の報告を求めます。 

 村上経済文教常任委員長。 

〔経済文教常任委員長 村上敏晃議員登壇〕 

○経済文教常任委員長（村上敏晃君） 議長の指示がありましたので、経済文教常任委員
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会の審査結果を報告いたします。 

 本委員会に付託された請願を審査した結果、次のとおり決定したので、新十津川町議会

会議規則第94条及び第95条の規定により報告いたします。 

 請願第１号、生産現場に寄り添った農業政策を求める請願。 

 審査結果、採択とすべきもの。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（小玉博崇君） 報告を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

                                       

     ◎請願第１号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、請願第１号、生産現場に寄り添った農業政策を求める

請願を議題といたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより請願第１号を採決いたします。 

 本件に対する委員長報告は、採択すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに、異議ございませんか。 

〔「異議なし」という人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、請願第１号、生産現場に寄り添った農業政策を求める請願は、委員長報告

のとおり、採択することに決定いたしました。 

                                       

○議長（小玉博崇君） 先ほど採択することに決定した請願第１号につきまして、意見書

を審議する必要がございます。 

 議案配付のため、暫時休憩いたします。 

（暫時休憩） 

〔議案の配付〕 

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

 ここで、議会事務局長から日程の変更を申し上げます。 

 議会事務局長。 

○議会事務局長（坂下佳則君） それでは、議事日程の変更について申し上げます。 

 皆さまにお配りしております議事日程表をご覧ください。 

 日程第19の閉会中委員会所管事務調査申し出についてを日程第20とし、日程第18の次に

日程第19として、発議第１号、生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書を追加いた
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します。 

 以上１件について、よろしくお願いいたします。 

                                       

○議長（小玉博崇君） 日程第５に入る前に、これから提案されます議案第12号及び議案

第15号の案件につきましては、３月11日の定例本会議で、提案理由並びに内容の説明を終

わっております。 

 よって、ただちに質疑に入りますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

◎議案第12号の質疑、討論及び採決 

〇議長（小玉博崇君） 日程第５、議案第12号、新十津川町空家等対策の推進に関する条

例の制定についてを議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第12号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし〕という人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第12号、新十津川町空家等対策の推進に関する条例の制定については、

原案のとおり可決されました。 

                                       

◎議案第15号の質疑、討論及び採決 

〇議長（小玉博崇君） 日程第６、議案第15号、新十津川町行政手続条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第15号を採決いたします。 
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 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第15号、新十津川町行政手続条例の一部改正については、原案のとお

り可決されました。 

                                       

◎予算審査特別委員会審査報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第７、予算審査特別委員会審査報告を行います。 

 令和８年度予算に関連する条例案並びに一般会計予算ほか２特別会計予算及び１事業会

計につきましては、３月11日の定例本会議におきまして、予算審査特別委員会に審査を付

託してございますので、審査結果の報告を予算審査特別委員会委員長からお願いいたしま

す。 

 予算審査特別委員会委員長、深瀬美奈子議員。 

〔予算審査特別委員会委員長 深瀬美奈子議員登壇〕 

○予算審査特別委員会委員長（深瀬美奈子君） 議長からのご指示をいただきましたので、

予算審査特別委員会から審査報告を申し上げます。 

 ３月11日の定例本会議において、本委員会に付託されました議案第10号、新十津川町特

定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について。 

 議案第11号、新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定について。 

 議案第13号、新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

について。 

 議案第14号、新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正につい

て。 

 議案第16号、令和８年度新十津川町一般会計予算。 

 議案第17号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計予算。 

 議案第18号、令和８年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算。 

 議案第19号、令和８年度新十津川町下水道事業会計予算について審査を終えましたので、

新十津川町議会会議規則第77条の規定により報告いたします。 

 審査の経過でございますが、付託された８件の議件を令和８年３月12日から18日にわた

り、所管課長等の説明を受け、審査を行いました。 

 審査の結果、すべての議件において原案可決すべきものとして決定をいたしました。 

 以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 報告を終わります。 

                                       

○議長（小玉博崇君） 日程第８に入る前に、これから提案されます、議案第10号、議案

第11号、議案第13号及び議案第14号並びに議案第16号から議案第19号までの案件につきま

しては、議長を除く９名による予算審査特別委員会で審査したものであります。 

 したがって、委員長報告に対する質疑を省略し、ただちに討論に入りますので、よろし

くお願いいたします。 
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     ◎議案第10号の討論及び採決 

〇議長（小玉博崇君） 日程第８、議案第10号、新十津川町特定乳児等通園支援事業の運

営に関する基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第10号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第10号、新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定

める条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第11号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第９、議案第11号、新十津川町産前産後子育て世帯家事支援

事業に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第11号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第11号、新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の

制定については、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第13号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第10、議案第13号、新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第13号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに、異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第13号、新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第14号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第11、議案第14号、新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業

補助金交付条例の一部改正についてを議題といたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第14号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第14号、新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一

部改正については、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第16号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第12、議案第16号、令和８年度新十津川町一般会計予算を議

題といたします。 

 討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第16号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小玉博崇君） 着席ください。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第16号、令和８年度新十津川町一般会計予算は、原案のとおり可決さ

れました。 

                                       

     ◎議案第17号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第13、議案第17号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別

会計予算を議題といたします。 
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 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第17号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小玉博崇君） 着席下さい。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第17号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計予算は、原案の

とおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第18号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第14、議案第18号、令和８年度新十津川町後期高齢者医療特

別会計予算を議題といたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第18号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小玉博崇君） 着席ください。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第18号、令和８年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算は、原案

のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第19号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第15、議案第19号、令和８年度新十津川町下水道事業会計予

算を議題といたします。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第19号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 
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 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小玉博崇君） 着席ください。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第19号、令和８年度新十津川町下水道事業会計予算は、原案のとおり

可決されました。 

                                       

○議長（小玉博崇君） 日程第16に入る前に、これから提案されます議案第20号の案件に

つきましては、３月11日の定例本会議で、提案理由並びに内容の説明を終わっております

ので、ただちに質疑に入りますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎議案第20号の質疑、討論及び採決 

〇議長（小玉博崇君） 日程第16、議案第20号、新十津川町過疎地域持続的発展市町村計

画の策定についてを議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第20号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第20号、新十津川町過疎地域持続的発展市町村計画の策定については、

原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第21号の上程、内容説明、質疑、討論及び採決 

〇議長（小玉博崇君） 日程第17、議案第21号、公の施設の指定管理者の指定についてを

議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 議長のお許しをいただきましたので、議案の提案理由と内容の説

明を申し上げます。 

 ただいま上程をいただきました議案第21号、公の施設の指定管理者の指定について。 
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 町は、公の施設の管理を代行させるため、次のとおり指定管理者を指定する。 

 提案理由でございます。 

 地方自治法第244条の２第６項の規定により、議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、指定管理者に管理を行わせる公の施設の所在地及び名称。 

 （１）所在地、樺戸郡新十津川町字中央306番地３。 

 （２）名称、新十津川町農村環境改善センター。 

 ２、指定管理者となる団体の所在地、名称及び代表者。 

 （１）所在地、樺戸郡新十津川町字中央306番地３。 

 （２）名称、社会福祉法人、新十津川町社会福祉協議会。 

 （３）代表者、会長、小林透。 

 ３、指定の期間。 

 令和８年４月１日から令和11年３月31日まで。 

 以上、申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第21号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第21号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第21号、公の施設の指定管理者の指定については、原案のとおり可決

されました。 

                                       

     ◎議案第22号の上程、内容説明、質疑、討論及び採決 

〇議長（小玉博崇君） 日程第18、議案第22号、公の施設の指定管理者の指定についてを

議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 
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○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第22号、公の施設の指定管理

者の指定について。 

 町は、公の施設の管理を代行させるため、次のとおり指定管理者を指定する。 

 提案理由でございます。 

 地方自治法第244条の２第６項の規定により、議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、指定管理者に管理を行わせる公の施設の所在地及び名称。 

 （１）所在地、樺戸郡新十津川町字吉野100番地４。 

 （２）名称、新十津川町アートの森彫刻体験交流促進施設。 

 ２、指定管理者となる団体の所在地、名称及び代表者。 

 （１）所在地、樺戸郡新十津川町字中央526番地３。 

 （２）名称、一般社団法人、五十嵐威暢美術館かぜのび。 

 （３）代表者、代表理事、山岸正美。 

 ３、指定の期間。 

 令和８年４月１日から令和13年３月31日まで。 

 以上申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第22号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第22号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第22号、公の施設の指定管理者の指定については、原案のとおり可決

されました。 

                                       

     ◎発議第１号の上程、内容説明、質疑、討論及び採決 

〇議長（小玉博崇君） 日程第19、発議第１号、生産現場に寄り添った農業政策を求める

意見書を議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 
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 １番、村上敏晃議員。 

〔経済文教常任委員長 村上敏晃議員登壇〕 

○経済文教常任委員長（村上敏晃君） ただいま上程いただきました発議第１号について、

ご説明申し上げます。 

 この議案の提出者は、私、村上敏晃、賛成者は、深瀬美奈子議員、西内陽美議員、樋坂

里子議員、鈴井康裕議員でございます。 

 生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書。 

 このことについて、地方自治法第112条及び新十津川町議会会議規則第14条の規定によ

り裏面のとおり提出いたします。 

 裏面をご覧ください。朗読をもって説明に代えさせていただきます。 

 生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書。 

 農業を巡っては、昨年４月に新たな「食料・農業・農村基本計画」と「酪農及び肉用牛

生産の近代化を図るための基本方針」が策定され、中長期的な目標や方向性等が示された

ほか、「食料・農業・農村基本計画」の中で2027年度から水田政策を根本的に見直すこと

が明記された。 

 また、畑作物の直接支払交付金では、本年７月までに算出根拠となる統計情報等につい

て、関係者との意見交換を踏まえ、現行の３年に１度の改定に捉われず、2027年における

単価改定の是非を含め制度の運用を検討するとしている。 

 しかしながら、2026年２月現在、水田政策の見直しに関する新たな情報が無く、生産現

場は今後の営農計画を描けない状況が続いている。 

 また、現在の交付金単価の算定方式では農業者の努力が交付金の引き下げ要因となるな

ど生産意欲の減退に繋がっており、酪農・畜産を巡っても、乳価の上昇が収入の増加には

繋がっているものの、円安などを背景にした飼料価格の高止まりで所得の上昇には結びつ

いておらず、経営逼迫による戸数減少に歯止めがかかっていない。 

 このため、将来にわたって安心して農業を営むことが出来るよう、「食料・農業・農村

基本計画」や「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」で掲げる目標達成に

向けた一層の生産基盤の強化策や、経営安定に資する所得政策、水田政策の早期明示など

が急務となっている。 

 ついては、生産現場に寄り添った農業政策の確立に向けて、下記事項を要望する。 

 １、2027年以降の水田政策について、生産現場の意見を十分踏まえつつ、農業者が将来

にわたって営農計画を立てられるよう早期に示すこと。 

 また、生産現場の実態に即した交付対象要件を設定するとともに、産地交付金について

は、地域が裁量を持って活用できる制度運用を維持すること。 

 ２、畑作物の直接支払交付金については、コスト増加を反映した適正な価格形成や生産

費等、実態に即した数値を用いるとともに、生産性向上などといった農業者の努力が報わ

れる算定方式に改善すること。 

 ３、酪農・畜産については、予算総額ありきではなく、「食料・農業・農村基本計画」

や「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」で掲げる目標が確実に達成され

るよう必要な事業を行うための予算を措置すること。 

 また、生産コストの上昇に左右されない持続可能な酪農・畜産に向けた所得安定政策を
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講ずること。 

 以上、地方自治法第99条の規定により提出する。 

 令和８年３月18日。北海道樺戸郡新十津川町議会議長、小玉博崇。 

 提出先につきましては、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣。以上でございます。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 提案者の提案理由並びに内容の説明を終わります。 

 ただちに、質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第１号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第１号、生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書は、原案のと

おり可決されました。 

                                       

     ◎閉会中委員会所管事務調査申し出について 

○議長（小玉博崇君） 日程第20、閉会中委員会所管事務調査申し出についてを議題とい

たします。 

 本件につきましては、皆さんのお手元に配付してございますが、それぞれの常任委員会

及び議会運営委員会から、地方自治法第109条第８項及び新十津川町議会会議規則第75条

の規定に基づき申し出がございましたので、これを許可することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本件につきましては、申し出のとおり許可することに決定いたしました。 

                                       

◎閉議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、本定例会に付議された議件は、すべて議了い

たしました。 

 会議を閉じます。 

                                       

     ◎閉会の宣告 

○議長（小玉博崇君） 令和８年第１回新十津川町議会定例会を閉会いたします。 
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 皆さん、大変お疲れさまでした。 

（午後２時22分）  



- 111 - 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第123条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

 

 

   議     長 

 

 

 

 

 

   署 名 議 員 

 

 

 

 

 

   署 名 議 員 

 

 


